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発売 40 周 年 を 迎え た | 青春 18 き っ ぷ 」| は 、 今 年 $ 例 年 通り 発売 され る 。 この 「 例 年 
通り 」 が 当たり 前 で な いこ と を 、 私 た ち は 知 っ て いる 。 い つも 通り 旅 に 出 ら れる こと の 
すばらし きる を 思い な が ら 旅 に 出る 。 車窓 に 映る 高い 空 、 そ の 下 に 広がる 海 や 山 、 里 の 
風景 6 も また 、 以 前 と は 培っ て 見 える か も し れ な い 。 

全国 で 使え る [青春 18 きっ ぷ 」 を は じ め 、TR は 北海 道 か ら 九 州 ま で 各社 エリ ア 版 「 お 
得 き っ ぷ 」 を 発売 し て な り 、 私 鉄 を 組み 合わ せ た も の や 期間 限定 の も の も ある 。 行き た 
い 方 面 の 「 お 得 き っ ぷ 」 を 使い こなし て 、 お 得 に 鉄道 旅 を 楽し し で ほし い 。 


特集 を ご 覧 に な る 前 に 坦 モ デル コー ス は 2022 年 5 月 18 日 現在 の 時 刻 表 を 基 に 作成 し まし た 。 掲載 し て いる 路線 名 は 主 
な も の で す 。 坦 一 円 お 得 ! 」 は 、 モ デル コー ス を 通常 の 鉄道 運賃 ・ 料 金 で 回 っ た 場合 と 、 お 得 き っ ぷ を 使っ た 場合 と の 差 


額 で す 。 代 紹 介 施設 の 営業 時 間 は 、 最 終 入 館 や ラス ト オ ー ダ ー が ある 場合 は 、 そ の 時 間 を 記 し て いま す 。 新型 コ ロナ ウイ ル 
ス 感 染 防止 対策 に より 、 営 業 時 間 を 変更 する 場合 や 休業 する 場合 が あり ます 。 事 前 に ご 確認 くだ さい 。 
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1999 年 冬 の ボス ター 


| ボス ダー ギャラ リー 
[青春 18 き っ ぷ 」 と いえ ば 、 ボ ポス ター に も 注目 だ 。 旅情 を 感じ る 風景 と 印象 的 な キャ ッ チ 
コピ ー の 組み 合わ せ で 、 記 憶 に 残る [名作 ] が 多い 。 歴代 の ポス ター を 振り 返る 。 


この の どか さる こそ を 、 真 の 幸せ な の か も しれ ま せん 。 


肥 薩 線 の 真幸 駅 (宮崎 ) に 数 分 停車 し た 後 、 地 元 の 人 た ち に 見 送ら れ な が ら 出 発する 
特急 1 いさ ぶる ろう ・ し ん べ い 」。2016 年 夏 の ボス ター。 肥 薩 線 は 2020 年 7 月 の 集中 豪雨 で 被災 し 、 
現在 も 真幸 駅 を 含む 八代 一 吉松 駅 間 が 不通 と な っ て お り 、 復 旧 が 待た れる 
10 
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2% 記 寺 の 帝 房 を 消し て 、 
記 を 激しい 日 本 へ 旅 に で た 。 


3 四万十 川 を 流 る 予 土 線 の 
二 補 鍵 症 土佐 大 正 一 土 佐 昭 和 駅 間 


| 初 そ し い 春 を 見 つけ まし た 。 
ヽ 上 北ア ルプ ス を 眺め る 大 糸 線 の 
しい 電 安 時 追分 駅 (長野 ) 。 一 番 新 し 
い 2022 年 春の ポス ター 


あの 頃 の 青 を 探し て 。 
表紙 の 予讃 線 ( 愛 媛 ) と 同じ 場 
所 、 同 じ 構図 。 画 面 の ほとん 
ど を 占め る 海 と 空 の 色 が 美 し 
い 。2005 年 夏 の ボス ター 


雄々 し い 山 その 攻 で 


| 青春 18 き っ ぷ 」] が 発売 40 周 年 を 迎え た 。 
前 身 と な る | 青春 18 の び の ぴき っ ぷ 」 が 初め て 
発売 され た の は 1982 年 3 月 1 日 。、 | フルムーン 
夫婦 グリ ー ン パス 」 に 続く 、 国 鉄 の 乗り 放題 企 
画 き っ ぷ 第 2 弾 と いう 位置 づけ で 登場 し た 。 価 
格 は 8000 円 で 、 計 5 日 間 有 効 。 東京 を 起点 に 5 
日 間 で 鹿児島 や 帯広 を 往復 で きた そう で 、 
8000 円 で 日 本 全国 に 出かけ ら 5 れる 安 き が 評判 
を 呼ん だ 。 翌 年 、 現 在 の 名 称 に 改称 し た 。 

| 青春 18 の ぴの びき っ ぷ 」| は 、 若 者 に 鉄道 で 
旅 に 出る 書 慣 を 身 に 付け て も らい 、 年 を 重ね て 


画像 提供 / JR グル ー プ 


凍てつい た 体 で 、 
列車 に 乗り 込ん だ 。 
皮 かき が ここ ろ に 池 み た 。 
山陰 線 の 諸 寄 駅 (兵庫 )。 
冬 の 夜 の 、 海 辺 の 駅 舎 と 
町 明か り が 旅情 を 誘う 。 

2019 年 冬 の ポス ター 


(高知 )。 東 日 本 大 震 炎 後 
の 節電 を 意識 し た コピ ー。 
納 sgxs 2011 年 夏 の ボス ター 


も 鉄道 を 愛用 する ファ ン を 増やす の が 狙い だ っ 
た 。 それ か ら 40 年 。 発売 当時 の 18 歳 は 、 今 年 
58 蔵 を 迎え る 。 国 鉄 担当 者 の 狙い は 当たり 、 
当時 の 若者 は 鉄道 で 旅 に 出る 習慣 を 身 に 付け 
て 年 を 重ね わた よう で 、 今 や | 青春 18 きっ ポ ] は 
中 高 年 の 旅行 の アイ テム と し て 定着 し て いる 。 
若者 か ら シ ニア まで 愛さ れる | 青春 18 き っ 
ぷ ]。 時 節 柄 、 記 念 商 品 な どの 発売 が な か っ た 
の は 残念 だ が 、40 周 年 の 発売 を 視 い 、 末 永く 

謎 続き れる こと を 願い た い 。 
文 ノ 鎌倉 浮 ( タ ビリ ス 代 表 ) 


「 由 で 壮 」x「 晶 束 吉 」 


避 性 符 守り 「 洋 中 壮 」 SS 
りや ゼ 避 密着 完全) 咽 く G や? 
抱 る 症 キ ANS タ ゼ 必 0 や 韻 
則 篤 選ぶ 7「JUG り せく や 3 
く ^ 宮 G 騙 拉 釣 意 心 」 ざく … 


の 旅 


角 精 兄 


ーー 
人 い 


遇 
。 
ぐ で レ 
用 
時 中 
じ 旨 
つづ 眉 
っ J 

AN S 
結 
つ 
敵 。? 
む 
m 
- 央 ) 
) 浪 
弟 cn 
G 
ン @ 
⑯ 疫 
聞 


青春 18 き っ ぷ 


Lv た 。 


避 
em 
レー」 


と 話す 俳優 ・ 六 角 精 児 さ ん に 、 思 い 出 を 語っ て いた た 


商人 償 ぶつ (部) 吾 弄 曽 英 
民 下 用 か KG 丸久 「 押 秀 暫 り 稚 」 
民 要 で り 肖 ント いつ 
忠国 せ nn 本 電 り 泊る 相 
宰 で 衝 。 中 員 ン ご 心 る 所 「 押 押 
mW 穫 | 9 机 い りり 交 べり いや 
骨 民 信 避 記 導 や 人 ビ 各 つ 7 


「 導 
こ は 


扉 座 ) 


アム の 紀行 番組 「 六 角 精 児 の 呑み 鉄 本 線 ・ 日 本 旅 」 


出演 、 日 本 各地 の ロー カル を 負っ て いる 。 


留 角 精 児 バン ド 」 で 音楽 活動 を 行う ほか 、 今 年 4 月! 
明 往年 の フォ ー ク グロ ッ ク の 隠れ た 名 曲 を カバ ー し た 


I962 年 、 兵 庫 県 生ま れ 。 劇 団 「 善 人 会 議 」( 現 ・ 
旗揚げ メン バー。 数 々 の 舞台 、 ド ラマ 、 映 画 で バイ プ 
レイ ヤー と し て 活躍 中 。2015 年 春 か ら NHK BS プレ 
初 の ソロ アル バム 「 人 は 人 を 救え な い 」 を リリ ー ス 


ろ っ か く せい じ 


『 


リリ 
5 『 
の 
7 
| | 
財 


幼 要 ^ 堪 り 皿 博 倒 診 の リ 「W 
ソリ ” 2JAn 生 hhK9 介 」 の 押 選 選 り 癌 の 
くつ > 置 鶴 足 帳 US く SS くべ 
淫 ふ に J ヘ "所 " WS 出 宮 
AH 伯 剛 や 宮 り 炎 埋 A 選 で P/ 宮 
回 必 監 G 宮 記 骨 り じ 王 くに 
0 呈 維 回 洋 束 ポ つ ? 処 
WO 下 S 倒 避 司 黄 届 忠 銘 勤 人 器 
ン だ の 選 Q 億 NeT 護 @ 寺 せ くい 光 
りさ 守 丹 の 9 紀 つ く 還 起 信 環 や 
二 つり ^ へ NRN KNeG 条 送 や 
AG こい 

咽 鍼 還 ふ 信 で 媒 理路 SE0 中 
映 半 瑞光 怪 に か Ko)7 界 涯 S く て 
を そり 難 避 提 公 場 刀 7 散 年 ぶつ 
る 司 欧 層 忠 り 回 悦 芝 や 6 並 収 や 党 
wW 補 や w つ 9 配 反 号 G 世 性 や ヒ 
紺 ^ 利 旨 如 べ 亜矢 MS へ や 翌 選 
S 世 くつ 選 染 …… の 5 加 る 人 
友 ShGG や くく 昭 く る 手 や や ( 範 )" 

交代 人 門 畔 閉じ る 共 " 
時 りり が や に や th9 全 ゼ / 普 補 悦 
間 思 P 求 史 じ 設 刀 本 7 筐 せ くい で 
1 ピ m 親 選 必 人 避 6 の 7 新 
郭 ゼ 寺 選 さき 普 距 り 福 志 吉 料 握る 
り 悪 当 銭 到 り 揚 交 恒 た つり 


較 還 AMW 
呈 起 @ セ モー ゴゴ ” 里 喧 正人 @ 指 偶 紀 じ 年 
選 で 友 路 間 


や Sm 名 軒 ン 愉 届 洋 KG ゼ 7 
G 層 や や 癒 選 か 

本 浮 雪 選定 坦 旬 固い 畠 G 加 
《? 「 季 融 寺 」 惑 為 興和 泡 短 選 
PS ン / 刀 吐 や 加 て も 心音 RS て 
り @ ぐ 由 く 公 燥 つく 7 そ % ゆ 療 四 で 
K 相 人 へ ふ や 疲 蛇 染 衣 K 注 染 や 6 環 
G 母 明和 くじ くら つが か 
陵 呈 ゼ 眉 浮 ゴ 抑 評 ぐ 尾 時 hH 


ュー ツヤ 由 岡 < く 敵 選 " 密 記 守 一 
ューK 吐 く ( 災 )” 北 演 忌 「 弟 
避 | や 鷺 つ 琴 S 1 0 や やわ 7 Q7 
ューK 陸 家 つ や 選 " 油 器 喘 揚 や 
羽 一 ( 尼 人 る が つや 5 生 一 エ さ ー 
K 羽 量 ぜ ホ で ペー 多 和 を で りさ や 
か か" 

忠生 ロゼ 時 到 箱 咽 卿 男 り 胃 
骨 草間 抽 0 り 団 瑞 《? 四宮 


和 一 ーー ペーK 団 環 " 揚 喉 天 | 折 
舞 WV 25」 交 所 や | 党 LS 
第 ーー ューK 際 丸 居 也 つつ お 信 や や 
か ( 赤 が 
忌 め っ 臣 天 晶 つ じ 玖 tG 
地 導 GS 早 ^ 据 衝 記 慌 べべ 馬 
狗 冷 學 理 り わ 崩 宮 齋 梁 り 記 指 余 / 
維 環 壮 ぐ 皿 療 細 や か ? 二 世 全 選 


ー の の eo 叶 隙 G 「 暫 地 ら Won 当 」 表 K ペ ー ゼ 勅 財 区 際 回 忠信 箕 氷 民 臣 くつ 堪 て 監 格 2 で 


つ 


| 時 旨 | 得 隔 wO 当 や 隊 括 く 


| 
且 本 つい の ト さい = は "fi 斉 - 


2 着 上 


に 「 十 芝田 」 で 地 司 骨 O ぐ 放 
有 附 る つく 昭 る や も? 男 鶴 忠 G ポ 
三 や せ / 守 @ 光 局 並 語 和 へ 逢 
"要り ゆり 遇 せ 尽 る 作 つ 選 余 7 

Eoe Sn を いま いや だ た らい: そい ト uo 
ワン つつ 民 5 ロー 人 穫 路 り せ 
さく だく 聖 表 穫 誰 や さや も 9 

G 弓 氏 洪 移 KG 人 や つづ ば 愉 
AS 薩 号 り ゼ ぜ だ で く ロー ドド る 眉 
G 届 尋 団 穫 移 じい ビン 6 公 剖 
S 世 G1OG 陣 血 S り や 
くね 机 " 下 や 避 く 男 交 没 る 
座り りり 四 筑 和 k9G 
AS 下り 計 ne? 移 邊 半 下 G 斑 
拍 矢 鍋 keG 包 つつ /「 親 
り 四 や 本 人 8 9 捉 装 
つ 田 る 者 G の か “ 

「 押 押 四 で 唄 」 宙 押 
選 陣 括 で 但 や か 王 を せ 呈 
〒 昌 下 りか 尽 " 人 K 胃 豆 
民 選 全 求 % 尿 リ Sno 茹 振 

SW る / 棚 衝 壁 * Ia や 壁 だ 
2 や 4FG 愉 AAQ り いり 為 乱 
選 く 門 著 か" 

だ 部 英 (回 交 喜 @ 副 
避 央 画 写 @ 遇 給 ) ゼネ 志和 如 


0 たこ か うこ だ さぶ ンコ 
崩 ve 々 PS 坦 丘 国 | 県 也 か 
te 尽 ふ 閉 O 理 理 で 監 軍 球 拓 / 本 
理 信 控 り 人 や し 宮 勿 国 培 咽 中 
拉 h9 司 紅 悦 鷺宮 拉 部 躍 @ く て 
マー? 掴 翼 G 由 餅 G 末 旬 塚 勧 
つ 征 ” 宇 昌 句 や 掲 り る 
Re 閣 征 翌 十 織 G 賠 替 斑 基 キ くく 口演 
居 責 局 き や ^ 移る TS へ 人 尽 g 骨 
P 為 和 届く 5 くん を 生生 凡 恒 公 
摘 r く KG に 秦 選 寺 各 志 モ 人 9 
3… 軍 り リン hG 人 マー キミ 6 
HAA A 抑 休 送 で リリ つい" 
交 証 壮 本 で 1 ひも や な 全 " 

< 基 革 人 世 | 入 抑 泊 各 9 
26 | 9 拓 0 し 紀 か KGSQ 反 つ ン 
泡 り PS だ SS 衛 導 設 りか ” 福 崩 柚 
H 璧 農 り 丸 ぐ 明 へ 洒 玉 心 設 田 
半 朋 凡 夫 環 人 提 汗 つ り ” 尊 や 選 
*% や 守 旨 寺 イ 7K 居 田 放 選 9 り の 
副 雪 咽 宮 り 叫ぶ 必 本 "時 凸 ゼ 和 
錠 吉 性 つり" 拒 嘆 @ べ 居 羽 ー 
^ へ 所 「 肝 志 刀 」 や 持 叶 IN 一 
へ へ 誠人 寺 々 りり 忠 り リン hG 詩 さ り 
くく や や S 敵 “ 

画 選 中 へ 田 国 控 抽 
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さ 約 和 0 交 。 こ の 駅 を 出る と 列車 は 再 


同 


材 部 駅 も 橋 当 と 同じ く 
び ト ン ネ ル の 中 へ 


TH 叶 や くつ く パ 神苑 暫 品 0 穫 G 
屯 人 年 り PA? 両 る 壮 り 6 補 
ゴ 存 璧 頒 潤 " JJ 凌 時 SHE 本 喜 
り 46K0 打 般 QGK エ さき K 卓 供 計 
特 ー 可 。 Q 定 りら に マ *。 旨 
骨 羽 ン WAnT WSG 宮 格 くる 昭 く る 和 
貢い 大 ひ の 踊る くり 癌 5 

ゴ 慈 除 せ 堪 紋 設 塊 賜 甘 せ 束 畠 貴 
や 希 ^ 奄 思 忠 祥 負 移 里 り 避 性 昌志 
S 軍記 中 世 層 リビン 笛 路 中 所 
肖 壁 ? 民 明 り 里 G 球 帳 論 る 


上 電 較 


更 箇 邊 "由記 慌 四 上 失 療 や 染 


中 SR 半 玉 加入 ht ローK 宙 7 
器 ゴ 柚 ” 千 医 人 や や 洋 忌 帯 
*P/ 定 臣 遇 介 晶紀 KG の 6 の を と 
昌江 叶 り 如 選 7 婁 半 届 半 李 下 
SS 和 面 剛史 軍記 糧 忠 倒 味 有り 
3 鶴 拒 忠 ぐ | ひ 財 揚 G 避 忠 せ 
らら n 吐 人 ぐ 押 抑 洛 季 り 0 穫 @ 当 KK 
ペー りり ShG" 
Sn6 加 忠 で て ヘー ゼ ぜ り で 
/ 地 め 避 弓 祭 称 弧 yo 春 最 監 式 
旨 5 ヨ 軸 G て AS 軍 引 ho 貴富 7 
EH せ せ 肖 ら 陳 和 か パ 心 S 弄 の 下館 


1 』 

『 

『 
『 
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( 左 ) 入り江 を 縁取 る よう に 並ぶ 石見 地方 の 石 州 赤 瓦 
の 集落 。 赤 茶色 の 屋根 が 海 に 映え る (上)} 西 浜田 駅 。 
島根 県 浜田 市 周辺 に は 味わい 深い 木造 駅 舎 が 点 在 


> 鞭 細 QooW 敵 位 | 炒 | 


款 部 橋梁 を 見 下る せる ボイン ト が あり 遊歩 道 が 整 


ーー 
=ー 


山腹 ! 


る 


民 ー さ れ て い 
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ポス ター。 ロ ケ 地 は 兵庫 県 の 鎧 


200| 年 の 青春 18 きっ ぶ の 
駅 (画像 提供 / JR 西日本 ) 


の 駅 の 駅 長 さ ん お すす め の 「 香 住 ガ ザ ニ バー ガー」 は 5610 円 


道 


_※ 内 容 は 変更 も あり 


ぴったり の 「 と っ と り の 居 


酒屋 」 1700 円 ( 下 )' 毅 骸 丼 」 1600 円 は 


= 
ーー 


"か に トロ "を 混ぜ て 食べ よう 


( 右 ) 地酒! 
加熱 式 。 


中 浴 電 給 映 青野 的 天 到 つつ 刀 「 氏 人 @ 忠 」"。 日 ユダ ー 
ふ ホー ビレ モ ー コ し 療 品 十 で kG 
」 F. 男 本 . 


商 


証 


5 
元 産 の カニ が た っ ぶり 


し た アベ 鳥取 堂 の ロン グセ : 
地 


1480 円 
全国 で 最初 に 「 か に 寿司 」 を 販 3 


碧 
日 申 g 


給 記 ” 家 つ くく 叶 や 明 捉 訴外 に 
り 抽 ム 屋 選 時 層 6 賠 尊 り 9 壮 遇 か 
Ne 征 柚 じ 司 但 明 選 選 7 

層 遇 や 半 筑 号証 旨 呈 mw 
ー ら Ss で 夫 醒 公 羽 人 祝 つ 選 ぐ せ コ 
ゅ ロロ 時 や 想 坦 SHA ふ ホーー 
組 ぜ m ら nc 時 扶 四 多 前 剖 つ 妃 
ma 叫 の 半 K9T 一 計 泰 必 丁 
ン 向 る 宙 羽 。 皿 ど 吾 章 @ 構 生 m 
性 8 坦 医 つ 選 隊 害 m | 韻 @ 遇 」 代 
人 SNR0T べ 鐵 史 コ ゴ 公 媒 り 末 
ed ゴ 六 6G 近 くる 計 翌 り 眉 門 多 順 
ゃ S ゼ 基 つ る 蛋 符 り 塚 飽 や 癌 刀 ? 

放 回 INK 器 人 GH ス ダー ペー 
" 翌 填 時 こ / 「 事 @ 雷 管 K0 」 
り 閉 KGT 統 藤 で 時 人 民 く 攻 き 


| 年 | 得 蛇 部 Jr パ 、 


記 


人 き や 輸 堪 趣 詳 避 ぐ 膳所 介 鑑 < 

礼 技 ^ 部 太 加 一 トー や 史 趣 ? 

「 箇 理生 中 G 記 の 中 ホー マコ 
HH 穫 完 剖 で 窟 四 東和 ス ー 
ホー タス 居 りか 6」 の 閣 リン 
SG 宇和 握 @@ 貞 虹 ・ 三 改革 所 

で 民 ” 季 坦 楽 表 や り 記 斉 HH 民 っ 
SG 粗 や 和 拓 和 で AG 掲 侯 お 応 
SNG7 

三 覆 く ざ 選 さ で へ 旧 る 瀬 人 
下る | 間 貞 」 ゼ 慌 交社 下 
^G 三 和 く Ne つく 9 「 販 玉 
SO 8Q 縮 払 了 才 じ wW 才 本 467 中 
りく 8 簡 で 余 」 ざ GS りつ )? 誠 記 
GS る 凌 移 つり る 56 訟 窟 
谷間 症 せ 0 り し SGQ 普 軍 革 宮 和 


nM 仙 a7 


痢 需 忠 公 さ 並 証 時 負 や 唱 皿 
り 箇 舞 つ ^ 交 G 遇 作 岩 恨 包 「 ト 
* 大 畑 」 記 ン " 還 逢 り ゼ 抽 
SS TIR 軌 信 餅 つづ 」 乱 0 選 介 7 
志 杉 如 握 嘩 合 刺 いじ 皿 訟 NG? 

「 症 g 選 咽 時 6 邊 親 多 骨 恨 つ 
りく 才 生 人生 か そく ツ 親展 選 J 窟 


財 環 頭 克 一 党 間 (WW 己 ) 忠 本 6 是 能 " 恒 
夫 宮 到 還 記 拉 づ つう 


で で 尺 握 品 め りか? 候 条 せ WG 選 
G 孝 が ご 6G 密 拉 り 人 避 虹 」 の 細 
か ぐ ゼ 7^ 居 G 破 需 帳 牙 さく? 趣 
凌 ロ ゅ 品 ら 吐 ぐ 的 坊や ” 上 條 条 @ 肝 
電力 根 塊 下り で の 時 8 
AU 

hh 本 回 り ぐ 指 地 祝 る ゼ 連 下 ぐ 
可 侍 澤 入 りり 記 呼 物 四 所 気 / 凸 導 
GS 呈 入選 入 時 を 到 人 や り セ くる 人 
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SS く ? トマ タ 太 限 天 じ ゃ 拓 押 く 人 
りつ り ^ 振 軍 呈 G 臣 交 明 M 宜 所 
り 選 連 守り St の 7 

RIIG 間 結晶 つよ 入り テロ 、 
くら G「 紅 敬 持 」 ぜ Q ら Qー 革 S 
課 恨 斉 誤 G 近 揚 中 "人 約 叫 名 を て 
SGHG 畑 や S 委 由 で G 悪 暫 百 る 
六 「 の で 人 G 史書 咽 」 や 還 記 洒 
議 閉 い " 下 所 入 せ 翌 是 交 記 記 ボ NO 
下 吉 、 り 由 馬 り 思 くり 麗 尺 和 販 染 
量 る 9 

る 豆 穫 半 くじ 居り 后 も く 


HMILTTTFT 
ず ト Fil: 上 を EEIEIE 


青春 18 き っ ぷ 農 


尺 ン ” ピロ 獲 症 嘩 填 @ 落 
り 筒 つ いい 7 つ 避 の 下 の 指 角 り 
mo? JG 前 ぐ つる 遇 邊 人 記 7 
選 震 G べ りや 選 避 宣 “ 

交 理 6G 垢 選 堆 | や 心 | 直交 
年 り り や 叶 ふ リ / | 色 玉 上 や ぐさ 
る 評 め 衝 選 発つ の 硫 の 困 尿 5 判 
聡 還 昌 りく SnIN か さ 碗 療 血 つ 
る づつ "| 環 反 攻 切 で 則 針 手 穫 空 
中 よく 9 せく < 尾上 mG 嘱 
己 G 忠 つ 殿 人生 り G 記 せ " 慰 末寺 り 
忌 6 尼 上 更 司 典生 べ 理 層 や wo ゼ 


三保 三 陽 ( み 


2002 年 夏 の ポス ター。 ロケ 地 は 浜田 市 の 折 居 一 
ほ み すみ ) 駅 間 ( 画 像 提供 / JR 西日本 ) 


上 H 芽 基 K ホ ーgm 嘩 齢 章 つ 妃 一 日 忠昌 
本 忠 加 同 能 層 路 ” 呈 藤 暴 到 県 マロ 動 Re 


PSG 和 所 5 宏和 門 人 人 や 可 江 で 
wm ロー へ 弁 Q き いと ン で の 細 骨 天 
演 証 り 交 ho" 

上 王国 ン / 静 環 守ら W つ 償 信 KO 
\ 章 僚 舞 和 居り 束 %” 款 9 則り 和 
還 僚 尺 虹 叶 HAN 衝 ペーA nm AN 和 
虎 巧 つり る 9 恨 SQSS る 頻 G 


穫 路 全 / が 選 1 0O……? 
ーー 


二戸 世 G 攻 下り 吉 較 の 選 華 
避 ′ 尋 る ヨ 引 忠 り 骨 り じ 瑞 宮 貴 財 


西 中 国 山地 を 源流 と する Ne 二 8cy: 拓 こく 
菩 田 川治 い を 散策 - の La? 


"は 


最 GG 下 相羽 r く no? 六 く 堪 公 防 
因り 授 選 ) 司 衣 や 沈 つ る 王 “ 
机 田 貞 り に 畠 " 相田 三門 る 豆 介 
着 如 つつ 「 秩 づつ 記 琴 @ 選 」SG て で 
4*a ュ ンス ンー リ JH 

介 喧 療 INA | 時 抹 似 域 」 
亡 ユ リー m 壮 り リ ロロ どら ご EE“ 
生 旦 や 栖 妃 世 天 G や 7 畠 藤 足 
SG 翌 避 下 選 り 款 KGG 記 


家 つ ン 個 や JiN や 邊 G7 氏 避 還 将 や 赴 1< 羽 握 9 登り 所 知 選 選 区 を そ 華 号 も 骨 誤 7 
% ふ つや 部 税 を SnG 折 称 所 SG く ] 楽 忌 三 や ^ 相田 反 GAA 系 。 を 0 ふつ 至 嘱 回 選 茹 緊 り 二 


SN WWG 写 選 や 天羽 好 倒 世 * つ の 総 さ Ja 宗 K9 交 吾 紀 の る? 抑 ? 忠 編 KG 7 凌 宿 初 系 DSO 
に こす | すく だく が ゃ くす こい る (た 柚 田 世 ゃ 明 志 つ 民 6 せ ゼ q の 花 定 時 向 球 填 定 り 各 選 5 軍 箇 可 紀 9 箕 


「 電 耕三 りり KG トト HG 旦 杜 和 SS 提 0 記 染 7 祭 選 栄 ntQ 普 電 づつ S 忠 甘 閉 六 園 S” 6 交 R 學 針 
の / 料 田 G 陣 G 肖 省 りか ?" 岬 最 思 - り 選 吉 閉 器 @ 民 中 芋 昧 や 材 り 生 羽 陰茎 つ 尽 必 お 和 ? 逢 せ 宣 義 " ト 
MSXA 1 リー く めか プ 」 の K く 5 vn 押 杏 筑 Q。 交 間 供 寂 を 0 筐 選 。 MAH 可 G 報 下 で 人 
XnNG 関 所 拉 四 ゆで" 字 堪 三 遇 陣 hw" SS 所 へ 民夫 直 中 忠 押 へ 皿 三 遇 


益田 駅 か ら 徒 歩 4 分 の 『 寿 し 処 み の り 」 で 食べ た 鮮度 抜群 


の 海鮮 丼 定食 


WU 

聞 聞 扇 剖 痢 

民間 此 葉 上 也 

田 田 mm 華 H 

上 衣 。 料 。 居 そ に 

路 舞 路 舞 足 握 除 握 庫 

間 有 Nm52= 時 SS_ SS_K | 
妥 の 臣 の ら 百 こら 齋 ら ら る G ら GF に 
@- づ 一 一 一 一 一 一 一 一 の 1 弟 加 く 
2 注 
0 「 ニュ 回 
了 it6 人 て さ 
0 0 し | 
WO 由 WO WO YO WO 0 | 2 
過 ゴ 中 me に 上 1 世 ね : 二 地 ・ 
届 婁 に 回 屋 中 及 末 ioo” 山 
岡 。 叶 。 番 上 肖 。 上 。 三 。 求 是 まく 
紹 握 沼 舞 部 舞 品 舞 診 舞 品 所 誠 舞 品 。 握 っ キ 上 記 お 
輸 ら 論語 8 上 ら CaSSa 98 SNS 但 ら hN の 邊 
MM kd に に 4 に に は 4 た た に な 古 IS 
] ns で iki 党 き ( 
避 人 回 ai 9 ら 
ー* 。 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-  - ぅ う 内 加 : 写 ロ 
| 三 ※ ※ ーー に 中 皿 - | 
M NY 喝 W 呈 掴 を で 


| 間 間 | 得 蛇 WO 沈 世 隊 閣 く 


アベ 鳥取 堂 鳥取 駅 南口 売店 7 時 30 分 一 16 時 30 分 〆/ 


無休 / 宮 0857・26・1311( 本 社 ) 
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青春 18 き っ ぷ 侍 
OO 


ガス 灯 風 の 照明 や ステ ンド ダラ ス 、 植 物 の パー テー ショ ン な ど 、 
車内 は 宮沢 賢治 が 生き た 時 代 の 世界 観 を 表現 


mo コマ 叶 り 採 G 加 天 了 v 可 G 
| 躍 さ つり 敵 附 つの コ 球 ゼ ぐ 
凡 恒 G 拘 史 ゃ 准 選 ” 来 時 区 G 県 
唄 洛 来 選 つ りく 5 析 抑 暫 和 W 先 
拓 いり 人 装 @ 軸 抱 旬 弟 中 競 洒 
Q/ 忠 縮 で 陣 還 to ズ 居 の コ S 
六 如 つ まる? 

且 L 田 記 民 民 璧 6 選民 や 洗 旨 
つ ^ 諾 員 や 陸 玉 G 選 "11 鞭 記 玉 江 
や ゴ 生 hG 屋 語 回 G 曇 穫 緊 や 


相 所 ロ (KK 捕 環 音 拉 AAK 下 ) 
り 骨 選 部" mg 宮 枚 計 選 選民 


路 シ 表記 無 甘 G 翌 環 揚 G 軸 中 名 下 
掲 居間 写 の や つり 押 抑 加 紀 で 基 
じ や 写り ne? 壮 為 司 人 川 凌 さ つ 
くぐら 盟 く 乱 建 斑 躍 治 早 過 愉 挟 所 
記 G 同 R 篤 he? 

凌 握 地 田 反り ズ く = 李 如 G | 性 
8 K 地 りり に 后 " JG 加 ふせ 人 
じ 舞 田 応 医 り 中 完 Syoe 思 性 G 銘 
控 公 判る 拉 to 天 器 弄 や 約 0 届 和 7 
畑 庫 WW 必 本 公選 yS や 5 憶 
| 倫 い 選 「 極 郊 Q | 性 党 」 せ 骸 肖 
環 粗 っ つり 忠直 yo 記し る Sh" 
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羽 開 時 | (た ) 全 石 線 陸中 大 橋 
上 語 旧記 記 駅 付近 を 走行 中 

胃 ( 右 ) SL 銀河 の 機関 
車 は 1940 年 製 の C58 
形 、 通 称 「 シ ゴ ハ チ 」 
(写真 / JR 東日本 ) 


に 
や 


2 和英 咽 oe 敵 位 | 浴 基 | 


復興 の シンボル と な っ た 奇 


跡 の 一 本 松 。 東日本 大 因 
炎 津 流 伝承 館 も 近い 


く K 地 宮 芝 叶 過 臣 剤 固 和 ポー トト 
ゝ づつ 忌 舞田 深 葉 雷 表 回 慌 夫人 了 
区 XSiQ? 賠 区 い 議 りや る hG 
翼 還 性 六 朋 水 下 回 選 環 弓 を ” 斑 @ 
量 地 田 選 医 史 給 写 "時 記 く ぐ 早 天 
字 太 G せ 7 る つ 逢 の 回 慌 つ りく ン 


| 8 


田 松 原 津波 復興 祈 


央 


陸 鉄 道 車窓 ( 三 


仙石 線 と 松島 遠景 (写真 / 伊 藤 岳 志 / 


( 左 ) リア ス 式 海岸 を 眺め る 


陸 一 吉浜 駅 間 ) ( 右 ) 


所 6 般 人 心 大 hG 
個 一 絆 人 皿 G1l 肝 珈 せ 訪 殺 肖 
准 (ココ oc 正 ) 穫 光 有り Sho? 


呈 " 旨 民 一 往 郊 配 人間 曜 穫 の 
コ 神 選 剛 k@” 里 に せ 判 填 ・ 
嘩 り ^ 陣 志 い つり 填 虹 ゼ 把 交 線 ? 
中 せ 縛 は 前 "宮下 査 (@ き ご 
外 ) 旨 服 宮本 抑 洛 0 穫 や や 
叶 圧 on“ 

尺 局 ぐ 條 邊 で へ 王 伽 守 衣 下 く 舞 
嘆 1 緒 尼 壮 天 G 可 』 江 中 邊 ー ト 記 ? 
司 療 り せ ^ で つ 閉 ′ yow 選 翔 ” 押 ? 
INATHSSJ)” 潤 組 細 隈 つ 咽 寺 
間宮 票 攻 全 下 食 り Sh? 司 切 
で 玉 K 区 層 G 始 相 "KKA 和 を 邊 
KAJ^ 久 得 G 凌 和 補 表 円 公 必 皿 
を 人 S や しり 6 選 里 至 瓶 り StG7 

ゅ 瓶 N” 表 概 椅 を 避 六 距 
導 ぐ 宮 縛 民 遇 手間 "中 器 り ゼ ぜ 走 
ツン で 償 旋 革 所 作 塊 江 選 " 帳 地 宮 
喉 ふ 時 本? 英 居 人 な る 多く る の つ 過 社 
だ 6 衣 肝 収 ゼ 器 素 尺 司 豆 ぶ ゆり セ " 

や 吾 綴 に 洋 皿 り り 祥 で 選 吾 
土 半 亜 忠 ho の)7 ゴ 写 欠 r ベ so? 


売 【 数 量 限 
河 な ど 宇 宙 を あ 


ロ 


号車 の 売店 で 販 
渦巻 銀 
た 目 も 楽し い 


1350 円 
生 

定 )。 流 れ 星 、 渦 
た 見 


SL 銀河 
し ら っ 


て へ K 人 写り 地 鯉 間 志 所 半 全 選 状 
ボート つ ? 里 龍 的 ロ oo ら 前 投 
Ne-J” 壮 表 層 因 で 亡 羽 県 時 
っ 2) 地 翼 づつ 攻 一 筑 喝 85 味 
公 縛 選 避 6 軸 古 61 07 講 填 問 
SG て Y ト AR ポート 紀 ? 

所 ふ 党 貴 ( 喝 昌 ) や 法 環 oo 
* ぶ G 壮 線 劉 he の 7 配 園 ゼ 人 音 
S 選 械 々 つつ や 田 Q 補 / 器 委 
こく か ヘ トー ビニ に ニ に コ に や に EN ミル に に こす いく 

円 邊 福 ” 縛 届 眉 G 思 晶 革 運 音 避 
S 列 師 遇 舞 "りり や 証 Q 並 証 
地 局 ” 王 御 せ コ の いい c 叶 緒 ぐ "回 
症 hH NN 栖 避 さ さて ロ 妃 験 田上 央 ? 
SNKECSNIYcESS さ Kii9 三 半 記 e ま きじ 
= 中 机 飛 」 窯 雨 委 周 物 近 人 選 7「 


> 肝 畑 Qoo 英生 | 浴 | 
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ヌ 軸 当 線 


モデ ルコ ゴース 


(上 ) 珍 し い コ ンタ リー ト 


10:55 薔 馬 。、 
間 則 : 圭 プロ ッ ク 造 り 瓦 昔 き の 遠 


(出入 bk 人 還 二 に 5 野 駅 ( 左 ) 遠 野 駅 か ら 徒 
BRT 11:47 発 気仙 沼 行き 歩 5 分 の 古 民家 で 営業 す 
MelzNr ろ る 「 ば ん が り 伊藤 家 」 の 
13:43 発 盛行 き | まくろ ラン チ 1200 円 
奇跡 の 一 本 松 
14:16 着 
15:39 発 陸前 高田 行き 快速 
陸前 高田 
15:45 着 S = ' 
115:51 発 盛行 き ば ん が り 伊 藤 家 11 時 一 19 時 (月 曜 は 一 15 時 ) 〆 火曜 
' 3 休 / 宮 0198・60・|1I0 と お の 物語 の 館 9 時 一 16 時 30 
リア ス 線 代 釜 石 
17:36 其 


移 石 線 
吉野 
11 :46 着 
13:53 発 花巻 行き SL 銀河 
花巻 
15:19 着 
東北 線 |15:40 発 
16:31 着 
16:39 発 
小牛田 
17:26 着 
17:31 発 
仙台 
18:18 蓄 
※ 赤 字 は 途中 下車 し て 観光 する 駅 で す 。 
※ 土 曜 、 休 日 用 ダイ ヤ 。 
し 要 の の 前 大 と が 最 着 猿 回 よ は 車 が リ り K し 呈 著 加 
た 時 花 北 橋 身 正 開 ね 大 く ヶ 車 101 う 5 "に あ 1 は 再 た ' 話 の 
S 間 巻 上 脚 の 時 け 橋 の 直 石 窒 分 な ま 設 りや ツ び 和 宿 民 の 物 
旅 往 に を 選手 C 車 を 名 この は 当 像 に き 車 息 ア ル 転 学 上 の 
\ 愉 3 | ' 員 / 子 界 
で く 到 濾 柄 軽 建 内 大 い 太 龍 で 日 シ 銀 れ 内 治 が で 用 者 を 魚 
放任 時 邊 て 生 「 は 人 四 2 当 た m は ec 
・ た る 5 15 ざ 道 れ 声 側 川 公 景 北 の が 道 ラ も の れ 駅 展 田 は 
写 ' ほ 時 時 や 時 た な の 橘 頃 へ 上 整 見 に ネ 楽 展 た を 示 國 て 
真 ど 間 19 今 代 ` い 上 景 婦 : 二 " 川 理 ら 乗 タ し 示 S 出 館 男 き 音 
ん の と 外 に の 開 が 色 全 ご 癌 の 券 れ つり い ス レ し 発 が が る と 
[ ォ オロ s 1] 導 <T - ルル や 才 ーー マ ペ に 常 理 
随 充 ぅ 5 終 先 組 線 ご ば 称 石 駅 款 要 へ い ム 1 | ヤ 車 る 宿 話 像 
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で ^ 人 紀 6 則 正 り や 興 @ い が 座 
ao りこ と っ いこ 

「 系 國 せ 胡 咽 いし に 維 り 部 
PJw 設 くつ く の く SG 筑 誰 G 
MY て 旬 環 本 り 巡 陣 つ 補 つ 妃 」 
JJ 選 館 人 G 玖 朱 醤 四 め りく" り G ふ る 
JtQ 表 稔 じ ざり 字音 全 選 部 芝 コ ゼ 
く 長 る 梨 / 令 G 角 汐 隊 る 馬 二 
JET:IHIPS ま いま くも にゃ い 症 較 " に 湯 
呈 全 い ン の 淫 尽 で 9 

KK へ 瑛 国 範 則 中 撤 へ 交 折 購 


鮭 の 焼き 漬け を 丹念 に ほぐし て お むす ぴの よ 


新 軒 の 本 社 は 新津 駅 
むす び 」(900 円 ) ( 右 )「 鮭 の 焼 漬 弁当 」(1200 円 )。 鮭 は 、 食 べ る と 見 


ジコ 、 パ イナ ッ プ 上ル 、 東 豆 、 漬 物 と 


「 箱 入り 


うに し た 


た 目 以上 の ボリューム 感 。 加え て 玉子 焼き 、 コ ロッ ケ 、 ス 


了 
つり 届 
し 党 操 
二 コ 
也 。 セ 
販 中 
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> 身 畑 Qoow 英 普 | 半 | 


3/ 


16:45 薔 
山形 鉄道 フラ 117:05 発 荒砥 行き 
リー 長井 線 枢 長 井 
17:43 着 


山形 鉄道 フラ 
リー 長井 線 110:44 発 赤湯 行き 
3 今泉 
来 坂 線 |10:55 着 
11:Q1 発 坂町 行き 
越後 下関 
12:12 蓄 
14:35 発 坂町 行き 
坂町 
羽越 線 ・ 114:48 着 
白新 線 115:26 発 長岡 行き 
ル 新潟 
上 越 新幹線 | 16:22 着 
16:57 発 東京 行き 
と き 336 号 
東京 
19:00 着 
※ 赤 字 は 途中 下車 し て 観光 する 駅 で す 。 
※ 土 曜 、 休 日 用 ダイ ヤ 。 
月 施設 デー タ 


上 杉 神社 6 時 一 17 時 / 無 休 / 無 料 / 
吾 0238・22・3189 あや め 公 園 長井 あ 
や め ま つ り 開 催 期間 中 (6 月 1| 日 一 7 月 
3 日 ) は 9 時 一 18 時 (夜間 営業 に つい て 
は 要 問 い 合 わせ ) / 無 体 / 500 円 ( ま 
つり 期間 以外 は 無料 ) / 宮 0238・88・ 
5279( 長 井 市 観光 協会 ) 太 四 邸 9 時 
16 時 /12 月 29 日 一 | 月 3 日 休 /600 
円 / 公 0254・64・|002 松 問 家人 台 028・ 
634・2426 福 豆 屋 谷 024・943・0528 
新 杵屋 和合 0238・22・I3II 三 新 軒 宮 
0250・22・|I| 池田 屋 谷 0258・33・ 
2430 


(上 ) 行程 に 礎 裕 が あれ ば 、 長 岡 駅 に 立ち 寄 
り 家族 経営 の 池田 屋 が 作る 「 越 後 長岡 喜 
作 名 淀 (きさく べ ん と う )」(1250 円 ) も ぜひ 
味わい た い ( 下 ) 新 潟 駅 は ホー ム の 高 本 化 
が 完了 し 、 乗 り 換 えも 便利 に な っ た 


米坂 線 伊佐 領 ( い さり ょ う ) 駅 か ら 新 潟 職 縛 議 
方 面 を 見 る と 険しい 山並 み が 見 えた 半 請 論 計 


間 や まく ち 電 (2m 


山口 線 の 「SL や まぐ ち 号 」 運 行 再開 に 合わ せ て 誕生 。 
岩国 毒 司 や や ' 焼 ふく 』 から 、 デザ ー ト は 名 酒 ・ 狙 祭 の 
ゼリー や 項 氏 巻 ま で 、 山 口 ・ 津 和 野 の 名 物 が いっ ば 
い だ 。 SL 運行 日 は 新山 口 駅 で も 販売 する 。 


| 鳥栖 駅 / 佐 賀 ・ 鹿 児島 線 


元祖 ・ か し わ め し 駅 弁 を 発売 し た 中 央 軒 が 、 柚子 胡 
概 風味 の みつ せ 鶏 と 、 名 物 ・ 焼 麦 の 鶏肉 版 を 新た に 
開発 。 か つて の 名 物 「 と り ち らし 寿し 」 を 科 御 と さ 


せる 酢 飯 に 胡 り 旨 と 


ーー 昌一 昌 亡 再 革 丁半 


基き 8 講 還 客 紅 問 
由 計 束 


も ち づ き た か ふみ 


1975 年 、 静 岡 県 生ま れ 。 早 稲田 大 学 在学 中 か ら 

放送 作家 に 。 ラ ジオ 番組 を きっ か け に 始め た 全 

国 の 駅 弁 食 べ 歩 き は 1|5 年 以上 、 延 べ 約 5000 個 
を 数 える 。 ニ ッ ポ ボン 放送 「 ラ イタ ー 望 月 の 駅 弁 
膝栗毛 」 に お ける 1 日 1 駅弁 の ウェ ブサ イ っ 
載 を は じ め 、『 鉄 道 の あ る 旅 」 を テー マ と し た 
事 の 連載 を 執筆 。 日 本 旅 の ペン クラ ブ 会 員 。 


> 笑 畑 oow 英 普 | 導 | 


た に に に イリ 上 AN ぶ ど ro 義 っ テコ 
E 
I UL Da] 


cp さき 7= 三 まち ゃ の 
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EE haiboape 還 kT 


秋田 新幹線 開業 25 周 年 を 記念 し て 誕生 。 あき た こま ちの 
日 飯 の 上 に 秋田 牛 と 岩手 黒 豚 が た っ ぷり ! 仙台 名 物 笹 か 
ま ぼ こ の お か ず も 入る 。9 種 ある お まけ カー ド も | 枚 封 入 さ 
れ て いる (封入 カー ド は 無く な り 次 第 終了 )。 


EE 用 W = エロ 1 
| ーー | | 
軍 


B 甲府 駅 小淵沢 駅 / 山 梨 ・ 中 央 線 


山梨 らし い ワ イン に 合う 駅 弁 を JR 東日本 と 共同 開発 。 カ 
ツ サ ンド な ど を メイ ン に ほう と う の グ ラタン 、 キ ノコ の アビ ヒー 
ジョ な ど 郷 土 色 の 強い 食材 を 見 事 に 洋風 アレ ンジ 。 駅 弁 
名 に は 甲州 弁 で 「 ワ イシン 敵 ん で いき な さい 」 の 意味 も 。 


M 直江 津 駅 / 新 潟 ・ 信 越 線 


直江 津 で 長年 親しま れ た 「 親 子 に し ん 」 を 、 名 物 「 め し 」 
「 さ け め し 」 に 続く 姉妹 駅 弁 に リニュ ー ア ル し た 。 自慢 の コ 
ンプ の 炊き 込み ご 飯 に 秘伝 の 甘 幸 だ れ で 炊い た 身 穴 き ニ シ 
ン の 甘露 者 が 載っ て 箸 が 進む 。 


ER 静岡 駅 静岡 ・ 東 海道 新幹線 


静岡 発 の 后 語 ュ プ ラン ド 、 は ご ろ も フー ズ の 「 シ ー チ キン 」 と 
ホテ イフ ー ズ の 「 や き と り 」 が *、 東 海 軒 の 駅 弁 で 思い が け ぬ 
出会い 。 シ ー チ キン ご 飯 と や き と り 茶飯 が 美味 。 黒 は ん ペ 
ん の 磯辺 揚げ な ど 、 お か ず も 静岡 らし い 。 


ト 毎 」 3 
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名 古屋 駅 / 愛知 ・ 東 海道 新幹線 


東海 道 新幹線 「 の ぞ み 」 30 周 年 を 記念 し て 誕生 。 あんかけ ス 
パ ゲ ティ の 元祖 「 ヨ コイ 」 の あん か け ス パ に みそ か つ サ ンド や 
天むす 、 コ ー ヒ ー ぜ ん ざい まで が 一 つの 折り に 入っ て いる 。 
了 茶 店 の お つま み も 付い て お 得 感 満載 ! 


加賀 温泉 駅 石川 ・ 北 陸 線 


浮 | 1 LT 『 王 』 L 呈 后 に 1 
1 で TDI コ ャ JE 所 


甘い ベニ ズワイ ガニ の 脚 肉 と 自家 製 の ベニ ズワイ ガニ の そ 
ぼろ を か に 飯 の 上 に 敷き 詰め た 。 高 野 商店 が 新た に 開発 
し た 手作り の カニ 酢 ジ ュ レ を 付け て 味わう こと で 、 ベ ニ ズ ワ 
イガ ニ の お いし さ が 引 き 立 つ 。 


神戸 駅 / 兵 庫 ・ 東 海道 線 


貨物 列車 の コン テ ナ を 模 し た 容器 に 、 神 戸 自慢 の すき や き 
ご 飯 が 入っ た JR 貨物 公認 駅 弁 。 開発 に 約 2 年 を 要 し て 級 
密 に 再現 され た コンテナ 片手 に ご 飯 を 味わう と いう ギャ ッ 
プ が 楽し い 。 予想 を 大 きく 上 回 る 人 気 駅 弁 に 成長 中 。 


尋 路 駅 / 兵 庫 ・ 山 陽 新 幹線 


_ 門 路 駅 弁 の まね き 食 品 と 横浜 駅 弁 の 崎陽軒 の コラ ボレー 


ショ ン で 誕生 。 メ イン の 「 関 西 レ シウマイ 」 は 、 昆 布 だ し と か 
つ お 節 で 味付け し た 豚肉 を 、 刻 み レ ンコ ン と 一 緒 に 蒸し 上 
げた 。 関西 の だ し 文化 と 横浜 の 味 の 融合 が 興味 深い 。 
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稚内 駅 は 2012 年 に リニュ ー ア ルオ ー プ ンジ 。 旧 駅 舎 時 代 の 「 日 


本 最 北端 の 線 踏 」 が 


定式 に 各 で 症 お ロロ 中 余 
媒 三 功 弄 寺 じ 雇 届 ” 同 瑞 悦 貴 誤 
計 還 坪 赴 灯 人 入 ぐ 7 医 * 染 財 る 所 
to ゴ 交 く G 帳 店 り 押 で び 刀 ? 川 組 
議 四 6 そ 器 @ 職 各 あ 療 の 過 題 志 
装 " 正直 賠 の 性 理 賠 移 届 や k6 
條 半 汐 G 壮 和 処 QnQ の 7 嘘 補 (中 
全 必 昼 鶴 公 細 0 り 乱 選 7 

世 @ 尽 ロゼ 症 切 移 叩 相生 の 求人 
りく 7 本 和紀" 附 田 凌 間 全 選 単 
慰 ” 撲 下 租 電 現時 い 「 吉 羽 宮 
冊 ト ユー く K」 和 角 く " 想 山 や 


表 列 HH ト ーー 藤 G 昌 麗 で 愉 
ふ ざ 骨 商 知 0 で 固 三 臣 や 弟 
呈 ホ ロイ 人 て 帳 必 誤 届 5 

上 虹 弄 せ 准 や 交 Ne? 可 忠信 
か の 0 ミー 
G 定 ′ 野 四 紀 や や 壮 環 に の Q ら の 針 
信人 Shko 公 選民 時 珈 トー ベ K 
ゼーRonooE? 呈 悪 一 坦 切 忠 
部 間 垢 天 つ 刀 乱 下 や や の 筑 の 守り 
つ *6xn 本 宗 補 外 せ ゃ 還 定 や "や 
ぐら 秋本 6 押 提 鮭 滞 洋 中 導 必 加 井 
り る 忌 ” 放 避 勧 全く AS る の 
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新 千歳 空港 (ANA 便 、 AIRDO 便 、 Peach 便 ) 、 加 川 空港 (ANA 便 、 AIRDO 便 ) 、 稚 内 空港 (ANA 
便 ) 到着 客 の み が 購 入 で きる 道北 エリ ア の フリ ー き っ ポ 。 各 空港 最寄り の 新 千歳 空港 駅 、 旭 川 駅 、 
稚内 駅 内 駅 の 各 了 定 で 、 利 用 し た 便 の 拓 内 また は 拓 の 提示 が 必要 。 特急 ・ 圭 
前 車 (人 合 む ) の 並 和正 由 は 秒 り 降り 自由 。 そ れ 以 外 は 有人 指定 特 人 等 が め 要 。 


期間 発売 は 2023 年 3 月 3| 日 まで (利用 は 2023 年 4 月 4 日 まで )。 搭 乗 日 当日 か つ 発売 場所 の 営業 時 間 PPmPoWeH ( 


内 の み の 発 売 。 連続 する 4 日 間 有効 で 、 開 始 日 は 当日 も し く は 翌日 か ら 選 べ る 。 飛行 機 が 遅延 する な ど 、 
業 時 間 が 終了 し た 場合 は 購入 で き な い 問い 合わ せ JR 北海 道 電話 案内 セン ター 宮 0||・222・7 中 | 
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"ホロ マロ 中 りり Gv 
隊 司 避 宅 品 普 主 問 区 監 く 再 
舞 り wo 和 僚 / AL 匠 目 や 新 咽 忌 司 り 
崩 選 悪 ぶ 9 ホロ 人 私 計 医 S 尽 躍 
間 束 eS も 交 ne? 


ma 思 ゼ 幼 描 吉 軸 四則 古 7 人 る つ 
叶 問 刀 つ り ^ 坦 世 oe 普 呈 條 交 G 義 
前 ロ YSQ 下 り 帳 選対 SG 穫 7 時 


本 

3 
ーー ae 
店 に SE 
恥 必 加 避 
| WEP 眠 
揚 CR 
| | 義 1 選 
杉村 vo 
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で 画 


三 功 ① 尋 三 農 り 6 環 志 染 コン” 継 
近 環 せ ゼ 販 普 に り 大 拉 ” 館 き 選 
JJ 放 末 全 や / 赴 4 基 上 必 つら 


くり 敵 Q で hG GA や 「 軌 握 
臣 村 仁和 冠 」 せ / コ 普 り 家 措 つり 
つが 愉 選 人 「 選 G 映 黒 」 和 の ひ 
性 の セン 孝和 年 JJ 余 ツ 癌 選 7 
衝 9 半々 リッ StG 定 りり / 賠 三 記 
で 括 局 休息 選出 つり 持つ 補 り 
9 KG 忌 皇 せ 普 量 償 衣 り だ 
S? JG 則 る 中 衣 証 意 唐 民 つ り " 
mono 結 下り 絢 志 SO 弧 
則 臣 旨 給 Sho りつ 9 
QAn 和 46 SKK 上 乳 染 交 選 ^ 夏 
拒 柚 所 普 届 お る 陣 9 し 栄 KJ 
うり 和 治 や neo KU 了 .QSS 多 4Q 


も 立ち 寄る 


テニ 
に 


コン トラ スト が 神秘 的 な 美瑛 の ” 白 金 


青い 池 」( 下 )' 美 遊 バ ス 」 は 、 数 十 種 の 
花々 が 咲き 誇る 展望 花畑 "四季 彩 の 


(上 ) 立 ち 枯 れ た カラ マツ と 青い 水面 の 


丘 」( 


性 媒 称 紅 人 S 選 各 中 遇 大 舞 * 
世 設 六角 澤 全 @G 回 yw り 加代 6 心 
くく 惑 表 りく ShK9 や りり 6 呈 玉 回 三 
《 葉 い りり 記 坦 つ 5 


加 ボ く KP 晋 近 守 p 暑 つる 


JGwn34GN ホ ユーH ム ト 宮 
中 葉 師 中 や 人 v じ Sh0G 衝 心 守 
つる ” の 貞 思 で くら や っ) 祖 獣 醒 
祥 間 炊 つ 記せ S つ 5 物 光 走 
定 G 由 御 ぐ 下品 引 信 ぐ 只 所 か h 
「 禄 玩 くく K」 写 臣 ? 謀 G 革 ポ 
く K や "や 抽 ぬ @ 握 7 折 境 箇 る 民 7 
帳 循 肖 G 田 競 和 07 中 の 拒 配 信 や ビレ 
路 ポ ローK 思 月 ke5 定 G 包 人 SO 
AnS 閉 Q 李 SK 素人 全 テ 6 中 りう 


所 


= 
に レー 』 


ステ ーション の 鉄道 資料 館 に は 、 北 海道 内 の 特 
キハ 183 系 気動車 を 保存 展示 ( 右 ) 追 分 機関 区 【 


燕 気 機関 車 D5| 320 号 機 も 見 学 で きる 


た 


PP 


急 列車 で 活躍 し 


( 左 ) 道 の 駅 あび ら D51 
属し 


や 7 人 KG 后 吹 届 忠 や 了 つ くる “ 
秋 押 遇 陣 り UN へ 中 誠 六 々 人 
Q 細 区 世 躍 G 凌 Q 坦 や no? 電 ゼ 軍 
菩 軍 ツ Jk@ ら つつ いり? 克 舞 倒 並 る 
つ 据 の 乱 る 筐 吐く 

りり め 居 SSk9G 篤 細 下 臣 尽 
必 翌 ( る no 聡 央 英 6 直井 補 " 政 
坦 せ 守 聞 で G 尺 人家 隊 劉 一 随 貴 臣下 
SS く K 記 選 つ びり Si6 穫 7 男 る 
蛇 水 絢 当 wo 毅 短 ? ト ュ ユーH 


42 


> 身 咽 oow 英 位 | 炒 | 
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「 新 千歳 空港 「 
千歳 線 ・ | 9:54 発 札幌 行き 宗谷 6:36 発 旭川 行き 富良野 線 
了 館 線 快速 エア ボー ト 9 号 特 負 サロ ペ ツ 2 号 

札幌 旭川 
10:33 着 10:19 着 
画 館 線 |11:QQO 発 旭川 行き 函館 線 |10:30 発 札幌 行き 
特急 ライ ラッ ク 18 号 特 含 ライ ラッ ク 18 号 
旭川 [ 根室 線 
12:25 着 10:48 着 
宗谷 線 |13:35 発 稚内 行き 留萌 線 111:10 発 留萌 行き 
12:07 薔 


12:35 発 大 別 遂 行き 
E 旧 増 毛 駅 

音威子府 

16:05 着 

17:02 発 稚内 行き 
稚内 


13:09 資 


14:50 発 留萌 駅 前 行き 4 日 目 
留萌 駅 前 
富良野 


特急 サロ ペ ツ 1 号 | 
和 名寄 
14:29g 資 バス 
15:25 着 


17:15 着 0 
本 館 線 |18:10 発 旭川 行き | の ン ま 
旭川 特急 カ ムイ 8 号 
18:34 薔 | 岩見 沢 
8:17 着 
室蘭 線 | 9:03 発 苫小牧 行き 
| 追分 
d:49 着 
石 勝 線 13:15 発 札幌 行き 
千歳 線 ・ 特急 と か ち 6 号 
函館 線 形 札 幌 
ル 14:04 着 
函館 線 114:13 発 小樽 行き 
快速 エア ポー ト 
| 135 号 
小 揚 
14:46 着 
果 館 線 ・ 117:00 発 新 千歳 空港 行き 
千歳 線 快速 エア ポー ト 
※ 赤 字 は 途中 下車 し て 観光 する 駅 で す 。 176 号 
※ 富 良 野 一 東 鹿 越 駅 間 は フリ ー エ リア 新 千歳 空港 
で は あり ませ ん 。 18:15 着 


留萌 駅 立 内 そ ば 8 時 一 |4 時 / 無 休 / 宮 090・7644・3774 美 遊 バ ス 青い 池 ・ 花 畑 コー ス 四季 の 情報 館 発 9 時 45 分 (6 月 日 、6 月 18 日 ~ 
I0 月 10 日 運行 )、13 時 50 分 (6 月 中 日 、6 月 18 日 て 8 月 3| 日 運行 ) / 3000 円 月 て 9 月 は 3500 円 ) / 宮 0I66・92・4378( 美 瑛 町 観光 協会 
四 地 の 情報 館 案 内 所 ) 道 の 駅 あ ぴ ゆら D 51 ス テー ショ ン 9 時 一 18 時 (| 月 3 月 は て 17 財 ) / 12 月 3| 日 て | 月 3 日 休 / 宮 0|45・29・775| 


で が 小 連 急 、 歴 テ 歩 区 交 間 、 と 制 通 を 含 線 リ て 運 リ 
も と 本 Rn 追 更 1 15 が わ 線 追 な 軸 っ 経 ま と ア 旅 “ ぃ 賃 ア 

食 の ま エ と 分 に ヒシ 分 置 る と 分 れ で て 貼れ に も を る が 外 

で 人 当 ゃ 

て の 運 ポ ちか れ ン ーー れ 道 誠 石 ぶる 樽 "いひ 由 震 よ た 鹿 要 な た 
> か 終 ん | ちる ー 道 て の 線 炭 生 "駅 岩 る | 見 い " 越 だ め 
K ら 着 で ト に は と で の い 要 て 輪 ふ コ を 見 “小沢 よ 駅 が 、 
= 帰 駅 くし 乗 いと は 想 た 衝 右 送 自 ン 目 沢 富 樽 | 最 ま ' 往 
真 路 " れ c 車 玲 が ちあ 。 < が 組 ブ 指 駅 良 駅 追 終 で 列 復 
ノ / に お る 乗 " 広 で そ を 演 追 犬 一 盛 や リ せ か 野間 分 日 > 車 1 
信 就 らち 札 か きん び 分 規 包 ん と | ば ら か の 駅 " お が 7 
屋 と し 港 立 骨 ら る な ら 駅 模 騰 だ - ト 全 追 ら 画 間 フ な 運 4 
こう いら 町 計 駅 来 " 鉄 Di か な 線 っ ょ で 区 分 滝 館 の り ど 行 0 
5 ? 寿 : 小 な で た 道 5* ら 機 - た まき 間 駅 川 線 室 | りさ 円 
じ 可 樽 ふ 快 特 の ス 徒 関 の 室 や る を を 駅 が 蘭 エ 乗れ の 


俣 駅 ( 右 ) 国 の 登 


びさ っ ぷ 
う 天竜 


ミ < 昌明 
FI 


こ 収 め た 


【 


プ 


ユニ ー タ ク な 鉄 印 を カメ 


jm 
EL 3 


長良 川鉄 道 ・ 明 知 鉄道 ・ 天 竜 浜名 湖 鉄道 ほか 人 静岡 ・ 恋 知 ・ 岐 牌 


( 左 ) プラ ッ ト ホ ー ム の 屋根 を 支え る 柱 や 駅 舎 の 瓦 屋根 な ど 、 タ イム スリ ッ プ し た よう な 雰囲気 カ 


録 有 形 文化 財 の 郡上 八幡 駅 本 屋 を バッ ク 【 


JR 東海 &16 私 鉄 乗 鉄 / 


惨 晶 H ふ ト Sm 避 7 准 豆 物 回 t 
SQ 「 ロ 中 畠 旭 8 販 党 表 内 選 問 
や で 和夫 」 染 則 王 過 5 ご 必 畠 
時 っ 窟 か ho 過 6 愉 融 弓 器 合 さ 
視 月 忌 局 貞 りり 尋 hG 衝 回 せり G 
ゅ on 穫 約 志 せ や" 寝 直 コ ン 由 い @ 
「 壮 訪 」 刀 半 父 KG 為 二 生 人 ロ リロ ーK 
9 上 屋 で つ 羽 る 

堂 GK ペ ネー テーゼ 吉 昌 中 人 公 5 
%UN 穫 宇 栄 器 壮 定 だ ぐ 揮 淀 器 鞭 
衛 ロ じゃ 擬 , ベ べり ne9? 燕 電 遇 ぐ 
せり 補 が 骨 選 | 参り 身 析 圏 起 
く ? 症 琴 名 刀 擬 べ て 写 マ 回 家 や 
| や 具 選 」「 り 補 格 て 肖 末 り 6 
の MGOVO 穫 6 人 へ い 全 エ 過 の 

員 過 開 遇 人 べ 惨 如 環 避 ” 電 志 壁 
届 骨 忌 器 %” 客 隙 鶴田 皿 人 る で 普 
路 mG 哨 王 癌 珈 り 肖 掛 " 英 G 忠 
咽 束 口 遇 避 居所 か KG 据 P 路 麗 三 償 
品 w^ 忠志 音 民 倒 紀 竣 記 県 を る 
リン hn 提 埋 SS 掲 hkG 忘 民 せる 
ン い 償 6 融 悪 訴 毅 " 抽 角 人 つる 
必 層 逢 SG 胃 二 誤 忠 選 属 捉 生 
NQ”_ NN エ 事 一 弟 貞 性 咽 ゼ 剛 
S 組 著 号 演 補 上 選 

輸 皇 に HGSNK 二 |「 居 


く 民 つ 時 玖 三吉 型 」 で 拭 十 余 籠 償 
SA ANS 宮 G 紀 5 克 寺 セ 
呪 符 渕 @ 遇 衝 ShH や 陣 寮 ふ 
中 リー6 皿 二 年 製 多 徐 人 る る の 

党 王 上 翼 りり 畑 里 環 貢 骨 呈 
剖 ^ 上 器 上 の Sk9 机 只 押 司 
再 G 表 回 忠和 皿 昌和? 豆 償 や で 
wt 六角 中 り ゼ 導 葉 環 下 の 田 
國 G 閉 史 前 や りく ン ? wG 王 り 
Q 0 り 採 六 因 一 組 圏 臣 配 や 細 wo 王 
聞 三 蝶 農 G 語 る や 和束 記 知 5 忠 記 
世 G 王 中 Who 殖 GーK 回 
ツ ^ 司 尼 選民 人 訪 さ せ 6 和 元 つ 軍 選 
SG 抽 抑 ゴ 翌 G ゴ * 篤 wte? 

性 珠 皿 G 泊 記 ロ 間 雪 KG の 。 条 信 
Q 本 て りり StG 疾 詩 Y へ 邊 染 叩 人 
避 ン ジン? 部 王 m 咽 GSKA や や N 因 区 
つの G や / 志 壁 GA 折 ^ ※ 里 疲 
SW 償 司 区 P 埋 四 か te ト H 答 で 
Q 選 粧 江 條 盾 て AS St 

K 較 路 く 陣 選 ” Q り 握り 
畠 時 珈 堅 * 下 表 足り 家 府 監 % や 足 
公 く ^ 三国 シン S 表 さり 電 e7 


講 層 寂 で つ 問 訪中 中 て へ 


時 ロ ゼ m 坦 忠 思 の だ kG 外 唆 下戸 


を  ] 


ン ン ンス 


半 
まま 
「 = 


土 ・ 日 曜 と 祝日 の うち の 連続 2 日間 、JR 東 海 お よび 在 来 線 駅 に 隣接 する 
16 私 鉄 の 普通 ・ 快 速 列車 の 普通 車 自由 席 に 乗り 放題 。 在 来 線 特急 列車 は 回 
16 私 鉄 乗り 鉄 数 に 制限 な く 、 東 海道 新幹線 (熱海 - 米 原 駅 間 ) は | ひか り 」「 こ だ ま 」 に 4 回 ま "MOHHGeme 


ゴゴ 


ん た びき っ ぶ で 乗車 可 ( 別 途 特 急 券 が 必要 )。 フ リー エリ ア 肉 の JR 東海 の 主 な 駅 や 旅行 会 "3 an 


本 ご 軸 半 が 5 
2 


ri 


に 1< ア 19 


28 日 一 | 月 6 日 ) が ある 。 問い 合わ 世 JR 東海 テレ フォ ン セ シタ ー 宮 050・3772・39I0 画像 提供 / に ゃ っ ぽ ぱり ん ご 


本 巣 駅 改札 外 に 置か れ た 木製 の 
ベン チ は きれ い に 磨 か れ 、 今 も 乗 
還 富 を 温か く 迎 える 


まき を 
ニ 画 障 工 攻 凍 


pas 5 mm mm 


ーーーー 
r Le 


am GO 


い 


ャ 


em 
エト 。 


om 


す 
衝 世 
= 
ピン 


宮 


9 


『 
ーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニュ ニニ ニニ ーー ニニ ーー ニー コニー ニー ニニ ニー ~-~-~- Emma 
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信心 K※ ネ ーー 司 表 ゴゴ 交 る 6 田 
國 介 篤 ke 公 ^ 富国 革 田 篤 中 < 
Ste 起 司 せ 八 つく ? や っ p 反 一 
記 民 皿 忠 配り 親 本 yo 到 定 偽 弄 G 
下田 層 KMG 必 中 せ 「 硬 所 距 聴 性 
| 」 ざ 時 生 や WG 手 G 駆 証 


嘱 心 宮 押 つ りり 拘 科 て ko? 

沙 下 6 生息 貞 り 潜 引 加 @ 暗 
S 画 吐 朝 連 ” 御 牛 ぐ 財 籠 季 抽 宮 
っ 疫 騒 衝 環 宮 革 信 べ 尊 二 線 踊 
ho” 品 和 D 玉 " 也 国 選 柚 Ke 状 帳 補 @ 
抱 避 忠直 から 還 民 六 円 所 避 


(上 ) 恵那 駅 を 出 た 明知 鉄道 の 列車 は 、 林 間 の 勾配 を 岩 
村人 地 に 向かっ て 駆け は 上 が っ て いく ( 左 ) 太 い 毛 書体 で 


さも / 表 四 RS 層 G つ すぐ 
すい 

骨 論 忠信 ぐ 王 束 回 や 押 括 和 忠 り 
二 り ^ ゞ 敵 明 mG 昌 果 量 宗 起 畑 (“ 
電球 を 層 填 凶 訪 穫 哨 ン < 韻 せ 員 下 
忠信 国 野 忠生 や り | 居り 周 条 


(上 ) 日 付 と 各駅 名 の 
入っ た 丸 印 が 特徴 の 
愛知 環状 鉄道 の 鉄 印 

こ 造 られ 
た 貝 津 駅 か ら は 周 隆 


( 左 ) 盛 土 上 に 
を 囲む 田んぼ を 望む 


た 吉屋 


毎日 手 作 業 で 作ら れ 、 
東海 道 線 を 旅行 く 人 


明治 未 期 か ら 変 わら ず 
_ に 親しま れ て き 
_ の 稲荷 寿し 。 


レア ン 
る 
る 
ン る 


N9 田 ぐ 軍 訴 叶 羽生 両 忠 せ 家 来 
旨 P 吉 所 貞 必 忠 6@ 共 @G ゴ 7 抽 
足 蝶 栄吉 弄 の 答 代 選 籠 % 昌 約 和 
ヾ トト や ロロ だ くく 志 岳 間 転生 

常 下 で 医 玖 貞 じ 翼 間 弄 喜 骨 
” 交 壮 番 英 遇 革 表 恨 世 り | 遇 皮 
て 皿 本 」 称 毅 ぐつ りく 岩手 婚 
品 じ の 英喜 思 G 民 提 上 貴志 卒 吾 末 
( 了 K 上 買 ) 〈“ 

細 肉 りら ゼ ^ 生 表 田 臨時 *w 国 
上 ぶ 全 愉 聞 に 福 必 思 味 志村 洒 下京 想 
で 生 :9? 部 互生 や et 還 所 人 亜 
器 8 団 で 細 瑞 民 答 補 上 組 路 
で PStG” 苑 凌 親 章 6@ 較 斉 応 天 悪 
ン 部 軸 条 和 を NN 代 て 攻 ーー 賜 思 
1QG や 相 つ 下 乱 9 ペテロ S 藤 正忠 


> 奥 器 oow 敵 位 | 沙 あ | 
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東海 道 新 幹線 


[ 10:06 着 
東海 道 線 


」 10:33 着 
高山 線 10:45 発 多治見 行き 
美 英 太田 


J 11 :18 其 
長良 川鉄 道 11:34 発 北 濃 行 き 
郡上 八幡 
12:50 着 
13:27 発 美 眉 太田 行き 
美濃 太田 
5 14:45 着 
高山 線 14:55 発 岐阜 行き 
[ 岐阜 


15:33 其 

15:49 発 米原 行き 快速 
大 垣 

16:02 着 

16:41 発 樽見 行き 
本 巣 


1 了 :07 其 
17:59 発 大 垣 行 き 
大 垣 


18:27 其 
東海 道 線 18:40 発 豊橋 行き 新 箕 束 
」 名 古屋 
19:12 着 
中 央 線 証 生 長野 行き 特急 し な の 25 号 
J 20:23 落 


『 計 施 設 デ ー タ 4 
長良 川鉄 道 郡 上 八幡 駅 窓口 9 時 一 17 時 30 
分 / 無 体 / 記 帳 料 300 円 / 宮 0575・ 
23・392| 樽見 鉄道 本 巣 駅 窓口 5 時 30 分 
23 時 20 分 / 無体 / 記帳 料 300 円 ー/ 
王 058|・34・8039 明知 鉄道 明智 駅 窓口 
5 時 一 22 時 / 無休 / 記 帳 料 300 円 一 / 宮 
0573・54・4|0| 愛知 環状 鉄道 三河 豊田 
駅 窓口 始発 一 終電 / 無 休 / 記 帳 料 300 円 
/ 宮 0565・33・293| 天竜 浜名 湖 鉄 道 天 
竜二 俣 駅 売店 9 時 一 I6 時 無体 / 記 帳 
料 300 円 ノ / 宮 053・925・2276 


10:15 発 大 垣 行き 特別 快速 
守 ー 


8:10 発 名 古屋 行き こだま 705 号 
名 古屋 


ゴ 豆 中 へ 畑 岬 ・ 竹 


ー ジ HH ーーーー 


と 車 
の 窓 5 
和 夏 ゃ 社 
者! 
ーー 
て め 気 
7 る 

列 集 
^Q 車 め 
旅 ら 
和夫 


東海 道 線 


リ 


※ 赤 字 は 鉄 印 を も ら う 駅 で す 。※ 土 曜 、 体 日 用 ダイ ヤ 。 


恵那 
6:43 発 明 割 行き 
明 暫 


了 :32 着 
8:13 発 恵那 行き 
恵那 


9:03 薔 


10:07 着 。 
10:15 発 岡崎 行き 
三河 豊田 
11:04 蓄 
11:37 発 岡崎 行き 
人 更 岡崎 


12:39 其 
13:07 発 浜松 行き 
新所原 


' ' 13:17 薔 
天竜 浜名 測 鉄 道 113:29 発 掛川 行き 
天竜 二俣 


14:41 着 

15:44 発 掛川 行き 
掛川 

16:32 蓄 


18:01 着 


にし 時 還 昌 四 1'1| | 」 是 


h  。 ココ で 


才 U 議 


道 
新 
電 
線 
で * 
海 
駅 
3 


眺 ノ EHI 節 
め スズ 遠 : を ・ 
な タ 洒 : 集 数 
持 ツ 想 れ 定 
川 み る 版 
駅 な や の も 
ま 雰 所: が 多 
で 囲 州 : 魅 く 
出 気 森 力 … 
て の 駅 だ レ 
駅 な に 半 
東 舎 ぶ な 


民 。 司 o 本 9W 只 ③③ 
國際 応 放 0e 丈 0 京 ③ 妊 具 則 


9:28 発 名 古屋 行き 快速 


12:03 着 
12:17 発 豊橋 行き 新 快速 
豊橋 


17:10 発 東京 行き こだま 736 号 


O い 中 短 本 や 屯 琶 詩 / 生 は 眉 宮 


天 浜 線 の 列車 か ら も 見 られ る 遠江 一 宮 駅 に ゆっ た 
り と し た 時 間 が 流れ て いく 


時 鹿骨 較 癌 用 す 克 半 / 弥 9 哨 


ー ス デイ さっ ぷ 


ヽ 


お 二 ば 


5 上 HHT 


披 】 


計 ] 
ロ 」 


査 川 ・ 愛 媛 ・ 高 知 


一 葉 = 
1 


9 四 | rrrr 陰 軸 用 rrr 


= ェ ー 


【 


な っ た 乗務 員 さ 
ロ 党 撮影 


ん と 


回 


り 」 で 、 お 世 


PU 
人 
S 
+ ジ 
に 
中 
3 


徳島 


副 


き 施 


ど 


どど 


正 


予讃 線 ・ 予 土 線 ・ 土 讃 線 ほ か 


き 貞 


中 


FL1 


夏 ら し い 風 景 が 撮影 で きる 下 瀧 駅 。 
で きた り 、 人 徐行 し て くれ る の も 観光 


ポッ ト で 途中 下車 


人 気 ス 
車 の 魅力 


別 


ー 捉 国 岡 や ゼ ^ 潜 型 式 昌 問 
4 還 定 淫 選 壮 貞 SNM 1 スー 
K 和 ko 穫 」 電 交 恨 つり く so? 
折 咽 加 陣 近臣 の ホー ハ 撤 皿 染 
過 選 / 糸 往 ぜ き 弄 ロス 中 一 
ト さ つや 生 人 AG 「 呈 中 織 や で 篤 
や | 状 守 わ 味 7 和 ホ ペー へ 情 相 憶 
公 乱 也 豆 べ 居 6 悪 素 尽 寺 せる 弄 評 
系 境 玉 つや も 帳 民 KGG 公 汐 R (| 馬 
由 幾 や で 和 公 S ら 」 で の 中 環 ゼ 味 親 
骨 司 吉村 負 染 瑞 及 )7 相 計 箇 や em 
べ や SG 調 圭 ロ り 家 喉 豆 ン 北 . く 


"ate ぐ の ” 翼 べ 年 飛 壮 の | 享 
貞 呈 療 凌 物 可 つ he7 

J り G 明 写り 旋 貴 加 紀 0 穫 QG「S 
ホー ハ 司 甘 」 交 党 りや も 匠 更 か RG 
つり 旨 富加 つや " 昌 記 る を 部 生 半 S 
間 提 ht9 軸 いい 人 @ 王 球 慰 司 約 農 選 座 S 
ソ ” 帳 岡 旨 弟 9 皿 陣 6 菅 思 7 
宮家 則 9 析 PSkGG や 7 吐 
宮 皿 他 各 性 疹 つり ヨゴ 下 振 常葉 
骨 選 " 医 ゴ 中 り 党 ゴ 王 人 於 9 羽 " 
惨 選 回 全 S で 7 骨 起 豆 や ゴ 
基 揚 導 り 散 穫 6 筑 了 室 乱 MOAn? 


48 


2 和英 咽 oe 英 普 | 浴 基 | 


※ 通 常 期 ・ 繁 忙 期 ・ 病 散 期 に より ' お 得 額 」 は 変動 


ーー ニー JR 四国 と 土佐 くろ し お 鉄道 全線 の 特急 列車 と 普通 列車 、 ジ ェ イ アー ル 四 国 バ ス の 路 
NE 線 バ パス (高速 べ ス を 除く ) に 、 連 続 する 3 日 間 乗り 放題 。 出 発 日 が 誕生 月 の 場合 に 利 


la 間 記 | 用 可 。 発売 は 出発 日 の 1 か 月 前 か ら 当日 まで 。 駅 レン タカ ー も 特別 料金 で 利用 で きる 。 。 。 " 
還っ 時 と 利用 時 に 誕生 月 を 示す 公 的 証明 書 を 提示 。 JR 四国 の 駅 の みどり の 窓口 、 み NN Be 
目 に 還 詞 どり の 大 売 機 プラ ス 、 ワ ー プ 支店 、 駅 ワー ププ ラ ザ 、 四 国内 の 主 な 旅行 会 社 で 販売 。 HE 
旨 選 あ : 間 旨 間 先 売 は 2023 年 3 月 3| 日 まで 、 利 用 は 2023 年 4 月 2 日 (3 月 31 日 出発 ) まで 上 HHR 「 


1 万 3240 円 


問い 合わ せ JR 四国 電話 案内 セン ター 宮 0570・00・4592 (受付 時 間 8 時 …19 時 ) 


員 「 伊 予決 も の が た り 」 の 外装 は 、 瀬 戸 内 の 伊予 灘 の 夕景 を イメ ー ジ 誕 夜 快 な オー プン エア ー の 「 し まん トロ ッ コ 」 剛 土 佐 湾 治 
し い を 走行 する 「 志 国土 佐 時 代 の 夜明け の も の が た り 」( 写 真 / JR 四国 ) 較 シ ャ ボン 玉 の 演出 が アス タル ジッ ク な 「 四 国 ま ん な か 千 
年 も の が た り 」(「 も の が た り 」 系 観光 列車 に は 、 上 り 下 りや 発車 時 刻 に よっ て 、「 八 幡 浜 編 」 な どの 呼び 名 が 付き 食事 内 容 が 異な る ) 


ーー 
に 
= ーー 


と に 変更 ( 左 ) 穏 


は 2 か 月 ご 
や か な 伊予 灘 治 い を 走る 「 伊 予 消 
も の が た り 」( 写 真 / JR 四国 ) 


【 上 )「 門 田 フ レン シチー 伊予 灘 
mW コー スー」5500 円 ( 要 予 約 )。 メ 


= 2 


る コウ ゼ / 箇所 唄 門 り IP/ 障 
Q 咽 宰 四 称 毅 肖 父 ゴ 放り 隊 ら ン 
「 串 織る ぐ 染 S や 」 肖 局 つ やり 

由 礼 再 G 放 ゴー 丘 叶 到 素 一 ご 晶 
水 配 提 \o り ぐ 訪 周 せ "ぐす 回 ぐっ 


( 左 )' 伊 予決 も の が た り 」 を 見 送る 地元 の 人 々 ( 右 ) 明 る く モ ダン な 「 伊 予 灘 も の が た り 」 


の 2 号車 「 黄 金 の 章 」。 リ ニュ ー ア ル で 海 向き の ペア シー ジー ト も 誕生 し た 


1 リー トミ や 篤 ホ ー ヘ 罰 人 G 
中 香 「 悪 持 G 料 」( 揚 中 @ ズ ) 計 
藤 ぺ ぐり mw 地 躍 党 ? 赴 栄 Gm・ 
躍 押 や ヘーー 申 包 染 ふ ^ 地 手 ざり 
ロロ の 上 AA キ 人 へ 人 詳 昌 * ゆ て 9 因 
4 6 選 素 画 り で 9 

思 シン 6 遇 嘩 めぐ 中 所. で 因 梨 
べ 必 交 己 ^ 散 陣 証 青 財 人 マー 
ぷ つ 選 Q 下 掛 「 舞 幸 G 押 」 や ン 〇 
Q く りく io 豆 失 去 K 一 下 篤 
ホーhW て 選 ? 部 ( ゃ 家 が や 
S 直 誤 守 ) ぐ 直 宮 選 乱 7 販 淫 記 條 
刀 ゴ 交替 4 誠二 世 切 思 井 醤 
e 肖 貞 臣 で 周 章 可 り SN へ 中 
余 能 定 GTAK テ ANA 記 田 」S ン 
リロ リーK 衝 党 尽 Rh? 

Kー ト 直る くり 是 隔 ローKー 
ター ト S 筑 て 応 征 革 局 拉 畑 株 
親 篤 時 先 で り 癌 間 5 徐 園 線 表 人 く 
呪 梨 Q^ 思 G 拓 包 条 KG 明 半 人 守 
計 間 束 人 @ 選 7 トト ト ふさ K や 
所 S ぶ hG 届 路 を 功 り いく り G 誤 福 り 
画 和 くい 記 選 の 7 暑 玉 応 尽 や 
ゼ ぜ G 心 へ 下 入 で SG で や 鷺 
笛 届 だ びり? 骨 局 コリ 5 届 
2 の 7 箇 抑 暫 各 8G 素 K ネ 一 


た き は 大 きめ に カッ 


ト され 、 食 べ 応え が ある 。 


高知 駅 構内 の 売店 で 、 個 数 限定 で 


販売 。 カ ツ オ の た 


り zpSO に 匠 忠 ば 軍 舞 * 打上 ゼ 
ぬく り ン @ 恨 得 で 篤 / 時 の 下 社 
RSE る TEEICEECY い 回 


に 〒 回 。 ET 『 | F 3 を ae ro 瑞  T | 1 
| | 1 呈 


直す 


感 局 ゼ ” 回 人 叶 中 中 忠 全 せ 半 
りく る 恋 三 忠和 層 由 " 田 加 呈 
SG ふ &K 和 キ G え と hG 現 押 妃 届 現 
OoG 時 作 居民 S べ 倒 培 く 宜 
科 定 凌 革 性 向 晶 り リン ShkQT 8 
信 ゼ ポ 避 粒 半 職人 GS く ホ ー だ る 
避 虹 0 リン SG て や AAG 血 や 人 
5 拘 麹 宰 つ や 豆 負 Ne 当 7 翌 裳 
べ QQ モ EK スト マー 上 剛 と 
側 画 人 9 押 赴 員 普 本 きぐ 尺 司 
瓶 りく 必 運 人 SO 届 2 能 号 誤 


> 奥 器 oow 敵 位 | 沙 あ | 
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を 演 多 コー ズ 


土佐 くろ し お 鉄道 土佐 山田 
中 村 ・ 窒 毛 線 高知 “~-- ロ 


| ーー 一 JR ーー 土佐 * ろ し お 鉄道 ====: ジェ イア ー ル 四国 バス 


宇和 島 
子 讃 線 ・ 子 土 線 ・| 9:33 発 窪川 行き 
土佐 くろ し お し まん トロ ッ コ 2 号 
鉄道 中 村 ・ 宿 毛 線 窪 川 
MM 12:06 其 
土 讃 線 15:13 発 高知 行き 
志 国 土佐 時 代 の 夜明け の も の が 


た り (立志 の 扶 ) 82 
(上 ) 吉 野川 を 渡る 


知 
17:53 其 「 四 国 ま ん な か 千年 も 
の が た り 」( 写 真 / JR 


) 四国 ) ( 下 ) 道 後 温泉 
日 目 EE 本 館 は 2024 年 12 月 ま 


記 知 で 保存 修理 工事 中 だ 
土 讃 線 10:13 発 岡山 行き 特 意 南 風 10 号 5 
| 大 歩 短 
11:04 基 
14:21 発 多度津 行き 
四国 まん な か 千年 も の が た り 
(し あわ せ の 郷 紀行 ) 
多度津 
17:14 着 中 施設 デー タ 
耶 讃 線 ・ 17:26 発 岡山 行き 特急 し お か ぜ 24 号 道後 温泉 本 館 ( 霊 の 湯 ) 6 時 一 22 時 30 分 / 無 休 ノ 
泊 戸 大 枯 線 人 岡山 入浴 420 円 ( 又 新 殿 は 9 時 一 16 時 30 分 の 毎時 00 分 、 
MU 18:11 着 30 分 に 要 事 前 予約 で 観覧 の み 270 円 ) / 宮 089・ 
※ 赤 字 は 途中 下車 し て 観光 する 駅 で す 。※ 土 曜 、 休 日 用 ダイ ヤ 。 伊 也 1 ・5141 侯 湯 家 当 務 所 ) 人 相 き 7 時 17 半 
灘 も の が た り 、 し まん トロ ッ コ 、 志 国土 佐 時 代 の 夜明け の も の が た り 、 四 / 無 休 / 無 料 / 台 0880・22・0376 道 の 駅 大 歩 危 
国 ま ん な か 千年 も の が た り は 臨時 列車 の た め 運転 日 要 確 認 。 岡 山 一 児 2 12 月 ル 
島 間 は パー ス デ イ き っ ぷ の フリ ー 区 間 外 の た め 、 別 途 運賃 - 料 金 が 必要 。 mm 義和 
の る < く 食 れ 地 車 国 の 上 を 坂 佐 明 拝 ア な 深 ん な 向 な を 
旅 と 事 た 元 し ま 駅 "3 は 卒 満 けし 1 が い は びー2 か が の 
文 で と 地 の の た ん な 央 日 せ 龍 の の て ト ら 山 り し 日 っ ら 人 六 
/ あの 元 風 が 人 "な ど 旧 上 和 目 た 馬 雄 ぉ か が ` 々 と ま 目 た …' 幡 
必 っ で の 景 心 が と か 危 ' は ら 大 の ら 柄 窪 と し ん は “ 宿 浜 
分 た き 人 の に た の 千 立 駅 喜 幕 な な 合川 四 た ト 貨 泊 駅 
生 た 々 素 残 く 列 年 ち で 拘 林 景 た す 駅 万 列 ロ 車 ギ 宮 
充 の 晴 つ さ 車 $ 客 途上 の 色 り 箇 : る 人 へ 十 車 ッ を 定 
写 突 温 ら た ん で の っ 中 う 記 を ー- 圭 大 有川 旅 コ 改 地 後 
真 し か し し“ 手 $ も が - ニ トト ダ ぞ 士 眺 に 佐和 全 挟 の を 追 の ろ 
ノ た ささ 観 を 車 た よ 車 ら た め 径 二 ず 統 風 楽 に し す 。 3 
泉 2 CC だ 光 振 窒 り と を 往 ちょ た 告 時 な と 景 し 乗 た 和 を 
田 泊 も け 列 っ 越 - へ し 急 人 令 吉 代 どど ポ を むり 開 鳥 引 
道 3 触 で 車 て し に コ て で 思 と の に ヒッ 有 眺 “ ' 放 へ か 
夫 日 れ な や <《 K 乗 四 道 北 いふ 土 夜 参 プ め 緑 の 的 を : 物 


移 


耳 きっぷ 


人 名 人 の 九州 


/ 


| 


還 


語 rrr 凍 暫 


明 HH | 


hrr 剛 | 


角 線 ・ 豊 肥 線 ・ 久 大 線 ほか 念 福岡 ・1 


角 線 の 終着 駅 
三角 駅 


と な る 


て 
世 ふ 
上 還 1 
右 ヾ 
NG 
4 衣 
で 司 
ま 
G ら 
路 
中 ミ 
和 キ 
N8 
二 


ッ ク な 阿蘇 五 提 が 眺め られ る 


阿蘇 高 
ま 守 


中 中 
思 
昌 
| ピ 
Ro 
ーー] 
机 
占 
ュ 」 
が 
の 
| 


い 
赤 
| 
同 
中 
レレ 


吉 」( 右 ) 福岡 
か ら 来 た 4 人 家族 の 小林 さん 


「SL 人 


玉 玉 区 H 門 弄 G 東 型 ・ 折 選 司 
皿 理 角 償 洋 准 前 6 「 溶 巡 べ で ド 
記 据 庫 ww 穫 」 QNS 下 四 つり 
玉 記 G 咽 環 翌 交 妥 K り 所 

叶 麗 " 軍 ぐ 擬 思 信 GK ペ 一 
ー” 舞 困 喘 璧 @ 東 麹 の 鐘 定 束 烈 対 
骨 必 く や 経 履 様 G 前 和 臣 7 
り 信 で 拉 中 忠 巡 陣 yo いり 下 軸 
忠 や 「 の コイ 反 」 り 潤 司 o? 
NE で まこ そこ ゃ こい ESYN 
Jtu? 汐 R 忠 如 到 悪玉 不 司 せ 
時 融 半 阿 療 範 外宮 司 の つり 貞和 


じじ ShQG 信 宗 GO 和装 や ゼ 骨 9 
局 や 妃 如く? 8 編 つ 7「 の コ ズ 所 」 
窟 選 来 環 敵 る SG もり 7? 下 朝 査 夷 
(neoeoo 鐵 ) 多 過 午 骨 祥 KGG 窟 7 
「 の コロ ズ 反 」 ゼ ぜ Q ら っ らら 吐 6 突 
了 革 や 思 柏 器 G 避 忠 僚 拉 補 つ 尺 
SS^ 桐 選 せ 淡 尾 一 確 且 映写 や 昌 宮 
咽 ! じ つり StG? ゴヤ や ギ 家 降 地 司 
ぃ 選 曜 管 G 下 陣 り 壮 い ooQ ら 演 
( 陣 疲 く 中 ロ ふ ) 宇 六 由 牛 守り 7 
栓 鹿 や 演 抽 民 忠 中 提 人 6 狂 情 肢 軍 
同時 朱 距 評 選 淫 羽 羽 二 詳 < ペ 
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JR 九州 の 在 来 線 と 九州 内 の 私 鉄 に 一 日 乗り 放題 の きっ ぶ 。 発 売 日 
2 症 か ら 3 か 月 以内 に 3 回 まで 、 ま た は 3 人 まで の 同一 行程 の グル ー プ も 利 
4 証 用 で きる 。 快速 ・ 普 通 列車 の 自由 席 に 乗り 放題 で 、 指 定席 を 利用 する Sawe 拉 計 3。 
暫 記 記 場 合 は 別途 指定 席 券 が 必要 。 新 幹線 や 特急 (西日本 鉄道 を 除く )、 南 同 半生 結 条 pi 語 
菊 鉄 道 の ト ロッ コ 列 車 、 バ ス (代行 バス を 除く ) に は 乗車 で き な い 。JR 0 皇后 語 。  ( 
W 清 pvsls 記 2 電 州 の 駅 な ど で 通 年 発売 。 LN 企 $ | oo の 


LE LTT1I 
し 7 上 
ーー LUFTTT1 拓 に 


特 
寺 
お 
待 
き 
ら 
ぶ 
で 
夏 
旅 
Ye 


) 


章 ED 


1 眼 語 | 
則 川 川 昌 上川 員 肖 聞 骨 


こ 時 | 記 則 1 


EE 』 ・ Hi 
TO - 」 
ER ae 
0 ix 幸 4 ea 和 Tn = 人 ae 叶 | | 
民 ii 本 1 3 ee に 『= FE IT 1 紀 に 
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( 左 ) 桂 川 駅 と 原田 駅 を ビス トン 輸送 する 筑豊 緑 の キ ハ 40 系 ( 右 ) 日田 駅 か ら 添田 駅 まで 


走る 日 田 彦 山 線 の 代行 パス 


店 。 せ 「 く < ロ へ モ 層 代 G 抽 池 堅 0 人 QNoAEw 当 本 Go 幅 牙 メー コ 
S 料 可 。 舞 PS 尺 到 G 展 So 語 束 り 囲 緒 村 トマ ー 季 ミド ーG キ く 上 上 
所 よさ G 角 収 胃 政 局 や か 」 中 早 上 全 内 染 症 DP りく? 第 SNK ペ ーー 還る 
ミコ ぶ ぐ 性 4⑯、 尺 邊 さ や る PD HAI も 
は 軒 や 失 団 映 堅 め 丁 に つ ^ 経 匠 華人 AA 抽 和 状 丹 ? 輸 也 紀 和 Y 
叶 SS や I 量 壁 り 骨 ho 電 陣 りり べつ 主 や 砲 本間 へ 拓 遇 に 
叶 寺 斗 り ww 和 る io 崩 語 申 交 部 人 S 選 5 | を 全 次 

llK や 民有 中 6 紅 6 相 青き 


了 記 つ 且 半 やさい 衝 押 
SG 呈 可 咽 来 忠 (下る 0 5 


KS く 代入 や 誤 地 交 花 ン 


時 本 世 弓 殿下 く 上 陣 で や" 終 天 柚 
RS 届 天 世 つ 作 番 娠 回 洋 局 つ 羽 " 
- 時 選 六 殆 遇 門 角 
抗 抽 mP AG 矢 G 昌 葉 
rlerーーー ッ ーー ピ ーー 
い 選 全 。 朱 昼 司 
必 S6 P 前 家 )E 恒 搬 で し る 
5 忠 家 中 的 半 邊 忠信 で 
羽 友 柚 せ 玉 や PSGKS で 公 邊 人 人 RS 
へ "人 H 剛 守 せ や 潮 つ コン” 足 独 骨 『 
りや 於 へ ふ 本 ペー へ 内 7 半 炉 
器 マ 地 司 選 せ 油 写 各 半 下 7 凶 多 
民 G 半 選択 下り 測 り 誤 玉 誠 藻 


IE に そこ たこ 0 に る いた 1 
局 昭 り ゼ 料 家 玉 区 沙 還 中 素 組 ヨ 
G ゴ 料 共 筑 遇 0 思 “ 


四 音 馬具 束 w 副 ※ だ 

<? WS り 表 條 屋 放 や 二 いり? 時 
蛋 り 骨 剖 KG の HG ロー ミウ 
tk9 記 全員 ゼ 還る“ 0 
上 ン タリ 瑞 器 理 詳 全 正直 か 9 全 和 を 
せら 和 届 缶 * Sno 挟 回頭 氷 
せ 田 移 和 9 

の o 思 で 丁 細 " 素 届 員 せ ゼ ぜ 條 で 
ー や ミー 邊 料 ら SH AAA 抑 休 
台本 いり くく 85 叶 全 避 用 誠 9 
く 表 壁 や 近 個 Sto 究 工 G 斉 了 や 
mo ロロ 叶 の 下 革 べ 電 忠 や 6 卿 岩 


交配 胃 つ 完全 9 くら の 内 


> 著 細 ooW 英 区 | 着 基 | 
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口中 判 時 品 計 


| 


8:23 発 鳥栖 行き 
熊本 


11:08 発 宮地 行き 


10:05 発 肥後 大 当行 


13:10 発 豊後 竹田 行き 


15:04 発 大分 行き 


16:30 発 亀川 行き 
別府 


※ 赤 字 は 謗 中 下車 し て 観光 する 駅 で す 。 


博多 日 泰久 温泉 
鹿児島 線 | 9:28 発 久留 米 行 き 快 速 肥 薩 お れ | 8:QQ 発 新 八 代行 き 
久留 米 ん じ 鉄道 共 八 代 
10:07 着 し 8:12 着 
10:14 発 八代 行き 区 間 快 速 鹿児島 線 
玉名 
11:03 薔 9:01 次 
11:41 発 鳥栖 行き 紅 肥 線 
快速 [SL 人 吉 」 肥後 大 津 
鳥栖 10:38 着 
13:24 着 
13:55 発 八 民 行き 区 間 快 束 宮地 
熊本 12:06 其 
15:19 資 
鹿児島 線 |16:00 発 三角 行き 免 豊 後 竹 田 
・ 三 角 線 傘 三 角 13:52 着 
ル 16:53 着 
鹿児島 線 118:12 発 熊本 行き 大 分 
宇土 16:20 着 
18:48 着 日 豊 
18:57 発 八代 行き | 
八代 16:42 着 
19:20 着 
肥 薩 お れ 119:30 発 出水 行き 
ん じ 鉄道 日 泰久 温泉 
PP 19:41 着 
※ 土 曜 、 休 日 用 ダイ ヤ 。 
下 
中 門 記 門司 潜 


ンー7 が 7 きっ ぷ の 
( 計 / ) 行 村 フリ ー 区 間 
日 守 


3 テン 


納 隆 本 


竹 瓦 温泉 6 時 30 分 一 22 時 30 分 / 第 3 水曜 休 / 300 
円 / 人 0977・23・1585 


= 
本 中 | 


” 到 へ 粒 帆 ・ 活 


本 


さ C 。) 夢 S 固 み 難 隊 必 渦 半 二 


1 モー ュ 


田 ご re 琴 放 司 翌 


mA > 補選 基 己 晶 田 品 で す 
HF デ アマニ XS9 科 護 ご 光 。 ぶ rr 


Pu ーー 
ーーー 


ゞ ざ 誠 若 股 氷 


es 玉 人 引 枯 Y 輝 交 さ ざさ 


$ 理 診 ご き 主 弄 S 貴 ぐ NHS 


沢 


> キ 。 の 詳 へ 間 選 巣 必 藻 rr 1 慰 


日 豊 線 7:03 発 曰 杵 行き 
更 大 分 


久 大 線 


大 境 上 導 


山 線 代行 パス 


日 田 彦山 線 


平成 吉 代 道 


細 誠二 上 鐘 


し っ 
いい そそ 
が の 
* 考 
を : 宣 
と 居 
は 留 
旅 米 
名 駅 
 「 ま 
0 
胸 乗 
の る 
見 の 
せ や 
グ を 
ル 
宛 失 
= 更 
キ と 
み * の ) 
40 路 
系 繰 
s そ 
内 上 
好 て 
識  “ 
な を 
ん の 


。W き 湊 輝 貴央 旨 す 庫 みき 血 
mS 竹 法 温 記 兄 田口 。 評 后 二 


= 市 


需 窒 半生 で 史 症 赴 吾 S 耳 ゴ 江 d 
き 潜 記 忠 重 半 SS 隊 調 アー 


了 :18 着 


7:24 発 由布 院 行き 


由布 院 
8:35 着 


9:20 発 久留 米 行き 


日 田 
10:30 着 


12:43 発 漂 田 行 き 


添田 
14:29 着 


14:36 発 田川 後藤 寺 行き 
田川 後藤 寺 


14:50 着 
15:20 発 


A 峰 田 加 パ 有 さ 滞 己 ゴ 玉 最 め 


Ns 光 S 怪 。 高 rrnW 清 診 洋 馬 > 


ャ ゴ 翼 S 尼 陣 紀 3 著 き 申 モミ さ ー ロ 


直方 行き 


原田 行き 


5 博多 行き 快速 


門司 港 行き 快速 


で 丘 芝 テ き 癌 人 箇 S テ ー キ 。 の 店 王 


軸 褒 明 圭 苦 国 へい S 條 沈 耶 着 


の い 叶 員 暗 RY 痛 三 虹 交 WS05 本 


田 の ぎみ で 北 く 8 簿 柚 証明 申 
e 暗 圧 ツ サド ビー オ 溢 生 S 計 オ 


テー で いり べ へ SS 冗 ざ 六 司 固 


2 に ご:huew ム UM 


ココ 


『 っ ーー 半生 を Em 


マデ m 1 


YR 


2 


代 の 


ドン 


IN いで くに つこ あこ 


「 設 王 WO 筐 | 叙 玉 旨 束 補 妨 玖 
St97 トロ へ 太 届 1 へ 
〈 豆 薄 維 ) に つり SnGG 窟 7 放 喧 
で こも くま sd 二 EUCNYYJ 還 1 
の ご) 人 9F く OF 
で GS る 症 だ の り 各 選 7 

剖 午 呈 宮 G 染 ^ 振 管 瑞 回 縮 癌 @ 
販 雪 MAA り 員 著 時 / 語 醒 中 9 
半 間 廷 つ り る や 寺 時 の 臣 民 崩 
埋 舞 深紅 品 6 怪 展 一 浅 K 思 虹 
改 肛 凶 定 や 岩根 旭 失 つ 選 ? 人 箕 

中 りや 客層 りく Ss6 筑 。 朝 
SmTNPG く 小 握 選 宮 吐 突 環 慌 
ぐつ の で Vnk0 人 KA AT も 所 
K つ PSh@G 生 0 で A ペ ーー 
骨 四 G 坊 店 刀 の 答 記 2 

ジ 要 祥 染 塚 召 細 ・ ゴ 王 涯 示 路 @ 
「 回 際 叶 症 P 映 せ く ン と いい 谷 交 hG 
穫 王宮 「 回 只 吐 間 選 」 旭 所 
堪 一 浅 半 胃 柚 証 全 さま 巻 点 ” 北 


| W で | 記 医 回 


く 必 ke 9g ゼ 「K セ ーー 回 史 」 者 中 
ぐ 浮 緒 ( 剛 系 ) 似 陣 " K ド ーー 回 
愉 せ o 忠 軸 加 太 届 玉 玉 振 浴 難 せ や 
定 華 H ふ ト 当 氏 全 :eGP/ 赴 眉 6 


民 せ 組員 つり 仙 ン の 写 閉 で SNQAn? 


mm 所 骨 還 笛 ・ 震 問 環 G 1 へ 窟 


還 」「 旋 選 せ て へ 志 電 |」 や 本 間 7 


で へ ペーK 公 件 証 和 お で て 「 各 
さり の 」 や 章 選 し る Sh9 竹 了 中 
ふ 人 トー や 束 錯 怪 民 一 且 字 馬 定 
STI 北 家 や り 」 全 の ま 聞 選 せ Sh9“ 

JA いつ 選 で へ 私 一 和合 了 エ 室外 G 
27 へ AHA 弟 K セ ーー 
nh RA 硝 心 作 四 り 衛 7 邊 人 エ ヘ 
K 骨 周回 紀 ( 柚 じ 6 各 り 穫 で 也 
選 酢 いや 線 )? Suica 完 負 販 間 尺 
Sm 〇 帳 司 吾 鹿 細 鷺 つじ 仙 や 宅 7 
義 筐 忠 @ 敵 鞭 交 入 人生 生生 hG 乱 呈 
り 選 や QSh? 

路 国 せ 必 ふさ K 帳 司 岳 甘 G 
半 串 浴 倒 下り る くり” WS 下 四宮 
旋 り 据 移行 で ヘー 旨 5 性 避 


加工 Sm ー ほ 回 の ロ 邊 ふ 人 一 
さっ K」 や 図 視 ぴり" 黒く 
%》o 穫 @ 着 給 曲 前 G 役 境 り 志 表 喜 
症 病 旨 定 医 り Ke? ロロ 眉 所 還 攻 G 
「 ee 婦 時 どう 邊 よ テーAK」 や ゼ 7 
避 局 りこ ご ロロ ら どら Fーm ら らら ES 
礼 店 条 入選 yoQ り go 求 梨 つ 中 中 
呈 ンー ビ マ 上 信 yy で Ko つく m 出 
叶 座 や 交 K" 

K ドル ト トム 誠志 9 条 公 人 ミ 
中 人 ー セ 7 居民 溢 維 ・ く K 選 や 
還 乱 租 S り し Sr? 骨 時 宮 肖 や 時 
QSNAAmS 和 KA や 7 「W 多 て 
ミ ふ や ーー」 ざる 名 拓 り 音 羽 記 
堆 第 く KG ロ 骨 司 松 交 志 款 心 で 
S ホ AT 嗣 所 宮 / 之 所 壮 正 ( 押 
栓 ) て 列 著 正 ( 侍 拉 )/ 回 田 浴 除 
夫 環 ( 統 医 )^ 党 手 壮 包 ( 務 准 ) 
SSN ト ユー 人 K 倒 頑 KQS 示 珈 ・ 
く KK 志久 展 ぶ HHN や お や エー 
郷 い りく 如く 只 4h 誠 包 へ "東生 
9 J 蛋 恒 つ 表 勧 物 畠 信 ぶ ko 


と も (上 写真 プ ゲ ビ クス タ ) 


=ー 
モー 


イン ター ネッ ト 購 入 と デジ タル チケ ッ ト の 普及 で 、 駅 の 窓口 は 急速 に 減少 し て いる 。 紙 の きっ 


還 ふ を 使う 場合 も 、 窓 口 で な く 券売 機 で 受け 取っ た ほう が 早い 


人 KK 環 恋 場 ドー ド 


染 上 前 SG「 葛 中 * の 座る 
ぃ セーK (MaaS:Mobility as a 
Service) 交 則 臣 つ 人 人 色 入 人 邊 
Sm ロバ ルド 

ルーK ふ っ) 避 "部 琲 人 K7 器 涯 
さり 剖 織 で 交 喝 繋 部 誠志 共 太 
や ^ 拓 骨 ・ 叶 泌 ・ 来 括 療 | 宮 
" 選 へ ホーwK“ 家 臣 G 詞 賠 % り 
人 公 机 恨 る くり 7 党 視 KK 
ルト や 剃 べ づつ / 冊 羽生 よ 全 計 
K ルネ 固 固 押 代 つり 井 甘 か 9 で 
尽 | 回 宮 刀 " 

悦 尽 せ つ 尾 較 上 選 介 甘 避 る 
ぷり し 親 理 コリ St9 著 玉 財 ドーK 


IN 
の コ | 
に 
i テ BE 

ESE 
。 由 : 


| 玉 導 | 但 上 wO 和 ※ 賠 指 く 


スマ ホ が 特急 券 代わ り に な る 


「 ゃ テト (setowa)」" 宜 仙 建 H 
ふ ト に トマ 十 尊 本 6N ユ ネー 和 部 答 術 調 
掲 導 りく StG? 豆 ww 宮 「 ゴ ロ ゃ AA 
ーNS KK SQ ゴロ 忠 宮 
io 科 で くだ に Sa: そっ まこ 1 
coF? ひい リ G「 ゴ ロ ・ 
豆 陣 戻 2 日 屋 更 癌 」 記 天台 の の 
NKK 4NT 

m 叫 畠 還 余 公 間 正 つり く StGG ゼ 
「 畠 宮 ヤ セーK (TOHOKU MaaS) 」" 
司 ぶ 包 「 忙 栓 ・ 宮 福 ト ユー く K」7 
全権 ・ 忌 神 H ふ ト Sm 器 "人 K 
ロロ 骨 己 党 襲 り ジコ moeF" 
中 軍 選 坊 Gh で と 皿 の 人 SNG7 

民 帯 短 直 や ドーK 選 物 て 
剖 人 SS 選 ” 畠 和 窟 輸 環 せ 「 還 求 ル ー 


か を ゴ 
っ 
hy 呈 
吾 生 
= 
さ 


東武 欧 道 の NIKKO MaaS 


K (NIKKO MaaS)」 ざく る 心中 ー 
JK や 民 人 りく K 当 や トー の 
SO 穫 多 回 根 " 1 人 ト 光 系 京 還 球 
判 団 環 押 トム ー く K」G 除 3” 和 
持 尿 G 還 が 6 相 陸 由 環 沼 咽 赴 
mrooo ら FG の MY 掲 朋 ム 
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証人 KS 区 に 直上 
民 民 | 表 | 
粒 5 一 | 抵 | ドー| 尼 
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| | | (左上 ) 上 越 新幹線 、( 上 ) 秋田 新幹線 


JR 東日本 に は 東北 、 上 越 、 山 形 、 秋 田 、 北 陸 の 
五 つ の 新幹線 路線 が あり 、 今 年 は これ ら 全 路線 
が 節目 の 年 を 迎え る 。 

これ に 合わ せ て JR 東日本 は 、「 新 幹線 イヤ ー 
0221| と 申し た アニ パー サザ サリー キャ シン ペー ジ を 
行っ て いる 。 各 新幹線 で の イベ ント や 限定 グッ 
ズ 販 売 の ほか 、 新 幹線 に お 得 に 乗れ る JRE 
POINT 特 典 チ ケッ ト 「 新 幹線 YEAR ス ペ シ ャ ル 」 
を 用 意 し て いる 。 

第 1 弾 は 秋田 新幹線 を 中 心 に 展開 し 、 記 念 
きっ ぷ や 限定 駅 弁 は 既に 終了 と な っ て いる が 、 ノ 
ベル ティ ー グ ッ ズ や 角館 の ホテ ル と タイ アッ プレ し 
た 記念 宿泊 プラ ン な ど は 現在 も 実施 中 だ 。 夏季 
の 東北 新幹線 と 山形 新幹線 な ど 、 今 後 も 順次 対 
象 路線 の キャ ン ペ ー ン を 展開 する 。 

JRE POINT 特 典 チ ケッ ト 「| 新 幹線 YEAR ス ペ 
ジ シャル 」 は 、JR 東 日 本 の 新幹線 e を チケ ッ ト サ ー ビ 
ス 。 ま た は えさ ね つと チケ ッッ トレス サ ービス を 利 
用 し て JRE ポ イン ト を た め て いる 会 員 が 対象 。 期 
間 限定 で は ある が 、 通 常 の 半分 以下 の ポイ ント で 
新幹線 の 利用 が 可能 に な る 。 例 えば 、 東 京 一 新 
青森 駅 間 は 通常 1 万 2110 ポ イン ト が 必要 だ が 、 
「 新 幹線 YEAR ス ペ シ ャ ル 」 で は 6000 ポイ ント で 
利用 で きる 。 対 象 は JR 東日本 の 全 新 幹線 区 間 ( 利 
用 区 間 ・ 列 車 ・ 席 数 に 制限 あり ) で 、 次 回 の 実施 期 


周年 を 迎え る JR 東日本 の 新 埋 間 


詳 還 (た ) 東 北新 幹線 


間 は 6 月 1 日 一 14 日 。 
ー… ma 2022」 で 検索 し 。 JR 東 


所 道 博物 館 ( 夫 玉 県 大 宮 市 ) で は 、12 月 28 日 
まで 、 各 新幹線 の アニ バー サリ ー に 合わ せ た 特 別 
展示 を 実施 中 。 さ ら に 鉄道 博物 館 の 入館 券 と 新 
幹線 往復 乗車 券 が セッ ト に な っ た 「 シ ンカ リオ ン 
て っ ぱく きっ ぷ ぶ 」 も 販売 し て いる 。 東 京都 区 
内 の 各駅 か ら 大 宮 駅 まで の 往復 乗車 券 、 東 京 ・ 上 
野 一 大 宮 駅 間 の 新幹線 往復 目 由 席 特 急 券 、 大 宮 
ー 鉄 道 博物 館 駅 間 ニ ュー シャ トル 乗車 券 、 鉄 道 
博物 館 入館 券 が 全て 含ま れ て 大 人 4050 円 ( 通 
吊 よ り 980 円 お 得 )、 子 ども 1220 円 (通常 より 
1240 円 お 得 )。 新 幹線 アニ メ が 好き な 親子 連れ 
を ター ゲッ ト に し た きっ ぷ ぶ だ が 、 東 京 一 大 宮 駅 間 
で 新幹線 を 利用 し て 鉄道 博物 館 に 行く 場合 は か 
な りお 得 な きっ ぷと いえ る 。 


今年 は 、 山 陽 新 幹線 の 新 大 阪 一 岡山 駅 間 も 開 


Fm JR 西日本 で は 対象 区 間 各 駅 

の 記念 パネ ル 展 示 や スタ ンプ ラリ ー、 記 念 き っ 
ーー ズ の 販売 を 実施 し て いる 。 倉敷 な 
ど を 絡め た お 得 な きっ ぷ も ある の で 、 チ ェ ッ クレ し 
て みて ほし い (59 ま 参照 )。 


東北 新幹線 大 宮 一 盛岡 駅 問 1982 年 6 月 開業 (40 周 年 ) EN 
上 越 新 幹線 大 宮 一 新潟 駅 間 1982 年 || 月 開業 (40 周 年) 
山形 新幹線 福島 一 山形 駅 間 1992 年 7 月 開業 (30 周 年 ) ん 2 ノノ ES 
秋田 新幹線 盛岡 - 秋 田 駅 間 1997 年 3 月 開業 (25 周 年 ) 計 較 組 議 sg の の 
北陸 (長野 ) 新 幹線 高崎 一 長野 駅 問 1997 年 10 月 開業 (25 周 年) 放 N し と クス 
東北 新幹線 盛岡 一 作 戸 駅 間 2002 年 12 月 延伸 開業 (20 周年) パ 〔 ビーー デ 


> 箕 畑 Qoow 英 | 半 | 


含め て 、 


目 由 周遊 区 間 ま で の 往復 新幹線 普通 車 指定 語 、 
目 由 周遊 区 間 内 の JR 在 来 線 普 通 車 目 由 席 、 路 面 


電車 、 指 定 区 間 の バス 、14 か 所 の 観光 施設 入場 
券 、 岡 山 ま た は 倉敷 で の レン タ サ イク ル な ど が セッ 
ト に な っ た きっ ぷ 。 JR 西日本 ネッ ト 予 約 「e 5489」 
で 前 日 まで に 購入 し 、2 人 以上 の グル ー プ で 利用 
で きる 。 発売 額 は 大 阪 市 内 発着 1 万 2500 円 。 ほ 
か 地域 発着 の 設定 も ある 。 

山陽 新幹線 岡山 駅 開業 50 周 年 に ちな み 、 ひ か り 
また は こだま の 利用 に 制限 され る が 、 大 阪 市 内 発 
着 9900 円 の タイ プ も ある (販売 は 9 月 29 日 まで 、 
利用 は 10 月 2 日 まで 。 枚 数 限定 )。 


(た 倉敷 美観 地区 @ 同 山県 観光 連盟 ( 右 ) 葉 羽山 か ら 見 た 
瀬戸 内 海 と 瀬戸 大 橋 @ 間 山県 観光 運 選 


還 モデ ルコ ー ス 

題 且 目 新 大 阪 一 (山陽 新幹線 ) 一 岡山 一 (吉備 線 
線 ) 一 倉敷 

婁 講 目 倉 填 一 ( 下 電 バス ) 一 児島 一 ( 下 電 バ ス ) 一 藻 羽 山 
ー( 下 電 パ ス ) 一 児島 一 (瀬戸 大 橋 線 ) 一 岡山 一 
(山陽 新幹線 ) 一 新 大 阪 


・ 伯 備 
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Hb 


) 得 な きっ ぶ は た くさ 


5 得 お 人 な 楽し みえ し ょ う きい 


大 原 美術 館 プ レ 
ミア デア モー ニン 
グ ツ ア ー の 朝食 と 
(画像 提供 / 大 トド 博 連 
原 美術 館 ) ーー 


1 泊 2 日 の モデ ルコ ー ス 別表 ) を 考え て みた 。 

1 日 目 は 、 岡 山 駅 か ら 吉 備 線 経由 で 倉敷 へ 。 沿 
線 に は 桃 太郎 伝説 ゆか り の 吉備 津 彦 神社 や 吉備 
津 神社 な ども ある 。 倉敷 で は 美観 地区 を 観光 。 

翌朝 は 大 原 美術 館 へ 。12 月 まで の 毎週 日 曜 (9 
月 4 日 を 除く )、 営 業 時 間 前 に 特別 解説 貞 に よる 
解説 付き の モー ニン グ ツ ア ー (3000 円 )、 和 鑑賞 後に 
倉敷 国際 ホテ ル で モネ の レシ ジ ピ を 再現 し た 朝食 を 
味わえ る プレ ミア ム モ ー ニ ング ツア ー(7100 円 ) を 
実施 し て いる 。 い ずれ も 事前 予約 制 。。 で ぐる りん パス 」 
に は 、 大 原 美術 館 の 通常 入館 券 も 含ま れ て いる が 、 
上 記 ツ アー に 参加 の 場合 は 、 別 途 料金 が 必要 。 

その 後 は バス で 児島 に 移動 し 、 国 産 ジ ー ン ズ の 
聖地 と し て 知ら れる ジー ンズ スト リー ト や 瀬戸 内 
海 の 景 色 が 美 し い 藻 羽 山 を 巡る 。 


黄 し | 男 
東山 * お か で ん 
ミュ ー ジ アム 


ml01.4.9.11D!6 朋 上 0J/ 選 
6 日 同 周 遊 パ ス 


| 万 2000 円 (連続 する 6 日 間 ) 


ee =E 宮 < JE に KI こ E: 

ぅ の 補助 金 を '.% の た め 、 補 助 金 
限 に 達し た 時 に * 補 下 諾 の 能 性 あり ) 

生生 海道 電 に 229・ 了 | | | 


JR 北海 道内 の 在 来 線 特 急 ・ 快 速 ・ 普 通 列車 
海道 新 圭 線 除 く ) の 普通 車 目 由 誠 お よび ジェ イ ・ 
アー ル 北 海道 パス (一 部 路線 除く ) が 連続 する 6 日 
間 乗 り 放 題 。 普通 車 指定 席 (SL 除 く ) は 4 回 まで 


リラ ムン 4 


間 JR 東 日 本 お 問い 合わ 
ediEAUIESEIISUD 


指定 エリ ア の JR、 弘 南 鉄道 津軽 鉄道 の 普通 列 
車 ( (快速 含む ) の 普通 車 自由 席 と 弘 南 バス (路線 パ 
ス の 指定 区 間 ) が 2 日間 乗り 放題 。JR の 特急 や 急 
行 を 利用 する 場合 、 特 急 券 な どの ほか に 乗車 券 が 


ゆっ た り 会 津 東武 フリ ー バ パス 


0 


同 ・ 浅 早 駅 発 痛 、 計 


期 通 年 


商 東武 鉄 道 む 客 さ ま セ ンタ ー 宮 03・5962・0IO2 


発 駅 か ら 下 今 市 駅 まで の 往復 乗車 券 と 下 今 市 
駅 か ら 東武 日 光 駅 お よび 会 津田 島 駅 、 芦 ノ 牧 温泉 
駅 、 豆 多 方 駅 まで の いずれ か の フリ ー 区 間 乗 車券 
が セッ ト に な っ た きっ ぷ ぶ 。 別途 特急 券 や SL 座席 


Ta 


ー 南 稚内 駅 間 (写真 / 松 尾 論 


利用 で きる 。 発売 は JR 北海 道 の み どり の 窓口 な ど 
道内 の み で 、 利 用 開始 前 日 まで に 購入 する 必要 が 
ある の で 、 道 外 か ら の 利用 者 は 注意 し た い 。 記 名 
式 に な っ て お り 複数 人 で の 使用 は で き な い 。 


『 ニ ニーー[ ] 大 川原 
"津軽 尾上 男 
虹 の 湖 2 会 園 


必要 (青森 一 新 青森 駅 間 の み 特 急 利 用 の 場合 は 不 
要 )。 フ リー エリ ア 内 と 五 能 線 深 E 浦 駅 、 角 ケ 沢 駅 
秋田 県 内 (一 部 駅 を 除く ) の みどり の 窓口 、 指 定席 


券売 機 、 お も な 旅行 会 社 な ど で 購 入 で きる 。 


王宮 
武 鬼 湯 高 萌 
日 吉 川 西 原 芸 野 メ 会 
下 上 六 川 町 人 道 川 尾 津 上 珠 西 津 喜 
今 口 思 尊 温 温 瀬田 温 昌 著 若 名 
市 泉 原 泉 泉 口 島 泉 泉 松 施 
加 中 回 ーー ロー や イィ り ぐ 画 


指定 券 を 購入 すれ ば 、 リ バテ ィ 、 け ご ん な どの 特急 
や SL 大 樹 も 利用 で きる 。 
会 津田 島 駅 まで は 5950 円 、 芦 ノ 牧 温 抄 駅 まで 


は 6920 円 (いずれ も 浅草 駅 発着 の 場合 )。 


50 


> 奥 順 は か ooW 菩 生 | 導 | 
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ぐん ま ワ ン デ ー パ ス 


2670) 円 (| 日 間 ) 


期 9 月 30 日 まで 
問 JR 東 日 本 お 問い 合わ せ セ ンタ ー 
eBEST 


お も に 群馬 県 内 の 鉄道 全線 (わた ら せ 渓 谷 銭 道 
の トロ ッ コ 列車 を 除く ) が フリ ー エ リア 。 特急 券 
や 指定 席 券 を 別途 買え ば 、 新 幹線 や SL に も 乗れ 
る 。 昨 年 まで 発売 され て いた 「 ぐ で ぐん ま ワ ン デ ー 世 


アン 人 と 4 


2680 円 (| 日 間 ) 


期 通年 
癌 JR 東日本 お 問い 合わ せ セ ンタ ー 
050*Z016・160U 


お も に JR 東日本 の 長野 県 内 お よび 新潟 県 内 の 
飯山 線 の 普通 列車 (快速 含む ) の 普通 車 自由 席 が 、 
1 日 乗り 放題 。 特急 (新幹線 含む ) に 乗車 する 場 


休日 お で か け パ ス 


2720 円 (日間) 


日曜 、 祝 日 お よび 4 月 29 日 一 5 月 5 
月 20 日 ご 8 月 3| 日 
青 日 
問 JR 東 日 本 お 問い 合わ せ セ ンタ ー 
谷 050・2016・|600 


東京 近郊 の JR 東日本 線 、 東 京 目 海 高速 鉄道 線 、 
東京 モノ レー ル 線 全線 の 普通 列車 (快速 合 む ) 普 
通 車 目 由 席 が 乗り 放題 。 特 急 券 や グリ ー ン 券 な 


れ え ター ミナ 上ル 
日 1 


1 上 毛 電気 計 道 
下仁田 ET 東武 鉄道 
tr: 提 間 = ジェ イア デー ル バ ス 剛 東 

JR 在 来 線 


ーーーーーーー R 新 幸 線 
界 遺産 パス 」 に 、 ジ ェ イ アー ル バ ス 関東 の 横川 - 
軽井沢 間 と 駅 レヒ ンタ カー の 2000 円 引き 券 が 追加 
に な っ た 。 フ リー エリ ア 内 の 駅 の みどり の 窓口 や 
指定 席 発 売 機 、 お も な 旅行 会 社 で 発売 。 


越後 川口 


合 は 、 別 途 特急 券 が 必要 に な る 。 フ リー エリ ア 内 
の 駅 の みどり の 窓口 や 指定 席 券売 機 、 お も な 旅行 
会 社 で 発売 。 


ど を 買え ば 、 当 該 の 列車 、 車 両 に 乗れ る (新幹線 は 
利用 不可 )。Suica 利 用 の 『 の ん びり ホリ テー Suica 
パス 」 2670 円 も ある (久留 里 線 は 乗車 不可 ) 。 


アル リ ピピ に 3 の 拓 で 


起 冊 袋 駅 発着 の 場合 ) 


235(] 円 (2 日 間 、 丁 
一 窒 04・Z99b・2886 


西武 線 内 の 各駅 か ら 西 武 秩父 駅 まで の 往復 乗 
車券 お よび 、 芦 ヶ 久 保 一 西武 秩父 駅 間 と 秩父 鉄道 
(野上 ・ 長 洛 一 三峰 口 駅 間 ) の 2 日 間 フ リー きっ ぷ 
が セッ ト に な っ て いる 。 特急 や SL に 乗る 場合 は 


_(《 あ を に よし 運行 開始 記念 ) 
大 阪 ・ 奈 良 ・ 京 都 
NM 

KiUIKG に ID 還 に レル 


期 9 月 30 日 まで (発売 は | 日 フリ ー9 月 29 日 
日 フリ ー9 月 2 に あの 
間 近鉄 電車 テレ フ 
eiEK1SE1EIR 3957 


近鉄 観光 特急 「 あ を に よし 」 運行 を 記念 し 、9 
月 30 日 まで の 期間 限定 きっ ぷ 。「1 日 フリ ー]」「 東 
海 発 ・2 日 フリ ー」 の 2 種 が あり 、「 1 日 フリ ー」 は 


国有 | ま 1 (発売! は 6 月 の [ 0 


6 月 まで 開催 し て いる 「 四 国 ア フタ ー デ ステ ィ 
ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン 」 に 合わ せ て 販売 。JR 四 
国 全線 (瀬戸 大 構 線 は 児島 駅 まで ) と 土佐 くろ し 
お 鉄道 全線 の 特急 列車 と 普通 車 目 由 誠 、 一 部 の 


西武 秩父 線 武 州 日 野 駅 (写真 ゲ 〆 三 川 ゆ き 江 ) 
別途 特急 券 、 指 定席 券 が 必要 。 池 袋 一 三峰 口 駅 は 


片道 1240 円 な の で 、 人 往復 する だ け で 元 が 取れ る 。 
西武 線 各 駅 の 券売 機 お よび 窓口 (小竹 向原 ・ 高 肌 
ー 西武 秩父 駅 間 、 多 摩 川 線 各 駅 を 除く ) で 発売 。 


「 あ を に よし 走行 風景 ( 写 剛 開 出 胡 
真 / 近 畿 日 本 鉄道) 


1300 円 で 、 フ リー 区 間 ( 大 阪 難波 江 鉄 ミ 良 駅 
間 、 京 都 一 筒井 駅 間 、 長 田 一 生駒 駅 間 ) が 1 日 乗り 
放題 に な る 。 利 用 開始 日 の 前 日 まで に 購入 。 

「 東 海 発 ・2 日 フリ ー」 は 、 愛 知 県 ・ 三 重 県 内 (伊勢 
中 川 駅 以 東 ) の 指定 駅 か ら フ リー 区 間 ま で の 往復 
乗車 券 と フリ ー 区 間 の 乗車 券 が 付き 、 有 効 期間 が 
2 日 間 に な る 。 近鉄 名 古屋 駅 発 は 4200 円 。 ほ か 
駅 発 の 設定 も ある 。 どちら も 観光 施設 な ど で の 優 
待 や ポス トカ ー ド 引 換 券 が 付く 。 


回 
情 毛 中 村 


ジェ イア ー ル 四国 バス の 路線 バス が 連続 する 3 日 
間 ( 土 ・ 日 曜 、 祝 日 を 1 日 以上 人 往 む 必要 が ある ) 乗 
り 放題 。 ほ ほぼ 類似 し た 内 容 で 通年 販売 し て いる 
四国 フリ ー き っ ぷと 比べ 、5000 円 近く 安い 。 
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> 先 咽 Qoow 英 せ | 閉 革 | 


_ 1 万 5800 円 


ーネット 購入 


Lim ー 


上 貞 
『 1 


連続 する 3 日 間 、JR 九 州 全線 の 普通 ・ 快 速 列車 
の 普通 車 上 自由 局 が 乗り 放題 (博多 一 小倉 駅 間 の 山 
陽 新 野 線 、 博 多 一 博多 南 駅 間 の 博多 南 線 、 福 岡市 


豊 肥 線 豊後 竹田 駅 (写真 / 松 尾 諭 ) 
急 券 や 指定 席 券 を 買え ば 、 九 州 新幹線 や 特急 、 普 
通 列車 の 指定 席 に も る 乗れ る 。 イ ンタ ーネット 購入 
は 1500 円 引き 。 年 齢 条件 が 合 そ ば 「 ハ ロー ! 自 


交通 局 、 肥 薩 お れん じ 鉄 道 は 乗車 不可 )。 別 に 特 { 由 時 間 パ ス ( 下 の 表 を 参照 ) も お 得 だ 。 


お 得 に 利用 で きる 


63 


人 
JR 全線 の 新幹線 (の ぞ み | 8 万 4330 円 (5 日 間 用 ) 震 IE 
・ みず ほ を 除く )、 特 急 、 。 は 生 ロ 465 滞 用 4 
フル バム ニン 夫婦 | し 計上 kBRT(x | 88 歳 以上 の 夫婦 | と 。 の うち と ちら か | 男 年 9 月 | 日 (2 月 2 日 | 月 
グリ ー ン パス ス 高 速 輸送 シス テム ) が 対象 で 、 同 一 行 が 70 歳 以上 の 場合 は ー 翌 5 月 31 日 6 日 、3 月 21 日 一 4 
高層 更 トナ 、 の 利 国 示 識 ーー "ー 
島 フェ リー( 広 島 県 ) に | 本 で の 利用 が 条件 | 000 円 朗 い シル バー RBELAH 
| 大 人 の 5 月 23 日 (D6 月 23 日 
ョ 拉 部 パス | J ド 東日本 、JR 北 海道 全線 Ua て 7 月 | 日 で 7 月 5 日 
ie の (新幹線 含む 、 三 陸 鉄 道 8 0 2 万 6620 由 ②10 月 24 日 ② 月 24 昌 
屋 才 ほか に 東日本 の | な ど 7 私 鉄 も ) が 5 日 間 乗 | に 。。、」 「 ー12 月 2 日 ー12 月 6 日 
み 、 北 海道 の みみ | り 放題 0 ポッ ③12 月 |2 日 ③2023 年 | 月 12 日 
も ある て 2023 年 | 月 20 日 | 24 日 
休日 但 楽 部 
JR 東日本 、JR 北 海道 の 2 通年 
大 人 の 運賃 お よび 料金 が 30% 割 (男性 満 65 歳 以上 例 ) 東 京 一 仙台 駅 間 往 (年 末年 始 、 ゴ 
] = ] と を 四 u 償 : 記 ご 商 0 』 阿 中 了 は で 8 口 、 ーー 
の seed 女 性 満 60 歳 以上 。 8 ルデン ウィ ー ク 、 
割引 な ど ” | 大雪 の 場合 、 ど ちら | お 盆 期間 を 除く ) 
提 肖 還 か が 満 65 歳 以上 ) 
山陽 新幹線 「 の ぞ み 」 や | る 員 (」- | 多 ) 新 大 阪 一 博多 駅 間 | 2023 年 3 月 24 日 ま 
お と な び 特急 列車 が 30% 割 引 、 山 | YEST ネ ッ ト 全員 ) に |! 万 2470 円 (の ぞ み ・ み | で (利用 日 の ! か | 2023 年 3 月 31 日 ま 
WEB 早 特 | 陽 新幹線 「 こ だ ま 」 が 60% | (ao 上 以上 ) | ! は 利用 、3130 円 お 得 ) | 月 前 か ら | 日 前 ま | で 
| | ーー 中 5 な ど で ) 
JR 四国 線 内 また は JR 四国 
線 と 土佐 くろ し お 鉄道 線 。 。_ | 例 ) 高 松 一 今治 
四国 外し て 7 誠 E8UO 806 が 
エン ジョ イ | の 欠 道 を 往復 利用 し 、 往 | 上 54 wcamu 上 | お 得 )、 高 知 一 中 村 駅 | に ima 
ザー オ 記 | ] キキ Se に 還 待 ? コ 
と 運 貸 ・ 料 金 が 30% 割 引 
新幹線 や 特急 列車 も 含 | ハロー! 自由 時 間 ク | 北部 九州 エリ ア 版 9170 | 4a ロ の | 
ハロ ー! め JR 九 州 全線 が 3 日 間 乗 | ラプ に 入会 円 、 全 九州 エリ ア 版 1 万 | 全 か ら 日 前 十 
自由 時 間 パ ス ョ ヨ | り 放題 。 普通 車 指定 席 も | (男性 満 60 歳 以上 、| 7310 円 (イン ター ネッ ト | 。 て) 中 
6 回 まで 利用 可 予約 割引 あり ) 画 


女性 満 50 歳 以上 ) 


※ 入 会 金 、 年 会 費 が 別途 必要 な 場合 も あり ます 。 


で SF ド こ て 、 マ こよ うた つの 
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眉 下 融 邊 時 本 Ne 


癌 


ku 症 全 


革 」 j "中 
WP ーー ーー 
PEEEL ーーー. 
』 記 、』 軍 
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WM 
"| 


= の が 本 =。 1 
環 / 人 時 きり 相 G の 一 欠 暖 tete 

miaiWl 「 貴 握 忠 互 班 反 夷 豆 珂 四 」 
@ 還 主 串 " 選 央 叩 ” 掲 才 配 人 @ 
財 忌 せ 導 責め 到 句 提 う 5 
Up 尼 YO で 公 陣 尽 Nen 
也 二 想 G モ ー コ 


EE 

ゝ 柚 史 章 天 拭 層 〈 具 剖 人 @ る 
\o 抱 須 壮 環 * ゞ 臣 折 る で 「 下 科 
品 所 絡 帯 環 忠 」 公 下 光 り 装 る 
陣 *%/ ロー 尽 S 壁 G 送 生 " 訟 角 
臨 和 区 G ご 陣 号 暑 求 理 % や 骨 叶 
ふ 則 G 設 喧 因 「 コ ロト ホー 情 引 」 
に oo 針 称 毅 く 和 mko つ Np 宜 
嵐 さく 軌 忌 区 Go 記 S 銭 旨 応 選 
h 寂 結 崩 避 届 さま 皇 次 一 

ご 加 臣 交 弓 忠和 交 持 本 yo 名品 


事 一 = は 叱 “ き 
HOIE8823 
「 ち いき の 台所 」 を テー マ に 地元 産 の 
食材 に こだわ る 食事 処 。 季 節 の 野菜 
を 使っ た タリ ー ム コロ ッ ケ な ど が の っ 


た 「 ミ ックス フラ イ 定 食 」 950 円 が 人 気 。 全う 人 
米 は 地元 産 の 「 星 空 舞 」 だ 。 es き 。 燥 に は 庶 度 式 の ーーー の 恒 


は コー スズ の み 、 要 予約 )〆 水 曜 体 【 神 


日 の 場合 は 畳 業 ) / 隼 駅 か ら すぐ 


申 ham 


物 館 (も や ず ぼ っ ぱ ぽ ) 

世界 の 燕 気 機関 車 を 忠実 に 再現 し た ミニ SL が 18 車 
画 も そろ う 。 か つて 国鉄 若桜 線 を 走っ た CII や CI2 も 
展示 。 ミ ニ SL 乗 車体 験 が 人 気 。 宮 08B5B・7I・0O032 
〆 HOH 時 一 15 時 ( 土 ・ 日 曜 、 視 日 は ーー 16 時 】 〆 水曜 
休 { 祝 日 の 場合 は 翌日 体 )、12 月 1 日 一 月 末 林 / 200 


御 提 子 司 ま す だ 

昭和 4 年 (1929 年) 創業 。 
昭和 30 年代 ま で 東川 で 
た くさ ん 准 れ た アユ を か た 
どっ た 最 中 「 履 東川 」 が 名 
物 。 角 は ユズ ペー スト と 宇 
治 抹 茶 の 2 種 、 各 130 円 。 


1 Pi 上 
PH 


089・94・2242/ 98 時 ーー 円 (乗車 体験 は プラ ス 100 円 ) / 郡 家 駅 か ら タ クタ シー 
30 分 一 8 時 30 分 / 火曜 ああ で 1991 年 映画" 男 は つら いよ 」 I0 分 (土日 曜 、 祝 日 は 隼 駅 か ら 1 日 3 便 バ パス 運行 ) 
休 / 安 部 駅 か ら 徒歩 13 分 女 宮 駅 第 44 作 の 撮影 が 行わ れ た 


ーー ェ 
若桜 鉄道 の 鳥 駅 印 李 (1650 円 ) 各駅 の オリ ジ ナル 駅 印 (名 300 円 ) |: 春 計 
を 2 か 所 で 販売 中 。 ほ に 

那 家 駅 、 八 頭 高校 前 駅 、 い で 

因幡 船岡 駅 、 隼 駅 、 安 部 駅 、 若 要 駅 ・ , 

東駅 、 徳 丸 駅 、 丹 比 駅 衣 

八頭 町 観光 協会 若桜 町 観光 案内 所 | 陣 届 mhW | 

の ーーーーーーー | 車 沼 室 と 貨物 室 が 一 体 と な っ た 貴重 


郡家 駅 コミ ュ ニテ ィ 施 設 ぶら っ と | ち 伺 町 者 桜 356-1 な 「 ワ フ 35000 形 」 の 車両 を 静態 保存 


びあ ・ や すず 内 (郡家 駅 構内 ) ( 苦 桜 駅 前 
「 る あわせ て 巡り た いざ! 
12 月 31 日 、1 月 1・2 日 。。 | 年 未 年始 。 


= 


| 時 時 中 中 F『 1H 1 8 8 昌 8 す 1 下 8 8 9 1 『 1 中 |] 1 1 1 昌 B 9 8 1 すす ド ます 下 中 1 8 8 HH l 


「 鳥 負 駅 印 伯 備 線 編 ー. 


En 較 9 時 15 分 18 時 。)。 =。 | 9 時 30 分 7 時 
の 販売 所 で は 若桜 鉄道 の 当日 の 乗車 券 また は 降車 証明 書 を 提示 。 鳥 鐵 駅 印 の 第 1 弾 と し て 昨年 10 月 スタ ー ト し た 伯 備 線 の 
の 降り る 駅 で 乗車 券 を 駅 係員 また は 乗務 員 に 渡す 場合 に は 、 降 車 証 駅 印 も 好評 販売 中 。 伯 者 大 山 駅 か ら 上 石見 駅 まで 、 鳥 取 
明 書 を も ら う こと を 忘れ ず に 。 “ 県 内 の 伯 飛 線 の 10 駅 の オリ ジ ナ ル 駅 印 を 販売 。 販 売 所 な 
ウ 全 9 駅 の 詞 鎧 駅 印 を 集め て 、 販売 所 に 持参 する と オリ ジ ナ ル 記 念 ポ ど 詳 細 は 鳥取 県 観光 連盟 の ホー ムペ ー ジ へ (次 ペー ジ )。 
ネタ ー を 進呈 。 
が 人 A は は グ 車 3 小手 中 古 は 同 九 = 側 桜 に 街 川 《c 
と っ \ 木 り 体 両 戸 掛 若 そ じ 州 儲 昭信 の 駅 道 や 人 人 
落 た 木材 も の の 岡 け 桜の の 名 ま 駅 和 難 奉行 踏 と ` 東 
ち . 絵 製 を 乙 昭 観 鉛 て 鉄 タ ラ を 前 で cc 呈 風 席 き の 並 鳥 川 
着 男 の 生 若 和光 治ら 道 じ イ に の 二 到 の 早 が kc 北 行 取 を 
0) トク 25724 を も すき 6 し AS 
< 号 。 東 ん "は の 」- vi 3 な て 2 
め あ を ブ スエ が が:T/ 下 考 の デー も を た か 情 眺 まし 流 走 路 
ルー ポー マン ン 前 2 っ oe 交 て プ つ ーー に め と た る を 莉 
四 る を みい e 吉 是 王 デ ダ ゃ 地 。 知 て ひ を や ら に こ * 結 松 
ぶな 配 ス すずの 区 ろ ザ 人 人 運 cc へ へら: た が 進 。 八 ん 鉄 
s と 四 席 入 17( 気 行く 弄 れ と 素 る ら の 東 だ 道 
の も 話 妊 えよ 0 申 バ バ イィ 京 方 で - 川 旧 は 
温 人 額 問 車 営 色 し ] 事 だ イイ 最 ン みか 向 "な は 若 入 
Cc CE 内 の た ・ を や ク ク 近 と ら 左 着 主 桜 東 


(MI 


| いのり て 


邊 中 | 
中 | 
『 = 滑 
My = も 


い ー 還 。 を ・ - 、 
本 ーーー | L に 


839 丹 比 駅 本 駅 合 。 ホー ム の 棄 に アメ リカ 製 の レー ル を 柱 と し て 再 利用 


條 大 まん じゅ う 本 舗 

町 内 の 若桜 弁財天 に 五穀 豊和 本 を 祈願 し て 白 
いま ん じゅ う を 供え た の が 起源 。 米 粉 を 
覗 っ た まん じゅ う の 表 面 に は 縁起 物 の 玲 ・ | 
亀 ・ 桜 の 3 種類 の 模様 。5 個 入り 600 円 。 革 
谷 0858・82・1015/ 7 時 一 18 時 (売り 切れ 間 


( 計 補 次 第 閉店 ) / 月 曜 休 若桜 駅 か ら 徒 歩 10 分 
」 っ 
| の 6 の 
還 半 基層 穫 生 せ 明和 お も ちゃ 館 
| 王 野 和 一 と | 駅 間 ER | 1880 年 築 の 町 家 で 茸 懐か し い メ ンコ や 馬 て 菓 子 な 
ーーー アー 較 ど を 販売 。 プ リキ を 中 心 に し た お も ちゃ は 現在 、 
: や 上 町 内 の 各 施設 で 分 散 展示 中 。 
線 有 谷 0858・7|・0003 / 10 時 30 分 一 12 時 、 13 時 
て ー 17 時 30 分 / 火 ・ 水 曜 休 (祝日 の 場合 は 翌日 


休 )、 年 末年 始 休 〆 若 要 駅 か 徒歩 5 分 


大 回 酒造 場 

銘柄 「 競 天 六 (べんてん むす すめ) 」 を 醒 す 、 
909 年 創業 の 基 。 若 桜町 産 の 酒 米 と 
清らか な 仕込 み 水 を 使用 し 、 純 米酒 に 
こだわ る 。 人 0858・82・0611 / 8 時 3q 
分 19 時 30 分 (試飲 ・ 酒 蔵 見 掌 は 要 
予約 ) 無休 ノ 若桜 駅 か ら 徒 歩 7 分 


| 示 戸 岡 さ 貞 の ア ドバイ ヌメ に よ 、 

ーー 5 5 剛 粒 簡 。 全 て の 訳 を 改 佑 し 、 さ ら に 「 昭 和 
WW ア 放 | 語 を で -| ー [ 品 FE 去 ユエ = 

車台 や 給水 増 な どの SL 時 代 1 二 ie ) 校 洛 | | 感 」 が 拉 し まし た 。 駅 印 玄 集め お 


| が がら レト ロ な 駅 符 も ご 覧 くだ さい 。 


の : 攻 柏 バ の 鉄道 文化 財 が ある 。 木 造 駅 
汗 も 含め 、 構 内 で は 、 国 登録 有形 文化 財 が 8 点 。 
か つて 上 旧 若 桜 線 を 走っ て いた SL の CI2 も 保存 。 
[構内 見 学 ] 吾 0858・82・0919/6 時 一 日 / 無 | 
休 /300 円 (駅 係員 に 申し 出る ) 


4 種類 ある 車両 の どれ が 来 る か は . 
乗車 する まで の お 楽し み で す 。 


lu SET 
四 半 間 
用 時 . 習 
。 『 ーー 
| 思 1 
ー 
ュ = ロ 
| 


| m 重 
ド 人 


= 
』 


IONTE IS - 一 」 詩 


ヨ 8* 若桜 鉄道 の 矢部 部 長 


の 半端 


2 に い 個人 な < 若 
待 旅 正 車 紹 見 P : 2 秒 : 
の の さ 有 要 水 ら 穂 * Pe ま 大 
い 後 2 れ 伝 周 培 れ や 安さ 
た は た 統 が る 西 : 5 の 
寺 し りこ 条 } 駅 な は 

2 柄 * の ど 

の) の ) 

木 末 

$ 樹 

ン ビ で 


ーー 
宝 
則 


?1 


上 I 悦 世 届 難 」 記 風 玉 。 血 隊 訓 冠 評 
党 


陣 
Je 判 王 中 お 慎 村 き 吉 画 器 肖 凍 
Du 
| 恒 弄 9 才 民 の と 基 筑 押 可 S 


mm 共 。S べ JNN の きき き 知代 


= 
デー 
本 
上 


| 材 記 | 。 ぶ 混交 汐 尋 ③ 王 昌 ? で す 薄 
診 盟 冊 ご 証 涼 醒 落 忌 十 S 畔 9 


欧 杏 受 , ビ 装 農 涼 再 庄 感 基き re 記 
癌 と . 昔 詩 . 司 . 副 愛 貴 図 。m 表 


 ⑳ 問 油 及 で 人 N 吉 半 汰 9 季 選 肖 
IOWIS 誠 語 へ 計 ぐ で 洒 民 『 工 昌 沙 』 


半 で 守 員 て 。 叶 品 紹 還 ③ 習 


リ 好 り 19 避 陣 9 性 薄葉 嘩 」。( 昔 
つの) 世 当 区 S\ て 箇 吾 


S 隅 届 周 可 S 得 憶 知 。 生 六 と 


2 S 三 上 可 品 湯 S 人 に ri ドー エー いこ 


」 立 ロ テ で Se 吉 笠 AS・ ら 作 丈 
星 
叶 幸 証 薄 展 賠 4 て 臣 | 殿 対 大 紐 


)W 
叶 
喜 及 第 税 玲 , 竹 


殿 言 StS 司 


言 9 


の ' 鳥 鐵 駅 印 」 の 問い 合わ せ 鳥取 県 観光 交流 局 観光 戦略 課 人 0857・26・7237 
0 鳥取 県 の 観光 の 問い 合わ せ 鳥取 県 観光 軍 呈 0857・ 39・ 0 JCS2wwntolmw jp/ 


雇っ つ 環 記 要 越 党 聞 玩 癌 のり で 誤 
り 選 7 計時 で か ho 騰 加計 6 向 め 多才 
い 選 ズ 公団 シン る 才 古 " 軍 誠 環 記 や | 
2 
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営 の か た わら 、 講 演 会 な ど で 土 方 歳 


士 方 歳 
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本 誌 の 定期 購読 者 は 、 よ みう り カ ルチャ ー が 主催 する 土方 愛さ ん の 関係 イベ ント (講座 ・ ツ アー) に 優先 


た だ け ま す 。 詳 し く は [よみ うり カル チャ ー 柏 ] の ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


雪 加 い 


読売 旅行 は 、 創業 60 周 年 。 
これ か ら ゃ 、 旅 の 素晴らし さ を 伝 えま す 。 


課 60 財 年 特 別 企画 痕 野 プリ ンス に 痕 ま る 


SO 


ー フ 100% 使用 
oma 


の 25 上 新宮 良 野 プ リ ンス ホテ ル 


な や ま 洋 ラ ベン ゲー 
"一 = 地 元 観光 協力 お も すめ の ラベ ンダ 三 畑 


※ 了 月 一 月 上 押 頃 。 開 花 時 期 認 再 立ち 寄り 


"出発 日 旅行 代金 (3 名 様 | 室 / 大 人 お 一 人 様 スケ ジュ ー ル / 文 ご 当社 初 登場 4 
ーー ーー 較 羽田 (1 時 13 時 発 ) 新 干 歳 空港 一 え こり ん 村 ( 世 界 一 の トマ ト の 森 、 
上 北海 道 一 の パラ 畑 (6 月 下旬 一 7 月 下旬 )、 日 本 一 の ひつ じ 牧 場 見 物 ) 一 
に 明 | 23・25・26 晶 「 60 000g 較 札幌 市 内 ( 泊 )《 フ ェ ア フ ィ ー ル ド ・ バ イ ・- マ リオ ッ ト 札 幌 ノ 洋室 利用 ) 
較 30 日 訪中 l・3・5 日 国 呈 21 日 OU00U っ っ oe ここ ae>  。。  、  、 .、 3』。 *: 
7 月 7 日 Fi 邊 | 16・ 18 日 75 U00 円 一 均 か なやま 湖 ラ ペン ダー 園 (月 一 月 上 旬 の み 。 5 月 、8 月 中 一下 名 [は 
ーー 守 ーー ーー 議 カン パー ナ 六 花 亭 立寄り ) 一 支 幌 舞 駅 (映画 ロケ 地 で 有名 。 現 在 の 幾 寅 
UNG02.008 80.000 円 同 駅 ) 一 ド メー ヌレ ゾン (ワイ ナリ ーー 見学 と 昼食 ) 一 パジェット コー スタ ー 
還 に ・19 日 出 の 路 〉>ー ケ ン と メリ ー の 木 一 〈 美 瑛 パ ポッ チワ ー ク の 路 め ぐり (車窓 ) 一 青 
請 22・29 日 90,000 円 | い 池 一 美瑛 ・ 四 季 彩 の 丘 一 富良野 温泉 ( 泊 )《 新 富良野 プリ ンス ホテ ル 》 
※1 名 様 1 室 利用 は 15.000 円 増し 。 ※ 空 港 利用 料 が 別途 必要 。 同和 彩 の 湯 」 の 入党 券 付き 。 夕 食 は ホテ ル 目 慢 の ビュッフェ 料理 
園 添乗 員 〆 1 日 目 新 千歳 空港 か ら 3 日 目 新 千 歳 空港 まで 同行 
画 最 少 催行 人 員 ノ 25 名 ” 還 %7-8 月 出発 / ご 希望 の 方 は 風 の ガ ー デ ン 。 お 一 人 様 別途 1.000 円 ) 
彫 お 食事 / 朝 2 回 、 昼 I 回 (2 日 目 )、 夕 回 (2 日 目 ) 付 記 一 富良野 * フ ァ ー ム 富田 一 新 千歳 空港 羽田 (15 時 一 17 時 30 分 着 ) 


※ 利 用 パス 会 社 : は まな す 観 光 等 還 記 号 〆 ゆ 航空 機 バス ーー 


誠 売 臣 到 骨 6 050-3172-4343 


# び お 9 』 T271-0092 千葉 県 松戸 市 松戸 1307 番 地 1 栓 戸 ピ ル 13 暗 
総合 旅行 業務 取扱 菅 理 者 河野 勝 観光 店 長官 登録 旅行 業 第 91 号 


ML hh の 営業 電話 受付 / 月 日 曜日 9.30-17:30 束 祝 日 は お 休み 


[障害 者 部 呈 証 消 造 に 関す る ご 宮内 ] 再 午 慢 功 状 混 に よっ て は 、 当 宴 四 手配 員 此 に 電 地 れれ て し いな も い 特 喚 配 填 . 指 置 が 中 本 に 下る 能 性 が 市 り ます 。 詳 細 は 『 誠 行 茶 時 書 ] 
本 [者 四 し 込 再 師 性 」 を 障 認 の コキ . 特 一 豆 配慮 - 指 置 が 選 要 と 芋 古 記 は . ご 得 調 直 せ て いた だ さま す 四 で . 融 王 申し 出 吉 下 培い 。 

二 主 も い 詳 行 常 性 宮本 明 し た 書面 友 所 自主 す 員 で 。 還 前 に ご 大 認 の 上 専 申し 誠 み 下 守 1。 ーー 当社 HP の 「 融 同 誕 江 芸 社 】 一 覧 
(httPsyyumvw.PrmilurHynknkuCoulPyhUs ls! を 選 覧 くだ さい . 当 社 HP を ご 覧 に な れ な い 方 は 随 売 セッ ダー へ ご 講 天 た 


癌 GR ゴー ド 二 時 粧 式 苦 社 デジ ッッ ー ヴ ワ ヴェー ビザ 本 坪 鯉 両 竹宮 本 。 


その た び 、 わく わく 。 
新 ブ ラン ド 「 パ レー ド 」 誕生 。 


読売 旅行 の 添乗 員 同行 ツア ー は 新 ブ プラ ンド 「 パ レー ド 」 に 生ま れ 変 わり まし た 。 


パレ ー ド が 選ば れる 4 つの 理由 

時 経験 豊富 な 添乗 員 が 、 あ な た の 旅 を きめ 細やか に サポ ー ト 
画 何 人 で は 手配 じ づ らい と こと も 「 旅 の プロ 」 に お まかせ で 楽々 
目 旅 前 、 旅 後 の サ ポー ト が し っ か り し て いる か ら 安 心 

時 読売 新聞 グル ー プ の 一 員 だ か ら こ そ 提 供 で きる 旅 も 


回 答 者 の 中 か ら 抽 選 で 5 名 様 に 周 
北海 道産 メロ ン 1 玉 を フレ セ ゼ ント! 坦 菩 


旅行 に 関す る 
ン ケ ー ト の お 願い 


応募 は 、 右 の QR コー ド か ら 移 いた だ く WEB ア ン 
ケー ト フ ォ ー ム か ら 、 も し く は 下記 の アン ケー ト 用 紙 c SA 寺 時 09 es 
管 、 住 所 や 氏名 な どの 必要 事項 を ご 記入 の 上 、 フ ァ 郵送 の 場合 〒104-8420( 住 所 不要 ) 


クス か 郵送 で ご ぷ ぶ 返信 く だ さい 。(] 人 1 回 有効 ) 読売 旅行 デジ タル マー ケティング グル ー プ まで 
※ 応 募 の 締め 切り は 2022 年 6 月 27 日 必着 。 当選 者 の 発表 は 、 早 品 の 発送 を も っ て か えさ せ て いた だ きま す 。 


t 下 1 


ファ クス の 場合 FAX:03-6859-4302 


旅 の 目的 で あて は まる も の を 教え て くだ さい (複数 回 答 可 ) 

] 慢 泉 (⑦ 自 然 の な な か が で の アク ティ ビ テ ィ ( 登 山 な ども 含む ) 8 紅葉 ・ 新 緑 ・ 花 な ど ④ ホ テル ・ 旅 館 な ど 宿 泊 施設 

5 名 所 観光 ぬ ⑥ 歴 史 ・ 域 な どの 史跡 めぐ り ⑦ 神 社 仏閣 ⑧ 鉄 道 な どの 乗り も の (観光 列車 も 含む ) エン タテ イン メン ト 
0 グル メ ⑪ 街 ある き 0⑫ イ ベン ト ( 祭 りな ど ) ⑬ 鉄 印 ・ 御 朱印 集め (タク ルーズ 

⑮ 世 界 遺 産 ⑯ 日 本 遺産 ⑰ そ の 他 ( ) 


1 回 の 旅行 の 平均 単価 を 教え て くだ さい 
①10.000 円 以下 ②10.001 円 20.000 円 ③20.001 円 一 40.000 円 ④⑳40.001 円 60.000 幅 
⑤60.001 円 一 100.000 円 ⑥100.001 円 以上 


よく 利用 する 旅行 種別 を 教え て くだ さい 
① 添 乗員 同行 の 団体 ツア ー ② 個 人 型 周遊 プラ ン (※) ③ 宿 泊 十 交通 の み セ ッ ト プ ラン ④ 宿 泊 の み キ マイ カー 利用 
(※) 他 の グル ー プ と 一 緒 で は な く 個 人 で まわ る 観光 付き の 商品 


誰 と 旅行 に 行く こと が 多い で すか 読売 旅行 を 利用 し た こと が あり ます か 


① 家 族 @⑫ 夫 婦 ( パ ー ト ナー) ③ 恋 人 ④ 友 人 ⑤ 一 人 ある: : な い : 

Q 5 で ' あ る 」 と 回 答 し た 方 は 、 ど の よう な 商品 か 教え て くだ さい 

日 帰り パス ツア ー @⑫ 列 車 や 飛行 機 を 利用 する 団体 ツア ー ③ 海 外 旅 行 

〈④ ク ルー ズ 旅行 ⑤ 宿 泊 十 交通 の み セ ッ ト プ ラン ⑯ 現 地 集 合 解 散 プ ラン ⑦ そ の 他 ( ) 


rLLIIIII 


府 県 


① 会 社員 ② 自 営業 ③ 主 婦 Q① 公 務 員 
5 教員 ⑤⑥ 了 医師 ⑦ ア ル バ イ ト @ 学 生 
⑩ そ の 他 ( 


Or アン ケー ト に 回 答 い た し ます 。 [個人 情報 の 取り 扱い に つい て 】 ご 記入 いた だ きま し た お 客 様 の 個人 情報 は , 早 品 の 発送 お よ げ マー ケティング の た め に 利用 し ます 。 芋 持 、 法 俗 等 に 基づく 場 苗 在 
で 個人 情報 を 算 三 者 に 提供 する こと は あり ませ 上 。 また. 利用 目的 翌 行 m の た 上 に 撃 務 還 一 部 ある し いい は 主 部 在外 部 に 要 託 する こと が 生 り ます 。 開 博 等 の ご 調 求 に つき まし て は 下記 まで ご 連 引く だ さい 。 運 下 が に 対 席 いた し ます 。 
市 大 様相 談 定 電話 03-GB59Hd3 ロ 1 FAKE ロコ -555 ロ -U63B 電子 ヌー ルル custnrmiercorntactgromlurLFrrnkoukcn。j ロ 禁 葉 対 社 読売 衣 行 個 上 情報 保障 菅 理 者 : 工 朋 責 中 所 賠 部 莉 : 球 務 罰 括 部 
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浸 源 ,6 は 本 年 7 月 中 角 宅 包 に c 博 品 ウキ スゲ の 大 群落 が 見 頃 を 迎え る 


尾瀬 号 時 刻 表 
往路 ) 


川越 観 光 


1 22:00 発 | | 大 清水 ′ |13:10 発 | 一 |14:40 発 | 15:10 発 
| 練馬 駅 (区 役所 前 )| 一 | 7:05 発 | 7:45 発 | 22:30 発 
川越 駅 西口 ” | 7:3O 発 | 一 | 一 |23335 発 
117:10 着 | 18:05 着 | 一 | 


1 
| 3:30 着 | | 練馬 駅 (区 役所 前 ) | 17:0O 着 | 18:05 着 | 一 | 19:0O 着 | 


10:50 着 | 10:50 着 | 11:30 着 | 3:50 着 
※ バ スタ 新宿 22:00 発 は 10 月 15 日 まで 、 そ の ほか は 10 月 16 日 まで 運行 。 ※ そ の ほか の 乗降 場所 に つい て は 、 関 越 交 通 ホ ー ム ペー ジ を ご 参照 くだ さい 。 
※ 一 部 を 除き トイ レ 付き 車両 で 運行 。 途 中 、SArPA で トイ レ 休 憩 も あり ます 。※ 尾 瀬戸 倉 で 下車 後 、 鳩 待 峠 行き バス の 時 刻 表 は 、 関 越 交 通 ホ ー ム ペー ジ を ご 参照 くだ さい 。 


尾瀬 号 運 賃 (大 人 片道 ) 

“ 

| バス タ 新 宿 ・ 練 馬 駅 (区 役所 前 ) | 3800 円 : 4300 ロ 3900 | 4400 由 

| 川越 駅 西口 " |3500 円 :4000 四 | 3600 円 : 4100 円 | 3600 円 | 4100 由 | 

栄子 ども (小学 生 ) 運 賃 は 大 上 運賃 の 半額 で す 。 氷 閑 前 期 に 関し て は 、 関 越 変 通 ホ ー ム ペー ジ 内 | 尾瀬 号 運賃 
カレ ンダ ー | を ご 参 照 くだ さい 。 


尾瀬 与 乗車 基 購 入 方法 身 ヶ 岳 (ひうち が た け )} を 望む 尾瀬 ヶ 原 
③ イ ンタ ーネット 


【 発 車 オ ー ラ イネ ッ ト 〕 https://secure.」-Dus.Co.jp/hon/RouteList/List?uncd 三 1002&name 三 関越 通 
③ ス マー ト フ ォ ン アプ ブリ 「 バス も り |!」 er ー 
G 旅 行 会 社 ホ ー ム ペー ジ ーー 「 

〔JTB〕 http://www.jtD.COo.jp/Dus 

(日 本 旅行 〕 https://www.nta.Co.jp/bus/ 
③ 各 社 コ ン ビ ピ ニ エ ンス スト ア 端 末 (ファ ミ ボ ー ト 、 ロ ッ ピ ー な ど ) 
沙 上 記 以 外 に 、 旅 行 代理 店 や パスタ 新宿 、 ぐ ん ま 総 合 情報 セン ター (ぐん ま 

ちゃ ん 宗 」) な ど で も 購入 で きま す 。 
光 径 車 日 の 1 か 月 前 か 52 日 前 の 17 時 まで 購入 可 。2 日 前 7 時 以降 か ら 前 日 
まで は 尾瀬 高速 パス 案内 セン ター へ お 問い 合わ せく だ さい 。 


尾瀬 号 問 い 合 わせ 
尾瀬 高速 パス 案内 セン ター 回 3 0120・53・0215(8 時 30 分 17 時 30 分 無休 ) 
http://WWwW.kan-etsu.net/ 
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(4) 忌 も 辿 軸 dh" 剖 軸 敵 weo" 


+ 
【 手 戦 】 senosn 


宮 忘 居所 @ 回 買 杜 無 各 鷲 
下記 る つ 拉 向 署 上 雷 一 慎 " 


\ 
⑤【 胃 競 】 ゎ 2ben 


選 陳 ヤヤ ゃ で ] 民 下 り 光 ね り 
* セ 接 只 震 加 ご 織 祭り 


\ 
@【 宮 貢 】 々 sw 


癌 お 愉 直 絆 6 違 式 叶 め や 握 絡 
ピロ 遇 記 回 @ 半 芽生 宇 千 理 
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吾 講 S 涯 圭 還 さき 弄 . の 正 . の 泊 | 減 基 | 


休 劉 多 /: 所 < 


SL 2 あぁ 失 の : 錠 みあ 


茶 を より お いし く (味わう た め に 茶 種 に 合っ た ベス ト な 漆 れ 方 を 学び た い 。 
茶葉 の 量 、 湯 温 、 湯 量 、 浸 出 時 間 な ど 、 浅 蒸し 煎茶 の コツ を 教わっ た 。 


まず は 茶葉 の 量 。1 人 ティ ー ス 湯量 は 一 人 約 80・ 山 。 湯 准 ま 茶 の 濃 さ と 量 を 均一 に する た め 、 
ブー ンジ 1 杯 程度 の 3。 写 真 は 高 し 平 温度 計 を 使用 し 湯 温 約 60 度 まわ し 注ぎ を 。 茶 碑 1 つ 2 と 注ぎ 、 
本 さん の 浅 燕 し 煎茶 。 葉 の 形状 に 。 急 須 に 注ぎ 蓋 を し て 1 分 半 (] 2 っ 1 と 戻る の を 繰 り 返 す 。 最後 
が 細長 《 整っ て いて 上 質 の 証し 。 煎 目 )、 高 級 和 煎茶 ほど 旨み が 増す 。 の 一 滴 に 成分 が 衣 区 。 注 ぎ き る 。 


水 出し 煎茶 も うれ し い 季 節 。 茶 
葉 を た っ 京 り 入れ る と 15 分 程度 
で も 浸出 。 冷 蔵 庫 で 一 晩 じ っ く 
と 浸出 する の も オス ススメ. 


茶 は 3 表 目 まで 美味 ! 
左 が 浅 蒸 し 煎茶 で 潜ん だ 黄金 色 。 生み が 小 し 減り 、 苔 みや 渋み が 増 
右 が 深 蒸 し 前 茶 で 韻 い 縁 。 潜 蒸 す の も 好み 。 表 ご と に 湯 温 は 高く 、 
し は 茶葉 が 粉 砕 され 、 色 も 成分 も 浸出 を 短 《。 浅 蒸し は 2 煎 目 約 
出 下 すく 高温 の 湯 で きっ と 池 和 れる 。 宮 度 30 秒 、3 煎 目 約 85 度 で すぐ 。 


SATOMI 製 茶 

静岡 県 川根 本 町 下 長 尾 58-]1 

人 0547-56・0672 

工場 見 学 は 1 週間 前 に 要 予 約 

天井 川 鐵道 下 泉 駅 か ら 徒 歩 20 分 新 

N 還 NRIT 東名 高速 島田 金谷 IC か ら 国 道 473 号 
NN AM ュ Fr で 3 ンジ グ 経由 29"n 
み の や ぶ き た 共 「 愛 」「 美 」「 輝 」 

各 50 低 1200 円 と 、 さ えみ どり 「 百 姓 一 気 」 1003800 円 (2021 年 度 ) 


茶房 一 兆 (きざし ) 一 」 で の ティ ー タ イム 
款 畑 を 眺め る オー ブン カフ ェ で は 、 高 本 さん を は じ め 3 人 の 茶 農 家 が 作る 川根 茶 10 種 ( 和 紅 茶 


を 含む ) か ら 3 種 を 選び 、20 種 の 急須 を 使っ て 自分 好み で 滝 れ ら れる 。2 種 の お 茶 請 け 付 き で 
I200 円 (| 週間 前 に 要 予 約 )。 今秋 に は 30 分 500 円 で 貸し 切れ る テラ ス が 完成 予定 。 


日 本 の 主要 な 


、 ~ デ に "ころ 
< as 


加賀 棒 茶 | 石川 | 


バタ ノバ バタ 茶 | 富山 | 


村上 集 | 茶 は も と も と 亜熱帯 原産 の 常緑 植物 で 、 東 北 で 
積雪 に 耐え る た め 樹 形 を 低く も 少し は 栽培 され て いる が 、 新 潟 県 村上 市 と 茨 
仕立 て だ た 茶 は 甘み が 特徴 城 県 大 子 町 を 結ぶ 線 の 辺り が 経済 的 栽培 の 北 

| 限 と され る 。 茶 銘柄 の 大 半 に 産地 名 が 付き 、 最 
上 ] 近 は 地域 団体 商標 制度 で 認定 され た 「 地 域 プ 


ラン ド 」 名 も ある 。 特殊 な 製造 ・ 飲 み 方 を する 
個性 派 ロ ー カ ル テ ィ ー も 紹介 し よう 。 
文 ・ の か た あき こ 


人 MA 
ボン 県 北 の 大 子 町 を 中 心 と する 山間 地 
' の 茶 で 色 つ や の よさ と 午 気 が 特徴 。 


角山 茶 | 乱 | 


狂 山 丘陵 周辺 に 広がる 武蔵 野 台地 が 中 心 。 仕上 げ 加 工 段 
階 で 強く 火 熱 を 加え る こと で | 狭山 火 香 (ひか )] と いう 特有 
の 香気 を か も す 。 渋 み の 中 に も 甘み の 強い 爽やか な 茶 。 


足柄 茶 | 社 奈 川 | 


静岡 県 富士 地方 に 近い 足柄 地方 が 中 
心 。 山間 地 特 有 の 味 、 査 り の 良い 茶 。 


静岡 葉 | 天 山 | 


西尾 茶 | 愛知 | 全国 屈指 の 茶 産 地 で あり 集積 地 。 牧 之 
! 原 台地 を は じ め 富 士 山麓 、 安 倍 川 、 大 井 

西尾 市 、 吉 良 町 中 心 。 多 川 、 夫 竜川 、 太 田川 流域 で 特徴 ある 茶 を 

く が 抹茶 原料 の 大 茶 ( て 生産 。 県 民 の 茶 消費 量 は 全国 一 で 突出 。 

(HIHHHIHRNHiHHHH 出 出向 

1 膝 枝 茶 川根 茶 島田 茶 金谷 茶 


牧 之 廊 茶 掛川 茶 菊川 茶 天竜 茶 

近松 茶 を 参考 文献 『 日 本 茶 の りす べ て が わか る 

他 壮 貞 軸 本 』、『 日 本 茶 イ ンス トラ タタ ー 請 座 テ 
キス ト 202I』( と も に NPO 法 人 ・ 日 本 茶 
イン スト ラ タ タ ダー 協会 発行 ) 


吾 講 8 涯 寺田 さき 弄 の 正 の 演 | 沙 革 | 
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ボテ ボテ 茶 : 


個性 豊か な ロー カル ティ ー 
| 茶 の 茎 を 粘 煎 し た 千 じ 茶 で 香り と 
加 供 棒 泰 ] 琲 拍 の 水色 (すい し ょ く ) を 楽し む 美濃 茶 | 岐阜 | 
ノー タタ 玉 | 肝 夫 の 煮汁 を 2 本 の 夫婦 夫 先 (ちゃ OkHN5ONPHHHHHHHHH お HH 
バズ 全 | なん) で パタ バタ 振り 泡立て 飲む 指 斐 (いび ) 地 方 ・ い び 茶 、 白 川町 
秋 旬 の 日 際 書 茶 と 閉 燥 きせ た 「「 


に 入れ 茶 先 で 泡立て る 


夫 の 花 を 者 出 振り 共 江 江 茶 | 
寺 石 茶 | 秋 し 古 葉 を 吾 か せ カ ビ 付け する 後 
(こう ) 発 酵 茶 。 完 成形 が 碁石 伏 信楽 ・ 土 山 ・ 政 所 (まん どこ ろ ) 茶 で 知 
| ゆで た 茶葉 を すり 潰し 数 週間 乳 られ 、 信 朱 の 朝 宮 茶 は 香気 で 有名 。 
門流 番茶 | 放 売 本 させ る 後発 本 共 ll 
プク ブ ク 茶 前 り 米 湯 ・ さ ん びん 茶 ・ 番 茶 を 鉢 宇治 茶 | 都 | 


宇治 田原 町 や 和束 ( わ づ か ) 町 な ど を 
中 心 と し て 玉 雇 、 寿 茶 な どの 高級 茶 を 
生産 。 府 南 地方 で は 上 級 前 茶 の 生産 


4 2 が 行わ れ 、 宇 治 茶 と し て 名 高い 。 
八女 葉 | 福 同 | 一 一 一 


県 南部 八女 地方 全域 を 中 心 と す 
る 煎茶 産地 。 星 野村 な ど 山 間 部 
で は 玉 露 が 生産 きれ 、 京 都 と 人 画 ぶ 
プラ ンド 産地 。 改 女 茶 、 星 野 茶 、 
福岡 の 八女 茶 な どの 呼称 も 。 


ボテ ボテ 茶 | 島根 | 


ア 


うれ し の 茶 | 人 質 | HMI ' 
栄西 (よう さい ) 禅師 に ちな む 茶 伝 の や 、 


来 の 歴史 的 産地 。 丸み を 淀 び た 形 
状 の 玉 ( た ま ) 緑 茶 生産 全国 1 位 。 


< 了 r :1 』 昌 昌和 gw = / 


時 


一 


人 吉 球 摩 地方 や 中 山間 地域 を 中 心 7 [ 
に 県 全域 。 衣 茶 と 玉 緑 茶 が 生産 量 ーー 7 鞭 石 徐 | 高知 | 
| 7 0 
デア アデ ] 
の 阿波 番茶 | 徳島 | 


馬島 連山 か ら 牧 園 周辺 、 大 隅 ・ 薩 摩 


6 大 和 茶 | 人 中 | 

半島 、 薩 南 諸島 と 全 県 的 に 生産 。 静 宮崎 茶 | き 中 | Auuiuu 和 ll ] 
間 県 に 区 英 する 余 生産 量 。 南 九 EEH5 半 電 NEHH 語 RS 大 和 高 原 一 帯 の 高 冷 山 間 地 で 
州 市 を 中 心 と する 麻 摩 地方 な ど 平 全 千 機 町 を 中 心 に 釜 炒 末寺 さ れる 香り 高い 茶 。 

坦 茶 園 で は 大 型 機械 化 栽培 が 進む 。 り HMI 

介 お も な 銘柄 1 で は 時 奈 寂 。 「 1 

馬島 茶 か ご し ま 知 葉 茶 伊勢 茶 | 


枕崎 茶 種子 島 茶 鈴鹿 山系 北勢 地方 は 伊勢 茶 の 代表 産地 


で 、 か ぶせ 茶 が 多い 。 宮 川 流域 の 南勢 地 


則 方 は 深 素 し 煎茶 の 主 産地 。 前 茶 中 心 で 
プク プク 茶 | 沖縄 | ツー 茶 閉 出 客 ( 生 茎 ・ 荒 茶 ) は 全国 第 3 位 。 
@ お も な 名 杭 


水沢 茶 邸 鹿 茶 亀山 茶 わた ちい 茶 


で の お S じ 株 9 古 古 
本 アニ | i 且 で 


べ 構 で - | 橋下 時 取 能 


FN に < 上 EuKI2M エ ミー トー メール 
視 G 下 囲 ? 民 窓 唱 G べ 刺 「 芋 職 」 ゼ 7 
ズ ャ G 忌 避 | 台 り ロロ らら 剛 還 く 
押 称 前 くも 絡 球 相 信 S。 則 め ロ K 直播 給 由 還 攻 挫 で AK 改 ネー( ヘ ーー) 
りつ りつ 0 表せ 控 @ 持 表 べ で 
り 穏 邊 つり つめ る 必中 AG5 格 
せ 紛 りつ リズ ベ ャ て 定 眉 % 宗 GS 
所 ^ 環 民 曲り つ り / 時 岡 斉 填 り 加 
色 D り る 09 

呈 性 り 忠 次 を 佑 昧 的 せり 人 7 
せ 剛 人 京 必 嘘 半 つ 似 下 違 民 公 ko“ 
財 他 虹 密 尽 杏 り ^ 王 囲 人 や @ 吉 


挫 6 抽 挟 と うっ で る の 直 ポ 記 り っ GS 
嘱 。 浴 信和 りり る Q 選 お ね GS る MnO 妥 皿 約 で 7 
( 友 JJGe の 人 拭 呈 の だ Q つ ね で で 
0E べ ささ ME し ンー いく に 


こと に ーー いさ 
IA 


JH 社 十 誤り 刀 や ーー 
ココリコ お M 際 で て Nm MG 瑞 時 
Ko 67 給 り 店 所 矢 据 選 つ 部 7 


ける 。 日 本 茶 ア ド 


日 本 茶 イ ンス トラ タタ ー 協 会 東日本 
茶 の 奥 深 さ に 感動 し 、 そ の 後 20 年 共 り 


信 iNS 
避 ェ 選 提 
半 KEs や の 
NISISI SS | 号 陳 2 2 : 
SESEtOIASKNE ES 朋 幼 肖 ジ G 尽 S^ 淫 賠 僚 芋 団 人 SG2  S 
つ " 画 人 ざ やせ 擦 底 ho 職 く / 信忠 較 つ / OS 介 ko 括 擦 2 向 12 
1 ia 1 も に 。。" ご 届 - コ 
菩 据 光 や 的 つ 民 りく 7 終 僚 折 N 凸 尾 RA ※ 回 ゼ 明 梁 係 G 駐 2Z つ WM 。 っ 人 
ーー ロー 1 = 」 eu デコ 1 TRG ュ J 
つい 写 世 守 誠 | 王 NAT 中 り ′ 絆 攻守 記 で 毅 夷 ・ 画 加 m 吉 最 8 
導 由 ー 1 表 に 2 a 1 me 尾 棄 S 生 | 
つ 共 づつ” 控 ゼ 対 岡 人 ン 良 か 並 更 避 舞 権 是 了 ^ 翼 約 り リ 諾 生出 柳 代 師 | 
ご 四 ” は py | 
OU 玉 太 人 OO 還 攻 @ 近 @ 関 。 閣 天 負 低 宏 " 尽 人 S/ 括 つく 間 SS 台 図 I 加 届 穫 | 
2 ん am I 必 S 充 時 再 中 コ MS 
所 洒 細 衣 信 ぐ 性 天 品 せ 膨 訂 ES 臣 や 栓 So 型 で 上 析 軌 W つ り 株 全 誰 エ く ご 
際 00 ^ 9 
hG の" つり 4H 岡 @ 挫 記 S 全 染 り る マン" ーー 江上 ポ | I 
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(所 ) 藤 畠 者 G 想 中 コ 選 enNG 硬 購 ( 忠 民 さ 
中 求 尿 へ K ユ 季 葵 劉 ) ( 著 ) 財 基 @ 敵 天 じ 控 
虹 そ せ 擦 亜 和 つつ レネ 稼 ( 忠 硫 へ 陵 世 久 時 騙 ) 
( 己 ) 括 臣下 下 避 麹 Ke 醒 旧 醒 宣 棚 漁 能 (8 
と つき 心 ) 本 交 雪 拉 時 表 ( 孔 民 へ 凡 斑 選 ) 


3 
口 * 


| 昌 終 | 尽 we'mRe" 荘 Gn 凹 区 挫 @ 紅 下 


と 篤 し 才 伯 GS 測 讃 交 也 や 血 必 
を 聞 村 りゃ RS ズ ャ 篤 弄 必 朋 * 
S 陽 や 記 臣 *S/ 据 胃 G 地 志和 直 
個 り 六 お や 6 下 コ の りく ン と? 

革 剛 選 肖 G 拒 挫 。 司 区 べ 選 皿 
G 押 邊 やら 生 G 篤 失 6 惑 和 
除 G 舞 ズ ・ 慎 定 基 せ ” 量 拘 祥 ※ く 
財 証 G 弥 個 り 出 定 ・ 舞 或 ・ 征 志 S 
宮下 で 秀 陣 較 や 「 気 脅 G の し 
つく 」 件 己 。 折 ea 査 る く 羽 7 

KG 映 G 並 O 上 く 表 尽 直 / 天 くく 
拍 窒 赴 / の し じ つ G る つや 挫 珈 て 
半 コ つ ^ 凸 性 補 密 根 和 か ko ずつ 
レ ^ 拓 除 や 還 ン 殿 ぐ ペリ So? 


MRRND 坦 


1 1 = 時 1 1 “ 下 [ 琵 記 
組 つ 各 禁 栓 ! 


に nH ーー 31 Emi 
1 子 年 ー 
ai 和音 8 
人 上 守 が ーー 


日 上 L 衣 忌 S^ 攻囲 G 亜 躍 也 餅 
凡 阜 中 否 草 *%w/ 寺岡 ご 攻 
選対 さく 旬 負 急 探 や 再 民代 居 
つく 格 @ 揚 忌 槍 交 四 必 VI 
挫 細 も 避 Pyo 立 擦 せ 時 いじ SveG 
り 扱 つ ” 輌 司 や 間 ぶ no 失せ 挫 共 染 
商 さ りく uoG 篤 章 吉 や ” 親 普 Sh 
べ 避 収束 全 当選 間 下 や ho 


葉 控 G 赴 選民 AA て 居 呼 り 箇 
内 り 天 多 つ 肝 据 拉 吾 品 過 世 圭 
宗 呈 尽 べ 公 態 欠 つ 選 挫 央 部 
信 コン 映 で 則 挫 物 秩 KG 普 ” 燃 
給 ・ 地 旨 田 臣 G 控 隊 飲 ・ 常 衝 能 包 
( 栄 季 剛 時 思 ) 代 / 衝 せ の O 加 染 k 経 
終 肝 理 送 約 押 所 6 工具 羽 党 や K9" 

も 志筑 届 挫 搬 豆 隊 枯 名 
で 環 工 せ く て いり 玲 韻 相 用 和 で や 
堂 届 旬 歪 じ 9? 忌 旭 失 ゼ 晶 
相 ど 搬 つ コン ′ つ 秦 定 作る くつ る" 

RF 全 JUG 擦 間宮 骨 展 ・ 還 
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1 店 主 自 ら 茶 を 滝 れ て くれ る の で 、 会 話 を 楽し みな が ら 味 の 好み が 伝え られ 
る 2 24 代 目 当 主 の 通 円 祐 借 さん 。800 年 前 の 茶釜 や 大 小 の 茶 素 に 見 守ら れ 
て 3 足利 義政 や 豊臣 秀吉 、 徳 川 家康 も 訪れ た 茶屋 。 現 在 の 建物 は 1672 年 に 
建て られ た も の 衝 上 抹茶 と 茶 団 子 の セッ ト 860 円 。 上 抹茶 は 宇治 の 手 摘 み 
抹茶 を 合 組 (ご う ぐ み ) し た 「 満 天 」 を 使用 5 宇治 橋 の 上 流 側 に 張り 出す 三 
の 間 。 こ こ か ら 滋 み 上 げた 名 水 を 、 秀 吉 は 茶の湯 に 使っ た 
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お 余 と 宇治 の まち 
歴史 公 工 
茶 づ な 
京都 府 宇治 


ー 共 
ま JH 守 
っ 


叶 計 0 2 


6 宇治 川 の 中 州 で 営ま れ て いた 茶園 を 再現 し た " 修 景 茶園 j。 ゴ ー ル デン ウイ ー ク に は 茶 摘 み 体 験 も 行わ れ た 7_ ミュー ジア 
ム は 「 宇 治 茶 の 間 」 と 「 歴 史 の 間 」 で 構成 され て いる 8 ガイ ダン ス ゾ ー ン で は 宇治 の 名 所 や 見 どこ ろ を タッ チ パ ネル で 紹介 
9 史跡 ・ 宇 治 川 太 間 (た いこ う ) 堤 跡 。 秀吉 が 築 か せ た 堤 に より 、 宇 治 橋 か ら 下 流 の 流 路 が 大 きく 変わ っ た 


タ 心 て 冷 准 は ヒ C1 茶 し 語 の プ 交 中 茶 字 の 2 る そ 有川 興 
| 配ら いま 用 れ 目 光 0 の た な 特 …“ 館 流 心 園 治 ま 0 ば ト 味 好 
の は る し 意 て られ 0O 溢 の 体 徴 し 内 館 に や の ち 2 に 流 も み 
2 無 "eo さ 広 茶 て 0 れ な は 験 は ス K 立 玖 歴 1 人 へ 増 の 
生 用 見 回れ 祭 問い 円 方 コ プ 開 ト は 通 つ 跡 史 史 年 畑 向 す オー 
が * 慣 で た 用 を た て 体 滝 選 放 ラミ 称 の を 文公 8 が か <? 杯 
日 れ 湯 * 盆 党 使 だ 験 れ 用 感 ン ニコ が 含 花 園 月 見 5 通 を 
茶 本 た 春の 字 っ ぃ 先 全 ララ の が 1|1 茶 お む あ を " 開 え と 周知 
の 夫 急 と 上 治 て を た を ほ 、 そ ム あ ぁ 倫 ジブ 茶 敷 乱 宇 業 て ` 茶 る 
歴 イ 須 茶 c 茶 溢 煎 ど 所 た の る わ ア な と 地 式 治 の き 京 屋 と 
史 ン と 菓 は の れ 茶 は 要 科 中 体 る ムー 宇 は っ 茶 お た 阪 を 宇 
や ス 違 子 茶 世 る を 通わ か 験 が や だ 治 2 計 の 茶 “ 宇 出 治 
栽 ト っ が 告 画 の 円 計る ら 室 シ の = 獄 と と 治 て 茶 
幸 ラ て 載 … だ 今 さ 境 上 寺 ご 最 ョ まや あぶ カ デ 束 学 テ ェ 
方 ク $ っ 手 " 度 ん ミ 前 約 豊 大 ッ ち 7%6 ヽ と 治 は の 治 の 


吾 器 8 汗 填 還 させ 衝 の mm の 泊 | 湊 革 | 
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10 日 本 茶 イ ンス トラ クタ ー の 先 
生か ら 「 湯 呑 ひ と つ で も お いし い お 
茶 は 飲め ます 」 と の 心強い 言葉 も 
11 | 前 目 は ぬる め の 湯 で 。 茶葉 が 
じわじわ と 開い て いく 12 2 煎 目 
は 高温 で 滝 れ 、 茶 団子 に 合わ せる 
13 3 前 目 は 炒り 米 を 加え て 香 ば 
し く 。 最後 は 茶葉 を ボ ポン酢 で いた 
だ いた - 1 人 ビス トラ シン 『 よ に まる 
茶 づ な 本 店 」 の 抹茶 パフ ェ 880 円 。 
館 工 房 直営 で 、 ひ や し あめ も 好評 
15 茶 菓 子 用 の 小皿 は 持ち 帰れ る 


京都 府 宇治 市 宇治 東 内 1 人 宮 0774・21・2243 

9 時 30 分 一 17 時 30 分 (茶房 は 10 時 30 分 一 ) 無 
休 ノ 京阪 宇治 線 宇治 駅 か ら す ぐ 。 奈良 線 宇治 駅 
から 徒歩 10 分 〆 京 牙 バイ バス 宇治 東 IC か ら 1. 5 も 
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京都 府 宇治 市 葛 道 丸山 203-1 宮 0774・24・2700 
9 時 一 17 時 (ミュ ー ジ アム は 16 時 30 分 ) グ 無 
休 プ ミュ ー ジ アム は 600 円 、「 滝 れ 方 で 変わ る ! 
前 茶 の 梁 れ 方 体験 」 は 1000 円 京阪 宇治 線 宇治 
駅 か ら 徒 歩 4 分 京滋 バイ パス 宇治 東 IC か ら 2 和 も 
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「 黄 金 の 茶の間 」 は 、 そ の 名 の 通り 、 茶 畑 が 一 面 黄金 色 に な る 。 近 
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午前 の 部 : 8 時 30 分 一 12 時 、 午 後 の 部 : 13 時 一 15 時 30 分 
水 時 間 は 時 期 に よっ て 異な る 。 各 回 最大 4 組ま で 。 
通常 期 | 人 3500 円 

黄金 期 | 人 5000 円 (5 月 15 日 一 30 日 、8 月 15 日 一 3! 日) 
新 東 名 高速 静岡 スマ ー ト IC か ら 県 道 207、60 号 経由 
22*。 ※ ア クセ ス は 車 の み 
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各 ゴ 中 光 碧 釧 ③ 陽 交 で くく 
へ 世評 丈 。 の 吉 半 才 忌 癌 琶 滋 


3 計 腔 吾 吹 時評 寄 党 対 8 海 回 
貴 ば ぶ ③ 半 ビ し ご せき ざ て 難 言 耳 


ヽ / 加 ③ 滋 8 証 」S③ 斗 滞 N 必 の 党 
3 音 溢 の 叶 肝 党 「 ご re まま 腔 各 」 障 


記 池 層 可 頑 谷 境 9 倒 汰 学部 ③r 


絶景 の 中 の テイ ィ イー テラ ス 


款 の 間 


| 静岡 県 内 7 か 所 | 


各 茶 の 間 の 予約 、 詳 細 は 下記 ホー ムペ ー ジ を 参照 
https://changetea.jp/ 


: ロ 

FPP 本 1 - に = ョ _ 叶 
本 『』 1 ・ 
ギ ェ iu 本! 寺 ー ー し 


3 ョ 生 * 
| 匠 
| 居 記 
『 M 4 。 尼 
記 還 1 に 
- 
: I FT: に 語 本 
デ 島 二村 』 . 全 mr デー F 『 中 
』 ーー Te ー 由 
エー - 1 ミー 人 
チ 。 be テー it 
me [kk* he 
ま 


(上 ) の どか な 景色 を 望む 「 里 山 の 茶 の 間 」。2 時 間 | 
人 3500 円 ( 下 ) 「 黄 金 の 茶の間 」 以外 は 各回 | 組 限定 
な の で プラ イベ ー ト 感 も 抜群 。 軽 食 や お や つの 持ち 
込み も 自由 
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< コ 
“ 翌 了 
ャ te hs 
よい | 上 
Ne ヨネ 。 
| 画 も 
S | 中 る 提 暴 
て 四 臣民 昌 魏 
fR 嘘 を 外 選 に ぶな < 
有 ※| 岬 へ ら 弟 名 中 
3 ご デ 持 二 結 る 表 
NN ⑤ ) 下記 で 〇 怠 
層 加 双 志 幅 記 二 
避 人 ら 控 加 K 本 穴 
橋 ら 導 調 記 
旨 御 設 移 糧 


医 擦 " 件 誤 擦 笠 く や 乙 11 六 
失う 総 yo 環 挫 " 6 曽 音 G 深 
ゴ 世 り 賜 権守 型 崩 恨 財 章 互 K9 吉 
皿 剛 "コロ ooo の 時 人 写 溢 党 " 員 控 
GS 株 丁 や つの 1 選 8 くう ) 下 因 @ 設 
橋 十 選 せ 較 選 記さ や 和 状 7 7 設 
株 地層 半 や 味 つ 座 ” 較 G 唱 加 
で せり 控 組 愉 療 前 包 昼 揚 つ り Sn" 

株 虹 避 其 糸 せ ” 福 慎 豆 へ ふ や キ ー 
前 也 選 交 の 7 棚 疎 り 控 回 玲 各 に 
nwG 選 ^ 捉 Q 乱 析 浮 りや G 鋼 撫 赴 
ぶ 鞭 状 の 旭 権 6 押 @KR 江 Q@ 間 電 
つの 人 SNGP 軍 肛 並 定 せ 皿 り 普 定 選 お " 
ロ o ら c 外 ? 昼間 壌 丁 せ 品 臣 寺 足 


| 昌 織 | 尽 e'mReQ 凹 選 @ 匠 下 


( 左 ) 茶 娘 衣装 で 茶 摘 み 体 験 ( 右 ) 摘 ん だ 茶葉 で お 茶 作 り を する ほか 、 天 ぶら で も 味わえ る 


いだく SYM 
回 @G 羽 電 中 雇 宮 ” 控 剛 立 隊 6 くさ へ 
く ( ゅ ご ら c 正 ) 宮 仙 h07 時 可 7 
各 や りつ 6 葛 析 6 坦 屋 突 其 宮 近 
昌 コ MSiG7 


誠 

肖 相 

Im 8 

吾 g 

ドコ 選 Fm 

橋 、 堅 

い | _ 外 

^Y IN 重 S 』 ら 

ー・ 控 ミ sp 問 己 

他 | T 也 | 台 内 

所 | 砕 衣 | さぁ Ws 

時 | 生業 時 

時 に 人 革 
選 一 稚 一 

所 坦 て 閣 

FN 医 NR 呈 交 

' ライ ー 軸 補 

6 信介 各 和 

『 咽 

夫 介入 尽 ※ 


思 也 失 刀 陣 つ し 層 党 @ 糧 話 和 閥 
mkOJ 症 玉 7 四 馬 控 6 骨 且 時 ポッ 
押 宮 能 也 6@ 章 陸 旭 皿 宮 つじ 下 男 玩 
吐 欧 和 か ke 「 四 陵 控 中 汗 

MG | O 生 | 咽 是 端 半 夫 草 一 
員 挫 坦 弄 軍人 K」 HH 本 唆 や く ミ 旋 
An 必 挫 証 、 交 6 選 己 凡 や 9 定 や 
亜 聞 0 で 選 下 ロ 回 @ 画 千 得 " 軒 
臣 ト ホール 9 中 半 K リ ロー ロ 咽 
SG 旭 失 倒 准 豆 り つり ン 6 や P" 宗 
嘩 相当 で 過 向 可 近 人 り 為 挫 台 電 呈し 
尾 Gm? AQ 宮 下 トー ドル ゼ 「 概 擦 間 
冶 避 一 」「 赴 控 間 昌 局 ゆ 一 」 
Se2J5 で と ヘ ペー た トー6 再 国 拉 扶 半 


取り 組め る ( 右 ) 急 須 や 湯 冷 ま し な ど が セッ ト に な っ た スタ ー タ ー キ ッ ト も 


= 
ュー 


( 左 ) 自 宅 で 手軽 { 


Zoom 選 握 で し 千 青 株 G 間 や RG Tn 
へ 如 多 介さ へ 邊 キー つつ リン て ka? 
JG 人 る 挫 租 愉 交 せら 人 S^ 提 陸 
SS 株 胃 4H 府 G 症 涯 仁 補 上 臣 近 r 
NAT SA 有 H 挫 ローK や 更 N97 
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同 


に 交 に ゴ 
|' 三 し 
| N 
KR き kg - 外 丹 
ul 敵 ト 一 邊 品 員 
了 、 生 ほり 
0 〇 豊 Ss 
キー で j し 避 に 
り |、 四 量 無間 診 刀 る お 
NKK 〇 ーー e 衣 軒 ヽ 更 多田 
| | まま 開 記 上 
人 < て の あや 昌 林 画 力 
ド ュ ン は 
ん 玩 彰 早 刻 
fR 旨 衝 有 稚 相 


忠 区 志 載 @ 挫 語 ・ 対 臨 和 翌 塊 志 
to 瑞 田 民 記 鍋 K9/ 喘 挫 の 生 幸 KK 
江間 困 リ だら Q の 時 一 トド 
G 半 純 誠 トー テス ミー ふ ?" 華 る 編 下 

ゼ ^ 翌 IRG 陳 年 尿 如 澤 信 Re Kー 
へ ャ 絶 攻 G 症 凌 本 江 作 せく he 
いた 1 に くり 

べ ゼ 7/ 代 探 H ふ ト ツ や 角 吐 か he「 器 
拉 和 トーK」” 控 澤 局 押 彰 つじ 宗 控 
日 陵 @ 王 丈史 ら 7 ド 引 ・ 悪 6・ ペ 
く 、 で 株 打 信 G 隊 拉 SR 
PSH 硬 間 聞 YK 一 へ 避 ト ーー 
SA mA? 札 選 へ 人 本人 貴 挫 
ゞ 山門 世 Y 和 nxe7 トー や 品 


( 左 ) 茶 葉 に 変身 し て 楽し む 「 緑 茶 ツ アー ズ 」( 右 ) ツ アー の 最後 に は お 茶 の 飲み 比べ も で きる 


RU 内 て 人 往 過 定 せ 記 選 届 " 

J り G 時 人" 己 問 人 @ 格 光 信 届 唄 画 " 
葉 土 並 軍 豆 和 の や 押 お で 皮 刺 @ 肖 間 中 
いや KJ 江 や り 和 Ne 「 喘 析 BI.Y K 
ふ A と | (moc 外 ) 記 本 


ーー も: や 
注 | 人 
世 N 品 疾 臣 お 記 
路 呈 挫 王 呈 選 
の 能 ら 鹿 忌 ふ 1 
0 吸 中 / 絶 及 へ 市 8 
つ | 務 | 際 目 8ー ふ る 語 
* ま ココ て らら 所 中 編 北 
人 | ama 館 | 、 き 了 時 る 避 ヨ 
Az 間 隊 世 つ 人 *Q 
* 1 o 半 証 定 串 図 
> 本 ん 訓 | 皿 べく 三 式 〇 
臣 蜂 % 因 
入 に 本 較 一 紀 業 購 世 
ー 選 セ 層 慈 包 斑 
ュ J に ら 抽 四 皿 振 尋 
ー | 回 SS 性 黒 夫 下 
軸 る ご 購 一 碗 交 
ご 直 細 店 
演 口 女 償 幅 


臣 如 栓 普 身 選 剤 償 押入 さそ 
リー@ 画 軍 准 股 " Q ら nm 呈 悪 報 
取る 「 統 攻 要 き hG 軸 や り 如 づつ 」 
9 トー トル ホ hQ7 放 伽 公選 己 区 避 ・ 
抱 至 羅 暑 提 つ やり 親 翌 氏 園 " 千 
りゃ 「 麺 到 Q 記 s%G 配 権 評 っ 
ふ 記 品 証 佑 」 せ 奄 但 ふ ー ヘ り JS 折 
無 和 を 拉 環 貴 旨 映 wo べ 屋 赴 天 乱 り 
畠 押 G「 郷 失 中 IN ふ へ 公 」 吾 詩 
り 統 医 擦 刀 燥 つ 記 護 写 ? 株 澤 販 机 @ 
Ii ト マー や トー 更 相 詳 つ 。 構 忠 到 A 
ペー 人 Se で 芽生 局 ツ 押 環 せ 演 人 ぶ 
NG 挫 誠 展 h9 開 仁 「 親 翌 細 」 も 2 
還 将 擦 で AKー ト ふ ネ ペー 控 栄二 時 


( 左 ) 茶 葉 の 籠 を 浮か べ る 露天 風呂 。 強 塩 泉 の 大 浴場 を 併設 ( 右 )2022 年 新装 ' 美 茶 楽 ラウ ンジ 」 


全 / 株 更 外 人 筑 Kw 人 N 和 弟 ボ 蛋 を " 

探 シン つ 6「 比 医 淫 株間 地 」 
| 皿 つ せ ” 絡 疾 貴 地震 隊 失 
4 租 朗 団 人 マト ふ A へ 本 AO 入 赤 ? 
拉 つ 棚 GY ト ふ へ へ 宮上 革 つ 愉 旬 ? 


卓 1 


ドコ 


3 親 a 
( ーー 
< |s 世 っ も & 
に W 、 羅 
衝 1> まっ 生 六 
トビ y 棚 甘 中古 東 
Cp 時 ーー 砂 肛 て 台 
補 5 陣 で | まる 
Ss 終 を 折 選 忠信 
導 ら に 時 人 る 
本 貴 パウ 中 き 
ag | 議 重 NN すか 
玩 |sJM に お 机 表面 
い |eTS 一 | @ ) 貫 K 民 < 
| ns 5 骨 骨 1 葉 人 
3 1 こら ら 交 口 面 の 
『N に コ : 性 友 
RK |x 較 ま 選 語 お 県 六 
リク 2 呈 連 ゴ に 品 購 
- 計 ら 六 粗 団 
帳 血 人 閣 


放 賠 擦 呈 葉 必 や 赴 母 軍 生還 井 吐 
りく no 下 控 "6 闇 親 ・ 咽 了 所 り 
Qto 的 無 ふ ー ト ー「 閉 右 沢 展 賠 」 篤 
翌 代 G 番 叶 宮 四 語 軍 届 呈 宮 法 避 所 陳 
Q マ 表札 肖 く / 選 QWG 普 還 
隊 表 つや くる 加 吉 や お G 篤 「 控 也 画 
共 器 」 窟 7 

叶 臣 三 吾 冊 お 人 A 守 葵 陣 収 G 包 
区 も や セ / 導 醒 を 拉 擦 / 押 紫 ( 拉 挫 ) 
間 為 控 @ 所 拭 軍 洒 づつ コ 窟 N0T o ら 中 
人 SQ ゼロ 机 守 to 挫 
G 古 角 紀 舞 つ め 」 h ロ 一 K 礼 古 角 " 妃 
只 ふ 。 上 ロ 導 株 漏 恨 重 G 散 還 毅 汐 
0 篤人 渓 つ 届 銀 析 で 据 も 坦 


| 晶 礎 | 長 ' Re" 藤 で 心 四 区 株 @ 癌 証 


福岡 県 八女 市 星野 村 4529-| 


住所 


立つ 星 水 庵 は 立地 も 格別 


= 
LT 


ふれ られ る ( 右 ) 星野 川 の 畔 (ほとり ) に 


am 
mm 


( 左 ) 八 女 茶 の 奥深 さ ! 


ワン て NO の や” 出所 6 く 半 控 旬 
RS る SS 知 Q 頁 探 Q 愉 k6 表 旬 祝 や 
Re” 悪 理 豆 過 門 一 泊 普 滞 べ GS 必 で 
ロ 並 年 "回 さ べ ペ に ヤ や 眼中 記 " 


委 宰 ぜ コ ペ の の ら ら ピー“ 


“ 尋 隊 加 * 
ー 3 な っ 局員 
x ピ 。 生得 」 水 
8 前 生 や 中 
| | 鎧 一 | ま WANS 放 
選 も 衣 こ X 押 避 
p | 抽 放 能 人 せ 畠 議 
ーー 導 ョ 。 星 」 馬 る 中 
さっ | 本 遇 | 叶 2 て 謎 忠 共 
や | 本能 | 坦 応 向 朗 の 
' Il 中 出 させ 3 高 下 
| | 提言 | ミ 中 電 四 
| 棚 | 8 
じ で ) に 也 
衣 G 二村 鈴 
玉 本 三吉 つ 志 基 
愉 S1 画 
若 則 半 柚 早 
品 控 額 可 選 


いつ で 控 @ 舞 潜 更 王 人 Nm の ” 弟 
演 里 想 六 ぶ 拉 一 仙 訴 革 鉛 ココ つ 選 定 司 
FlQ 直 生 選 「 衝 過 折 衣 」 や せ / | 
諸 G 賜 控 全 凌 G 町 叫 せ ShG 6 ヘタ 半 
翌 だ だ さや ゼ ら 6 装 紋 Th H NN ト 更 揺 間 
つり SeP WSG 1 O 稚 [折半 功 次 油 」 
り / 株 生 倍 休 軸 QG 屯 や 代り や 旋 
控 や ゃ しり 可 本 中 マー や ユリ リー 軍 
導 半 り won“ 

挫 半 記せ 「 也 挫 4m」「 旭 6 失 閉 」「 株 
狂 」 GIIO 追 選 y 宗 旬 富 G ロ トー 
AT Ap れ ” 型 田 耳 要 釣 kG@ 「 株 
手 」 ゼ ^ | 固 失 連合 代 会 ” 末 ン ョ 
K 酸 杉 暫 本 恵 "「 民 擦 軍 」 吾 押 秘 世 


( 左 )「 茶 塔 」 は 遠く に 大 村 湾 を 望む ( 右 ) 開放 的 な 「 天 茶 台 」 で の セレ モニ ー の 様子 


思い 喉 甘 く ヨ 音 さ | 殖 つ ^「 則 G 
挫 個 」 せ 揚 シ 尽 り 困 % ぶ 呈 だ 撲 男 
居 公 隊 の ? 草 理 ぜ 中 株 判 ツ タコ 
mmQ 回 ?。 中 宮 せ さや / コマ 
Ro っ c 包 ? 記 諸 施 記 コ 証 " 
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に | en 用 回 凡 』 1 
由 『 JP 由 が 
し 』 に L を 和 し H | 。 』 馬 
還 『 も 1 人 ! Num し 1 1 et UI MTLT 訂 
KT TI 3 相 」 県 IL Wa LM 」 由 ロリ jiW 。 計 1 上 計 し ! 
Y Ti YR | 1 時 呈 KJ か ロリ さい ] ra 「 朋 も だ 本 k | 生ま 。 1 4 1 eS 
っ ut RI 同 WI RT 選 旧 LOTLMLMULMTh lm 座 肖 | II PT Ti 』 FELI ーー 」 所 Ha d ] 避 が 』 
PP PL Min Wi. 人 kW ! 1 FE 由 き LEO LIKE すま * ん 上 
1 1 1 1 昌紀 1 1 ) 。 生 ] ー | ・ す 
] | 本 1 kllui 財 luk 占 」 LT』 【1 1 ロ 『 = 「 和 上 『 ・ 香 。 
) M EE ET か 5 本 し E 『 』L. ] に ビ - 有 | 5 ! 馬 せ I 
。 』 内 1 W 1 1 M E コ し. 生  i L も 必 。 | : h 』 ャ ・ い 1 
『 1 * に | か 由 1 
ま 』 f | す 内 
し ・ 


『 1 』 「 | 7| 『 【 欄 記 
「 4 
IO lr] mm | ーー と l 1 
ーー ーーーー 『 =ー | 
5 | 1 
) 
| 
「 】 
ドド Y ぅ 5 の 昌 
] " 97 。 aa 
CC エエ ーー ャ ーー ビデ ーー ビー 
遇 Pe 


近く へ 


VM の a 由 二 2o EE 「 
イ | * 日 本 テレ ビ 毎 週 日 曜 6 時 30 分 一 / 読 売 テ レビ 毎週 日 曜 7 時 一 (各局 で 放送 時 間 等 が 変わ り ま す ) 


| 本 1 


日 本 テレ ビ 系 列 各局 で 放送 中 


> Ji 

- 6/5 極上 の 三浦 半島 ・ 食 べ 尽 くし 

“ 神奈 川 県 ・ 三 浦 半 島 (旅人 : 阿佐 ヶ 谷 姉妹 ) 
普段 は 地元 の 商店 街 や スー パー で 2 一 3 割引 き の 食 材 を 買い 求め て いる 阿 
佐 ヶ 谷 姉 妹 が 、 都 心から 近く 、 "こだわ り 食 材 " の 宝庫 で ある 三浦 半島 を 訪 
れる 。 有 名 な 三崎 の マグ ロ は も ちろ ん 、 旬 の ヒジ キ や 真 タ コ 、 新 し い プ ラ 
ンド 和牛 に 三浦 野菜 な ど 、 極 上 の 食材 と それ に こだわ る 人 た ちと 出会う 。 
"旅人 " 初 登場 の 阿佐 ヶ 谷 姉妹 が 三浦 半島 を 食べ 尽く す ! 


6/12 宮崎 県 高千穂 町 椎葉 村 (旅人 : 酒井 美紀 ) 6/19 岡山 県 高梁 市 (旅人 : 原 日 出 子 ) 
6/26 新潟 県 佐渡 島 (旅人 : 松田 丈 志 ) 


還 画 太 画 司 趣 亜 還 量 四 画面 吉 画 面 画 看 


に LSE 


還 


替 主 学 、 Q > 


分 / 年 末年 始 休 富 0573・54・3944 


[大 正 ロ マン 館 ]300 円 /9 時 一 16 時 30 
(日 本 大 正 村 観 光 案 内 所 ) 


日 本 大 正 村 ・ 大 正 ロ マン 館 
養 番 で 栄え た 人 往時 の 面影 を 残す 建 


物 や 町 並み が 見 られ る 。 


( 堂 再 忠 ) 


堂 芋 中 振 洪 ぐ 内 論 馬 や 窟 了 旋 。 塵 中 性 Q 泊 G 滞 悦 軍 く 互 る ① り ヨ 
所 34 記 左 送ら 皇 " 隊 る 較 想 和 宰 PIE ン 時 2 
唱 窟 柚 尽 必 導 前 つ り 思 基 い ワリ ン 脱 還 G 堅 暫 設 選 夫 舞 つつ 


交 村 会 玖 Ne” Y 回 避 忌 陣 思 避 但 
つる ト ハ お て ぐ 余 揚 太 で 天 や で 弥 脚 


さ 乱 9 


く ン ” 鵜 緒 " 全 ス ー ン ミミ (らら 
ら 祭 の 還 祭 寺 獲 ko 破 聴 ) や 避 導 | 
GS 毅 慰 還 志 釣 ke 震 農 填 塊 玩 委 7 
ぐ 叱 伏 臣 舞 ン の 二 早 で ぐ 0 
くる 祥 田 感 画 帳 公 句 条 O S 宜 因 還 
品 や / 守 忠 悪 加 祥 | の 則 信 応 K 
個 田 憶 凶 てく ぐ 忠 控 寺 "償い ひじ 抽 『 
選 反 揚 迫 了 か no 量 著 員 ” 台 衛 や 喘 
違 ぐ 多 Ke 拉 所 環 束 唄 移 環 不 責 


選 町 選 寂 息 る SQ 有 円 る やり 圭 
ま G 聞 半 も 宮 w/ 豆 G エ コギ 周 
代 G 押 時 染 向 xe? 表 四 hh ル A 閉 を 
IEUeWUESz 人 た RE に 二 RFast い くだ 
nmR 作 つり 柚 〈 劇 hG 

き 長吉 弄 壮 選 会 や QRhoG 避 


了 陳 画 羽 画 本 引 柚 志 生 史 


壮 求 り 紀 つの 届 表 ふ 人 本 さき 緊 G 
SW 公 / AO 環 可 人 選 野 ” 御 后 りつ ぐ 財 


強 ボ ーー 前 餅 往 や” 凶 べ 属 棚 
* 第 岳 で 中 年 や mhG 居 叫 6 色 換 足 
中 で 法 |「 押 人 或 つく つう の 四 選 S 
ト ぐ 人 トト 約 提 7 決 や 条 肖 りや 栗 
つこ や りお や es9 半 正 間 思 下 つ せく 
ポ 生 | つ 郡 技 り 肖 つ リン < 上 


忠明 夫 下 赤 滞 


本 6 央 漠 8 堅 暫 忠 "現世 夫人 涯 臣 
欠 口 けし" 臣 題 臣 い 僅 葉 "東宝 貴 ご 
芝 一 と ど 世 * 協 夫 皿 に 普 選 ホー てく 並 ・ 職 
甘 吾 列 政 NQoooc 正 * 壮 下記 
委 の らら のど 四 一 ( 帳 司 問 @ 暑 に 到 旬 駆 ) 


提 つ の に の ・ 誠 ・ マ ーー ロー 
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ーー 
デ 


ち 鉄 印 帳 は じ め ま す 。」 は 毎週 火曜 日 20 時 一 放送 。 ※ 関 連 1433 


$ 胃 新 番組 「 私 た 


B 
ロ 1 


岩村 歴史 資料 館 
岩村 藩主 ゆか がり の 品々 や 
地元 出身 の 偉人 、 佐 藤 
一 斎 に 関す る 資料 な ど 
を 展示 する 。 

300 円 /9 時 一 17 時 (12 月 
ー3 月 は 9 時 30 分 一 16 時 ) / 
月 曜 休 ( 祝 日 の 場合 は 翌日 


休 )、 祝 日 の 翌日 、 年 末年 始 体 
容 0573・43・305 ア 


ーー キー= TTF in 
』 L ーー ゴゴ 一 F 『 Ce 『 | ] 邊 * 補 回 
kJ 1 ガ | ) JR 中 英 座 紀 


ト 


S 紀 4 沙季 束 洛 賠 著 省 。〉 頻 革 


| 
ーー テー ュ 
軸 


テ 
に 


旭 
| 


ma な リ ーー に 1 止 日 
衣 日 | [ 自 ] WE 
AL 1 


) 花 白 温 泉 山岡 駅 か ん て ん か ん 

Ln 全国 の 生産 量 の 80% を 占め る 細 寒 天 
山 障 を 使っ た 料理 を 提供 する ほか 、 寒 天 
析 細 資料 館 も ある 。 


げ 了 忌 8 時 30 分 14 時 月 曜 休 ( 祝 日 の 場合 は 翌 
日 休 ) 、 年 末年 始 休 合 0573・56・3140 


し 
し っ 
却 
の ) 
1 
日 
と 
な 
つ 


お 
乗 酒 
9 空 
に 
見 恵 
て 履 
も 駅 

ee 
食 戻 
べつ 
幸代 補 回 
呈 1 
= 時 


中 
の 
軒 
村 
醸 
mp ュ ー 
に 
TE 
ち 
寄 
" う 
6 


ら 。 べ 著 層 お 司 S 工 語 褒 
ツマ 人 r 診 大 囲 人 (日 っ の の) 貢 人 提 


Crr 軸 4 其 8 基 苦 夏 /A 図 
慎 [ 


dimm 隆 ヽ 湯 相 ・ 


9 ci 


ae = 
・ AI ET ドー サー Te: ee = 本 エコ 員 - 語 we ma ee ea に ms - 
ま Sa Sa Kai: ンー ジー ーー 6 ロ ee Pac か sw 
ーー に に am ュ 1 室 = ロ ーー ェ ーー 
= は tm = 


ーー ーーーーー* ーー 


93 文 臨時 増刊 鉄 印 帳 フ ォ ト ブッ ク 」 (定価 1200 円 / 特別 付録 「 全 国 三 セク 協 鉄 還 マ ッ プ 」) が 好評 発売 中 ! 


※ 都 内 の 一 部 書店 ・ JR 大 宮 駅 構内 の ショ ッ プ で も お 求 
め に な れ ま す 。 詳しく は WEB サ イト 「 た び ぴよ み 」 で 。 

②③ 鉄 印 を も ら う に は 、 専 用 の 鉄 印 帳 (2200 円 ) 
が 必要 で す 。 

〇 各 鉄 道 会 社 の 指定 の 窓口 で 、 鉄 印 帳 と 乗車 券 
等 を 提示 し て 記帳 料 (300 円 一 ) を 支払 うと 、 
各社 の オリ ジ ナ ル 鉄 印 が も ら え ます 。 

②③ 全 40 社 の 鉄 還 を 集め る と 、 シ リア ルナ ン バ 
一 入り の 鉄 印 帳 マ イス ター カー ド が 発行 ( 有 
料 、 希 望 者 の み ) され ます 。 

⑤ 鉄 印 帳 マイ スタ ー カ ー ド を 各社 指定 の 窓口 に 
提示 する と 素敵 な 特典 が 受け られ ます ! 


へ 古宇 Pr 
し 麗 | ョ | 
YA | 全 貧 | 
ュー トド 「 き 計 届 | 
- 全う と ニン ー 34 = E 

! 9 | 本 3 = 

呈 者 

\W 


LT すず 1 


更 電 
| コ | 
に 」 
」 < 
I 四 。 古 面 』 | 


問い 合わ せ : 幌 旅行 読売 出版 社 鉄 印 帳 係 
容 03・6853・4311( 平 日 9 時 30 分 一 18 時 30 分 ) 


LT HH TE 1 HH HI HH HH HE 1 HH Hi HH 1 1 本 HI 1 Hi 1 HE 1 1 Hi 1 HH HE JH HH HH II HE HE HH id HH E 1 HH HI HH HH TEU 叶 [上 き すす 


鉄 印 が も ら え る 鉄道 会 社 が 一 目 で わか る 
全国 鉄 印 マッ プ 付 き 

旅行 読売 臨時 増 和 

「 鉄 印 帳 フォ トブ ッ ク 」 
定価 1200 円 好評 発売 中 ! 


お 求め は 全国 の 書店 また は 旅行 読売 出版 社 
ベイ ペイ モー ル 店 (送料 無料 ) で 。 


て つい ん ちょ う の た び 
TETISUINCHO NO TABI 


思い 出 次 の 旅 


OMOIDE TSUGI NO TABI 


列 押田 自 固 叫 申 


ツア ー な ら で は の バッ ク ヤ ー ド 見 学 や 運転 体験 な どる! 
殆 力 的 な 鉄道 ツウ アー が 見 つか り 3 す 


メー 
ン 読売 導 行 
の を ザ 、 お (所 【 。 


回 党 臣 .Rto【 il ト せ 交 く 7 逢 
ポ 吊 吾 il ト 7 9 記 交 染 N 引 キ 
hl キタ SQ 必 滞 7 斉 岡 季 下層 
碗 人 る wi? 財 据 bi に ト ゼ 7 
Je トーO ロ mLG 率 理 公 近 人 区 K 
R で へ ヘ ユ ホー6 礼 補間 ゴ 必 染 
HH 下 ン K9T 家 トモ せ 幸 剛 で 
僅 称 起 や ^ 甘 醒 燃 国 多 人 ら 弟 
KAnaJ 丁 KT 有り 尿 ふ や" 
部 和 K9 愉 巧 天 キ 1 ト や | 表 稚 
間 絶 ひし ShkGG せ 部 居 を で 的 ? 
部 攻 を くう 中 宇 n9 癌 環 尽 系 や 
ゼン GS トロ ホー ヤセ 候 虫 % ジ 
Ss9? 社 S 環 加 を 区 環 知 証 昧 


書 愉 を で ん 6 畠 ぜ D や っ で 


| 寺 や を マン GS 反 D ぶ っ で 
IIIEEHHEHHHIIHIEHHEEHHEIEEHIEHIIIHIEITEIEIIEIIIIEIIEIIEIEIITHEIIEHEEHEIIEIEIHIIIHIIHHEIIEIIEEHEEHIHIEIHHIITEIIITIIIEIHEIII 


「 東 電 " 由 G 朋 由 せく 信治 や か / 
人 」 

「 バ 時 陸 、 せ 接着 りや 六 \o で 窟 
yo ペ 屋 回 、 る 記さ ツン S? 赴 失 
民 骨 講 租 ン 毅 べ 人 で 療 」 

に 工 " 帖 貞 一 」 

年 THG 拒 抑 避 征 六 移 維 SIQS セ 
拉 つ る く " & 北 ^ 苦 囲 釣 ? 

EE に = 

WW 守 人 生 半 め 9 り 羽 氷 選 型 つ 
SnQ9 An 回 介 QS 償 」 

「 お 四半 画 氷 粒 明り 否 癌 Yo 
SQ 向 ふ ね 人 る 」 

「 瑞 苗 状 胃 全 ……?" くる S 宗 」 
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内 箇 昌 下馬 no 「 掛 必 癌 」" 四 敏 錠 臣 Ko「 昔 や 「 物 吹 守 穴 くる いや 三 
SE < 天 芝 せ 。 絡 李 提 を 提 に 所 人 員 条 vo「 反 有 骨 信昌 寺 S 居 人 肖 Re か 」 
合っ g 准 」" 時 rH 志 李 Sto「 詳 線 半 7 隊 。 「 秋 囲 人 ……? 反 豆 田宮 規 や wo 
内 る ま S 革 当 = 。 司 Q「 陣 格式 拉 人 旋 RR AP 旬 時 包 の 0 三笠 」 6 
5 st 間 ト 「 科 家 癌 J 員 SWGma 人 家田 罰 多 vo" 押尾 りり S 
本 間 伸 靖 還 ミ マス 8 や で 昧 凍り 臣 つ 地 や Q「 用 情報 」 公 世 縮 せ 団 GS 人 GAtn て 
誠 まま まま 手提 蘭 い CC 「 さ り 和 ソン 創 束 棋 氷 り A に wo 
和 半 、 R 当 間 ESS < 軍 恒 時 4G 岩 べく 堅 歌 W/ 察 田 且つ さ の ? 誠 の 人 悪 の や ポレ S 尺 知 ペー 
電電 証 還 証人 て いっ 馬 weGS や SuoGUS ee 所 禁 の 9 中 な や we 和 か つ 」 


「 選 で 中 KO 償 宮 5 禄 避 吹 器 因 
押 笑 配 Pー 並 衣 か で の 短 つ 因 」 

RentWSWICt2CWEEHE 

「 走 交 父 で つつ を no さや も 届 公 9 家 

営 藻 SSJ ゼ 較 下 治 半 下層 科 で 7 W 

m: =S(@ SS りつ ざり 思 症 沼 柳 や *Q の 設 較 る 

ーー N り 生 人 " 欄 栄 器 や に w 守 生 」 
き 時 | 「so/ 坦 拉 監 窟 ツー」 

「 we や 7 肌 悦 思 聴 人 多 
ン 選 つう 除 四 學 器 味 ” 条 齋 臣 で 
宣 / 操 踊 @S ト て 和 トト の 外人 代り る 
xnop 記 P 和 | 

MT AR SG 為 ……7 や p7 
つ 余 つり 般 せ 門 尽 を ぐ / 湯 忌 
完 人 」 

近 田 腸 ぜ 援 刀 改 マ 球 応 選 ? 

拉 田 前 の 避 畠 棚 功 ぐに 貴 も ー マ 
用 と 征 で や 的 つ 民 や GS ネー 
用 ば 二天 愉 / 理 壁 " 志 給 四 壁 / 
世 角 民 で へ 余 環 坦 つ り SNo で つ 
る 5 天羽 り ロモ ネー さや 尺 逢 
必 く uo? 

陳 * 生 ^ 字 窟 り 地 鶴 wP 記 
086.) づい | 

に ml に 9 上 く Yo99 た きた っ た いこ 
回 坦 相 @ り く ぃ io 


-」 


ーー 二 “ 


「 坊 准 黄 つ ゼ ” 円 答 避 せ 状 仔 一 
地 導 定 @ り 9 則 の 昭 る 必 取 染 7 を 和 
ゼ 所 乙 一 地 盗 本 療 のり じ SsG 中 選 
く や ゆか 吉 」 

「eS 寺 全く りり の 和 委 心得 の 
くく の を 忌 選 氷 ] 

「 崩 選 吉 せ つ ゃ レセ ゼ 帳 了 豆 りつ 
"| 

油 司 せ 六 四 旨 果 ne? 

「 避 で 有 人 革 准 和 つ St 大 倒 つ 
光 吉光" 悪 褒 つ Ph9 下 選 る 替 」 

「 二 因 ? 四部 雨 書 中 必中 下 下 k6 
S や 門人 リン 0 く ? 斑 揚 計 吾 立 
いい で くま きい も EIDF*SYB 
うり コ 久 入る mk で S や や 」 

三 " 詳 生 入 画 時 か hko? 思 吾 押 
SS 昌 飼 疲 史 Re? 

「%% り ^ 衝 折 G 並 定 つ 才 つ きせ 
いら 測 

「 則 紳 武 更 じ や ゃ る る で 倒 」 

「 堂 G 結 つや か 」 

引 4 れ G 賠 く りり 宮 弧 宮 くる 判 
徹 避 つる " 

| 柚 生 革 帳 肛 り か か" M 由 褐 志 凡人 
査 局 せり 剛 No つ 和 wW ゼ 7 並 G 細 父 つ ? 
問 回 ・ 明 幸 羽 回 せる 全 移 つ " 


害 唱 珈 選 四 へ ふ ャ て 杜 箱 や 生 」 
りさ の で ン 囲 忠 や wo? 
「 時 人 SS つう る くる ペ 宅 肖 三 遇 乱 ポ 守 」 
「 由 割 尾 壁 @ 手 三 一 軍 朱 時 覧 要 

令 約 当り 公 Q^ 前 三 臣 せ 過 

ワリ つ くつ 民 P や の / 振 展 環 半 

ゴ 刻 柚 や 選 り が 到 会 」 

く * 超 く ko 革 で 細 人 つ 宮 客 敬 
29 財 條 人 G 由 時 つる ゃ イン 時 私 
うい に に 

「 鯉 局 @ 呈 下る 陸 玉 や の 参天 余 7 
と の 昌 き だ くそ こそ いや て | 

寺 必 る くり の 間 人 く 和 を 僅 び P? 紀 
る Q 久 DS 

地 容 や ゴ 劉 壁 巣 悪 sho7 ト 
和 休 抵 マン せ Pao? 接 据 想 
中 つじ 償 ぐ ^ や ツマ 意思 ペ ゴ 染 
路 画 つじ りく SntGS 青 番 想 人 OZ 
つの 画 宮 麗 合 りく ho 還る や つ 
SS く S 夫 ? 邊 系 / 誠 り 上 
団 似 ? 半 田 則 豆 生 り 穫 K9 振 史 つ り 
て ta6kAnJ5 

「 や 心 邊 ン 接 選 葉 りか? 量 世 
守 為 較 つつ 宰 和 か 」 

時 竣 破 筐 9 必 め あ る くる 公 届 求人 
で バボ 表 、 陣 つや ンー 


『 ニ - 
品 ) 


ノ プン フィ クシ ョ ン 作 家 


椅 本 克彦 


【 誌 幅 ・ で S 公 旧 尼 」 


エロ 本 に 


和 


くく 正和 (加持) 


トリ ロー へ ・ 電 で や KK 


くく 嘆 釣 豆 くく 映 史 誠 | 
喘 上 集 了 K 朱 和信 〇 第 へ の 部 革 | 


は し も と か つ ひ こ 1945 年 生ま れ 。84 年 「 線 路 工 手 の 唄 が 聞え た 」( 宇 島 社 / 
文春 文庫 ) で 第 15 回 大 宅 壮 一 ノン フィ クシ ョ ン 賞 受賞 。 著 書 多数 。 


JASRAC 出 2203800- 印 | 


く ト くく 嘆 補 宮 宮 全 下 で 跡 


ハー53 つ 介 SSー つ の 放 / 咽 天 人 S で て 竹 似 齋 環 僚 押 ho" 抵 未 代 玩 和 ン 
ソリ つ 直 の 避 「 る くる 嘩 乱立 一 」G 泊 仙 "上 菜 尽 瑞 環 軍 応 瑞 7『 る る 貴 
22481G 剖 り 次 人 Q り d 王 玲 療 公共 G 史 りり を で 5 


ホ ・ と テー ホ トペ ※ーKG 「o 率 一 斉 呈 
六 h」( コ の o の 時 一 8 遇 ロロ の 胡 十 
唱 補 oe)GHA 人 トト で へ へ トー トド 共 『 る 
る 嘩 紀 療 』 和 で 選 9 忠 押 悪 細 狼 せ 選 ま ペ 
ゴ ” ズ 胡 時 功 も 隆志 よく くる 貴 窟 
くく く A、GN ト ユーK つ ひめ 守 失 
挫 尽 | 糧 つ Q8」「 壮 人 や パ 」 療 の) 
る いい 光 玉 hG" 

り JGI トー トド ト 揚 せめ 宮 選 融 全 のり 選 7「 
WoQm い |」 ふ ホーKG 1 0O『SS 嘩 乱 
』」( ロ の らら oo 叶 ) 的“ 

「 ゅ wwQGA へ | ヘ ホ ヘー 人 K 守 / 還 性 旨 
岡井 G う 9 親 末 へ AS 人 二 AA く SAT 
hiH へ ーー” 十 秀 深 式 人 和 理 ぐる 中 


よさ と 6Q て で 公 凡 計 臨 下記 類 つり 彰 和 
走ら 7 稚 リ サー ・ HH て や K 策 龍 り 羽 5 コロ 
の ら ゅ の 寺 全 届 の 時 下 じ 人 揚 生年 や 
SG 壮 信 『 必 る りら 』 だ SG 9 私 テ 担 
Fibk た で もこ 

『 く る 嘆 和 S』 般 朋 忠 @ り 釘 末 和 へ 
の つり し 年 Q 

" 有 ゼ 瑞 居 当選 誠信 で 拘 リン khQ 押 邊 
画 家 G 瑞 ” Q 了 り せ ご 壮 最 江 軍 ww リ リン 
NG 取 季 忠 咽 宮 G 員 "の 時 民 細 画 補 下 
穫 G 只 り ^ き 且 リン heG ゼ 7/ 呪 拒 蝶 
りゃ の の SS 中 ポ ン Sk0 攻 画 宮 S 喘 や 釣 ke7 
宮代 艇 部 肛 ゼ 画 忠 くり 師 上 G「 還 
性 べく で 呈 」 電設 りや ShkGO で りつ り 上 
ン 咽 補 せ 人 筑 還 必 6 町 人 舞 誰 " 常 選 世 
せ 喘 補 会 取り 人 ke7 

ゃ 中 民 " 記せ 1 天 拒 や る 心 加 GAQ 心 余 
SS」 つり / 全 可 全 琴 奄 (ベロ 記 ロ R に らら 
ら べ ) 訪 給 束 選 5 
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温泉 で は 利根 川 が 急流 と な っ て 流れ る 。 右 手 は 水上 館 


ポポ 上 


定 吾 三 G 嘱 二 仁 拭 や 移 h@ US 国 中 加 
Ne-J” 三 則 宮 光 ン 多 三 琴 選 る 人 的” 伴 吉 拉 
S 眉 り 財 つや 各 や 定 聴 三 演 弓 時 の りり 
埋 S い りく 8? SG 引 三 申 避 二 S\o ゴ ャ 
せ 央 介 飽 ふ 0 マモ せ 凡 G 廿 ? 

革 S 下 奄 ゼ 時 倍 (さら ら ゅ p) 結 “ 
下 表 世 呈 ^※ 豆 振 坦 所 休 れ 走 つ レ 「 叶 
SS 琴 五 」 ざり 7 近 つ る 互 HG 悦 弓 
間 る Q 穫 競り 「 居 宮 人 豆 豆 」 ざ つつ 補 6 
せ ? 杉 円 明 ( コ ゅ QQ) 呈 せ 浮 べ @ 把 了 ゴ 
計 宙 全訳 6 咽 補 移 当 KG 起 麗 湊 に 
つり SG 思 過 和 「 半 半 全 慰 昌 に 」 つの 貞 
つ 選 全 P 抱 KGP 4 直 G 胡 り くく SO 思 


近世 給 G 陸 欠 公論 選評 宙 時 に G 据 紀 


稚 思 SS りや 提 握 つづ 居り る 選 " 


把 ゴ 球 穴 p 括 つ 富 牙 三 申 括 潤 
呈 46 や ン [ 下 人 公 束 の 員 | 


4h 直 ペ 財 せ ^W Se や G「 宮 中 画 軍 踊 」 
JJ くい 時 和 る 記せ 守 ン |「 直 宮 余 下 四 下 」 
っ * り 相生 hOO の つり SO 伽 三 画 穴 "を 
咽 家 ” 応 表 思 明 補 更 地 豆 寂 / 瑞 ぶ 反 
吸 下 ^ 逆 屋 串 軍 時 人 や 人 So 

吉 守 | 避 如 太 避 販 中 」 暫 毅 K9 羽 計 7 
下 如 人 太 足 豆 騙 末 環 4 中 立 所 某 扇 め 
( き ) S 后 り 漆 所 つり ゃ で 7 
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<L 想 つ し 互 連 の りや 人 と りや 7 皇 
忠 嗣 手 郊 つ り 召 財 受 へ 雪 貴 ” 宮 S 移 
三 貼 "つゆ 尾 下 民 田 拒 り 人 ho? 

換 ゴ 叶 穴 S 時 に 介 渦 や つり も 宇 回 
Sa リュ) 46 4JAn りー の く 約 An 

せり JG ヨ G く \ 嘩 有 ふ 約 7 押 箇 
員 豆 訪 で 電光 や 蛋 人 5 嘘 宏 ぜ 億 要 堂 和 
禄 <@ り 還 末 9 祥 人 AO あの 釣 5 時 当 せり 
G 壮 " 沿 握 " 豆 選 臣 " 鍛 間 衝 因 つ り S 
し Q 粧 村 要 wo 和 SO 雪 表 場 宰 G 慌 マ 
民 QQ 契 選 つ り 模 りり 興 釣 引く り ゼ 
民 柚 選 選 " 記 難 遇 只 り 釣 ke" 避 艇 や 医 
く 窓 購 押 GS | い 下 庄 菜 押 人 で 

o レ / 誰 Q 空 逆 弁 咽 忠 (? りり 能 
地 o っ っ Ss? ヨ 時 GS | 詞 ? 和 麗 皮 如 り 
ゼ x 咽 補 や 和 ke? 坦 提 ご さら ご 時 宮 
SG 工 際 ? AO 麗 交 還る S の り Q や 7 
届 町 G 押 @ 則 過当 交 守る 人 拓 9 


みな か み 町 観光 協会 専務 理事 、 


山 供 晃 男 さ ん 


S 玖 坦 咽 補 ("正和 天 せり りや 飛 人 
きい 操 や し 依田 の く 心 地面 や 史 隈 つ 9 
LT や 箇 Kow 刊 括 ぐ 舌 圏 交 款 信人 G 距 応 " 

史 地 画 吾 せる 祥 人 る 選 絶 評 豆 環 来 め 玖 
9” 慌 也 短 嘩 集 ゃ 机 選 。 WS 革 | 半 
只 」 QMS 垢 互 会 件 9SSV ツ 選 の ) 
つ 忌 届 四 ” 画 吾 G 滋 虹 り や 皿 近 の や る 
ROMAU 和 6 く 9 季 作 だ G 環 宮 ゼ 所 で 穫 
伯 "や 向 民 5 | 回 宰 聴 的 迫 思 り 届 叩 
舞 和 SS 人 SO 7 SS 表 @ 咽 補 ゼ 
要 釘 9 聞 家 知 0 QG も to 

嘆 地 咽 下 丸 握 Sto 拒 多 三 G 下 り 心理 
団 ゴ SS トー ルス ペー 選 ン で 団 全 軸 KO" 
愉 宮 全 避 奄 せ H 代 KT HH ペー や 
te HKKHHH く 一 ふう ゼ ぜ べ う 直 維 際 
S 弁 葉 北 貴人 7 旧 志 己 宮 葛 臣 対 皿 可 つり 
箇 吐 % 親 辻 や 交 k@7 着 振 時 時 SG 
攻 G 田 脱 層 忠 染 還 全 の 7 幸信 つの 羽 

性 定 めで 筑 「 り JJ ゼ 氷 喉 Q RSK 人 鶴 
て 6 ボ 聞 章 嘆 上 性 | りつ 工 G 村 
SQh 相 SG 了 蝶 手 間 慌 RSK 尺 人 私 
と りり 旨 日 つり く が つや |」 うつ 窒 革 つ 5 


雇 皿 三 忠 芽 吉 G 嘆 じ 
環 揚 堪 間 SAG 


着 呈 全 写 じ 下 妃 公 下 豆 6G 環 軍 和 | 選 つ 


の 下 【 
ー つ 口 天風 呂 が 


ある 


さ 
敬 
二 
形 
二 | 
基 


* 呈 
5 」 


(うう 虹 人 鶴 」 0 一 NH や KK 


@G 


生 
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だ 赤い り 咽 瑞 親 の つ いで 
條 | マ ペ ー 和 ハタ 析 衝 和 hG の US の 選 約 
ne っ J り 明り 選 7 

よ S 作 壁 悪玉 玲 飛地 汐 民 李 で ゴ 問 中 
政 <e ( 玉 ) wmn 崩 か 「 熊 団 り 量 | 
も で 押 つ くる や りつ せき 必 上 89 MS 入 応 症 包 
性 必 の 当り りく が 生 " 龍 ふ 所 咽 
可 り ゼ 首 直人 9 エエ ュー AS 坦 で 過 
S り 将 窒 品 豆 療 押 六 他 O 曳 但 染 交 選 宮 
か 時 る や 玉 撤 きも ww や さく 」 き 衣 ひ 
区 ゴ 環 吾 @ 画 軍 四 湯野 好 m 外 人 GN・ 
HH 一 ミ 電 期 邊 か K 了 ゴ 田 個 択 Q ( 庫 ) 
せ 其 才 環 補 牛 人 宗 7 杉 釜 環 圏 宰 染 7 
せ 醒 の 選 り る 人 愉 ? 厄 客 配 約 生 he の 「 折 
せ 震 柏 問 選 G 阿 療 め く 条 で へ や? 
J G 槍 久 や 較 半 で 韻 還 nt 仙人 S り 本 民 
己 つ が つ 民 PWMG 距 せ K テ 人 N 附 際 洒 
き 客 ” 擬 押 人 Q 全 選べ て 環 吾 澄 尿 如 り つ 


愉 穴 


山田 直彦 さん の 焼く ビザ は も っ 


ちり と お いし い 


水上 館 営業 部 長 の 溢 谷 剛士 さん 


民 S つ 余 づつ?" 年 滞り 六 岡 @ ま ミ 導 近 級 
ゼ 引 折り 抽 つ 下 が 生 " や つり 国益 党 
に 全 避 還 べ 送り 仙 つ 上 普 6 湯 慌 淫 
人 包 也 りか |」 つの 骨 り 7 

WWG 疫 / 記せ 区 十 環 宮 6 著 己 平 准 ぶ 9 
区 志 組 9 吉 補 で 5 褒め つぐ し 豆 二 正在 
ゼ 定 政 三 路 志 里 G 訴 @ 画 軍 懲 ひ 選 9 定 政 
三 G 台 坊 やつ 償 KO の 環 吾 人 や つて 誠 
くく 心 対 ゼ 上 つ く “ 

式 ゴ 組 血 凌 筑 路 @ 毅 介 四 寺 % く ( ま ) 
JThH 相 怪人 @ 妨 忌避 

「 軍 衝 つ 客 つ 選 ? 計 租 恨 選 寺 着信 
間 尽 K9 の 層 革 李 公 失 や で 組 切 SN 羽 


ト ャ ベーG 恨 忌 コ 生 の 近 WMK つ 5 np 


本 鶴 球 間 隊 り 設 地 0 江山 遇 光夫 選 誠 
く で や | つ 密 つる 押 揚 り 組 keS「 つ 会 
づつ" 喝 沿 @ 居 索 溝上 昌 くつ” 写 宮 三 に ゃ 
SN トト で TA” 和 三 申 ロ ー ト H て 余 


QG 普 二 定 交 選 補 征 也 認 6 据 人 幼 映り 
悪 示 <d 固 千 和 心地 枝 め や KO 尽 公 譲 Sh 
つづ 心 | 0 場 選 " 

訟 革 交 吉 志 皿 務 の ぐ 「 庄 G 中 」 9 
Ao KoS 補 台東 さ GS で ふつ 必 ph 
型 に 齋 定 避 三 僚 伺 て KO 7 弄 班 天心 療 『 る 
る 唄 窟 半 』 口 御代 和 7 其 寺 記せ 時 
S り 1 六 mW で 喘 」「 午 定 吾 くべ 喘 」 矢 釣 ke" 
WS 和 ウロ の 9 る ぷー % 呈 筑 り 
ン る て 

定 用 で く 栄 代 頑 せ 彼 幅 忠 @ 環 軍 り 町 翌 へ 
A へ 8 「 茶 十 S 嘆 」 や 固 人 ンマ ンド" 組 
りつ 公 嘆 り 寺 富 潜 コ つ 選び 必 宮 史 普 
か : コ Name に SMA バ さ SN つま 
や 嘱 選 6 完了 基 人 …… る る 映 乱 加代 9 

^ り 紋 宮 二 末 礼二 G 虹 やく 

十 G 陽 や 陽 握 て ゼ 祝 家 や 2 0 


ーー 本 
太 % 只 
eW (本 
3| 
りゃ | 時 3 
閥 や | る 雪 
GS| 昌 反 
栓 本 | 時 親 
= 崩 | 僧 双 


旅 の メモ 


中 


好評 発 


つい て は 、 み な か み 町 観光 協会 宮 0278・62・040I 


= 
レー: 


因 上 越 線 水 上 駅 下車 な ど 


回 観光 に 


各 定 価 1430 円 (税込 ) 
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⑧ - 届 ヘー の 1 回 三 岬 る つ 操 天 ゴ 拒 亜 会 レー ふつ じ つ っ つ 1  K ド ー 和 NN で ペー・ 因 守 N 


mh か へ と 6 嘘 る KTK ト つる 
い リャ ンタ 剛 息 祭 筐 6 倒 。 
ら 品 のど 吐 映 提 咽 1 ミト 薬 
了 ・ 届 nh 一 K や 選評 羽 「 皇 
目 NN か AAK | 嘘 光 還 選民 三 鵜 


公選 懸 つ 祥 軸 つく で 圭 財 代 KO…? ・ 


り 守 き 昧 選 軍 寿 叩 京 全 1 トロ 
me ぷー ホ か WW 四 代 |」 や ド 
ー ふ づつ 過 軸 交 コ KK ロー ふ 骸 窒 
つや で や 釘 肖 G | 所 味 忠 る 
KT トト 」 ざ つじ し 午 江 KTN 穫 へ 
つの 蝶 編 て 記 

すり JAQ 全 。 舞 "や び 選 
時 定 - Q ら どら ご 時 ら 忠 思 志 二 所 
概 全 JJGKT ト セー ふつ りり る 
7 や 江 壮 ” 志 d 公 電 某 ボー ト 
> て @ 当 附 弥 会 や し 尊 笑 つ 迷 
へ ホー ヘー 性 リ ふ ーー 
ら 〇 怪 ロ ーK や ぐ 路 泌 中 盟 ? 
G 総 コト ふと を ジコ テー へ さき の 


コロ く ー ト マー6 如 に へ 一 交 9 セ 
ー ふ "JJSTーK 詳 提案 スー 
に 穴 で 信 の 余 民 や 客 や で 
EICNMPTK LMS 
SKI つつ ゆり 宇 切 の 窟 筑 7 

避 枯 コス ーー に 。 内 三 せ ネー に 


G 蘭 根 ロ ーK も 鞭 つ の G も 7 ・ 


ト へ 気 一 問 り せ 羽 二 矢 才 回 ャ 
SD つ 全 つ / 仙 人 計り ずり 
S 杖 ゴ 6 夷 箱 や 円 鍋 @ トー 葵 
悦 り せ 加 人 る 過多 7 守家 KT 


いふ く G 世 広 宮代 5 ・ 


私 ゴ S ペ ・ 溝 思 " WS 宮 判 
臣 路 る 忌 喘 染 ロ ーK ト STR 
人 る の りう 公 Q。 鞭 多 つ り 
る 8 「 和 お て で て かさ KO 〇 〇 の 」 (松居) 
G 巡 誠人 ThN ト で か や か ・H て ーー ウ 
OTTOQ8 避 「 中 」 適 起 つ 7 民 
ゴ S ぐ 千代 K 諾 ぐ 艇 澤 約 トロ ー ミ 
つ A9 契 ロ ーK セ Al ト 


6 鈍 理 和 を へ 中 トト 役 直交 式 
記 弥 革 わ SS KS 本 EK 結 ぐ 
定 甘 " TSN 悪 世 や 昔 琴 沙 過 採 
擬 下 加 つ 綴 * 如 回 想 琴 じ 記 芽 
間 喧 や つり AO 共 7 宮 剛 8 や 
叶 G 採 品 攻 表 遂 家 ラプ で りゃ 届 
h く か K 叙 悪 級 "ローK 下 加 避 
ポン GS 下 宮入 ho 如 6 羽 玉 で 
環 地 間 り 似 先 用 慰 償 時 瑞 惑 
| 柚 溝 血 拉 人 @ 還 絶 層 で" じ 採 陽 


提 僚 林 鶴 つ ^ 暫時 り 宅 朋 y 忌 ? 


各 婦人 避 貢 穴 玉 SN で へ ・ 
年 TA つく 愉 財 STTNH 称 7 ※ 
RS ヽ 必 や ド 玉 ユ く スー へ ふ KO 
(一 名) PE 妥 家 で の 1 人 
トー ツ ト ホ ー 全 で へ 江 で 吊る や 


く 必 離陸 只 KT ト 間 己 各 旬 つ 7 
民 三 GS 特 KK 誠 暑 計 半 選 範 思 選 " 


NG 民 地 せ で 一 私 7 泊 人 スー 
和 人 k ペ マーG 四 に ト A 拓 一紀 0 。M9 


本 連載 を 再編 集 し た 「 ゴ ルフ の ホン ト !? 完全 保存 版 」 (定価 1000 円 ) が 好評 発売 中 ! 


面 し て 


どの 席 か ら も 見 られ る 
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細長 く 、 


人 W 
Mi 陣 


Eee 1 
本 


語 名 下っ や か へ 私 一 能 


庄 ヨ つ 尺 尻 * 

穫 G 放 四 
選 骨 4Q つ 居 る" 瑞 全 る ら つ S ン 
的 問 や 6 公 Q 相 李 い つ パン 7 
選 殴 鶴 如 回 SS 1 賜 信 和紀 じ 」 
民 や ” 交 翌 政 GRNHU ズ OM? 

志 拒 S 環 己 田 十 引 三 固 了 か k 聞 
ゼ ^ SG 地 本 信 避 宮 三 更 束 恵 呈 
く ペー ホ マート NH9 mo 皇 つ 6 衣 祭 
本 屯 谷 で きい 9 中 Sho 撮 昧 せ / 量 
向 交 選 ぐ 地 瓶 人 互 料 愉 間 本 中 つ 選 
「 負 信和 写 明 」 公 羽 任 つや っ の oo 
時 べ 交 り 紛 り ぐ で 人 六 る で や ( 粗 応 
り 当 つづ つく" Q ら どの @ の 吐 選 四 選 や 
NH 公選” 量 尿 光 宮 療 共 陣 収 ぐ マ 
民 SPASx67 

「 理 為 皿 的 攻 G 衝 塞ぐ や 


科 勢 神宮 
W 内 豆 


5 。 示 福本 店 四 
十 範 川 カ フェ 


< 赤 福 
っ =. 
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午 と 白 豆 めく る り 220 円 、 
プレ シド コー ヒー 450 円 ( 浅 
8 


深 煎 り を 選べ る ) 
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煎り 、 
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時 拉 つや 娠 で 的 るい 8 や あめ 不 
尽 り 」 NG 交代 G 昭 く 和 0G 擦 中信 


RAIEIS ま SU た ツバ 
= 挟 に 刀 ヽ へ デ レ 
暑く KN は 。 友 
間 に め | 
Fade7 ら 社 避 ニ 江 
由 早 較 昌 緊 に の 8 2 
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SO MT 


弓 杜 思 で 京 嘆 公 移 


探 孔 G 層 斑 交 据 客 " 掲 提 維 る NO 和 HI < 
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ゅ 嗣 @ 百 半 台 椅 志 藤 到 料 届 


民 握 eke? 恒 て で T 
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僚 和 SNeG 店 窟 7 K 属 叩 や ゼ 
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季節 を 感じ な が ら 源 泉 露天 風呂 に つか れる 「 露 天風 呂 
付き 客室 (タイ プ B)」 


パリ アフ リー 対応 の 貸切 風呂 「 も も 」 は 2、3 人 が 入れ 
る 広 さ 


箱根 の 山 と 空 を 見 晴らす 天空 大 露天 風呂 」 は 開放 感 


た っ ぶり 


【 宿 】 箱根 町 湯本 682 
会 0460・83・ 8511 (予約 専用 ) 
谷 0460・83・8500 
FAX 0460・83・8512 
_【[ 料 色 ユニ バー サル ツイ ン は 1 室 2 人 利用 の 
場合 、1 人 1 泊 2 食 平日 1 万 4650 円 一 。 露 天風 
本 付き 客室 (【 タ イプ B) は 1 室 2 人 利用 の 場合 、 
同 2 万 7150 円 一 、1 室 4 人 利用 の 場合 、 同 1 万 
9150 円 一 
[客室 |】198( 全 室温 水洗 浄 便座 トイ レ 付 き ) 
[温泉 ] アル カリ 性 単純 温泉 
[ 出 呂 | 内 湯 2、 露 天 2、 貸 切 風呂 12 
[交通 】 小 田原 箱根 道路 ・ 箱根 新 道 山崎 |IC か 
ら 国道 1 号 経由 3。 ン 箱根 登山 鉄道 箱根 湯本 
駅 か ら 旅 館 送 迎 シ ャ トル バス (100 円 )5 分 、 
また は 徒歩 12 分 


(Q 豆 品 芋 へ 油 ) 。 避 欄間 ご 


AA バリ アフ リー 情報 4 し 


[| ユニ バー サル ツイ ン 3 室 
| ソ | 露天 風呂 付き 和洋 室 あ り 
| バリ アフ リー の 貸切 風呂 あり 


WSrc 党 一 キー ロ 壮 法 半 炒 


信 共 スペ ー ス | スロ ー プ や エレ ベー ター で 客室 や 食事 場所 ま | 
の 移動 な ど | で 段差 な く 移動 で きる 


車 イ ス 対応 トイ レ | あり 


種類 (定員 ) | ユニ バー サル ツイ ン (22 平 方 な 2 人 ) 


入り 口 は 開閉 式 ド ア で 幅 85 ま "、 段 差 な し 。 | 
フロ ー リ ング の 床 を 進む と ベッ ド 2 台 が あぁ | 
る 。 室 内 に 段差 は な い 。 ト イレ ・ 洗 面 所 へ 
の スラ イド 式 ド ア は 幅 77 ま で トイ レ は 片側 | 
に 手すり が 付い て いる 。 シ ャ ワー ブー ス も | 
あり 仕切 り に 段差 は な い 。 ユ ニ パ ー サ ルツ | 
イン の 中 に は 玉 生 の 滝 が 眺め られ る 部 屋 も | 
ある 


露天 風呂 付き 客室 
ング 5 人 ) 

入り 口 は 開閉 式 ド ア で 幅 約 75 ま ”。 部 屋内 は 段 
差 な し 。 露天 風呂 が ある テラ ス へ 出る の に 約 
16 ま だ の 段差 が ある 。 露天 風呂 は 渡 泉 か け 流 
し 。 湯船 の 縁 は 高 さ 26 ま “、 幅 23 ま "。 ト イレ は 
洋式 トイ レ が 2 か 所 あり 、 ド ア 幅 は 約 53 ま 。 
露天 風呂 に は せっ けん 類 が な い の で 室内 に シ 
ャ ワー ブー ス が ある 

バリ アフ リー 対応 貸切 風呂 「 も も ] (1 時 間 | 
2200 円 )、 大 浴場 、 天 空 大 填 天 風呂 | 
貸切 風呂 「 も も | は 入り 口 か ら 5 湯船 まで サ | 
ッ シ 部 分 の 凹凸 程度 で ほぼ 段差 が な い 。 ド | 
ア 幅 は 入り 口 が 85 ま ^、 浴 室 前 が 77。 湯船 | 
の 緑 は 高き 44 ま お 、 幅 9 まだ 。 大 浴場 も 入り 口 か 
ら 内 湯 、 露 天風 呂 ま で ほぼ 段差 が な い 


場所 な ど 食事 会 場 に テー ブル 席 あ り 


(タイ プ B) (6 時 寺 ツイ 


の ぶ 夕 感 施 三 ま 場 て な 2 う 

グ ら 重 仁 だ る 補 も る @% ち .6 
イ や で 事 “も 王 段 内 る ズバ 1 階 
ダ っ * 幅 杜 の 全 佐 協 ^ り 野人 
キ す 目 ビ が 路 が か 6 ア は 12 
し の っ な 去 な ら パン * 宇 
チ 前 ッ < く 風 いら 吉 7 リ 段 あ 
ン 鉄 で フ * 過 " 天 階 | 姜 る 
が 板 調 ェ 抜 全 風 に 対 が 貸 
人 焼 理 形 群 は 長 呂 あ 応 ほ 切 
気 きす 式 の 頭 17 へ る と 風 
5 な る で 開 上 庄 至 大 な ん 呂 
朝 ど 天 ` 放 を の る 浴 つ どの 


os ざき ご 減 汗 短 路 況 


/ の 3 が 『 1 ーー 町 -~-~-~-~- こ = こ 本 

W/ / へ へ へ 、 陳 是 可 一 | 

品 7 / ) 、 上 還 パ 較 5 
ビー|INm 伺 目 F 
ーー エーーーーー 1 1 1 プ ーー ーー | ーー 

『 本 に 3 給 后 1 ii 画 ( 上 こ 際 kk ^ 通 


互 凶 的 うつ 選 褒 呈 


p H 上 寺 紀 | 四 一 衣 コ 


ぐ T 回 守 打 忠 | 個 写 尽 忌 陣 納 着 母 志和 的 十 り 十 田 やせ 怪 陣 決 で 
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会 


委 | 下 史 押し ゃ orNSTN ] 血 選 S 召 G 抽 民 時 KoINS 和 や 乱 " 豆 
痢 表 3 舞 喘 尽 り 塊 O NG -d 色 団 6 。 meioM 枯 昌和 め R や vo je 季 
の | SH7 剤 所得" 鞭 区 くり つ ホーNIRK 囲 @ | 旧知 笠 人 ホム 
0 | 還 り 野 貢 愉 ぐ 相 ら 4OV 緒 暖 WS 。 MRSS ホ ーN で へ 攻 際 り び 記 
し 司 。 直 欠 結 症 公 境 り 扶 門 つ お 違 ツ ^ ] 吉 記 G 起 叙 則 昔 RG 吉 ゼ 
9 半生 ge 。 WAV 握ら や や や S 柚 宗 乱 餅 O 国家 臣 章 活 人 <④N ン SG ホー トト ー 
上 提 。。 りく りり や っ 暴 ぐ Sto 柳 宗 G 史 損 に つ PwAAO ネーNAD SN 

に 信 地 せめ 人 叶 ペ 区 母 田 名 号 學 尋 生還 

S 半生 議 応 弄 箇 か koSSJ7 油 宮 史 

4 昭 QpGP 人 ぬら 棚 較 時 性 ベ 症 再 


上 FI 


必 間 攻 生 雇 2 ビ る 羽 7 届 選 司 症 
S 舞 毅 Q 必 " 妨 器 せ ” 半 開 訪 遇 
っ つ 守り WS くり 軒 で 電 つ る AT 
者 6 太 必 |「 璧 舞 濃 @ 避 
べ 」 やせ 炉 直 燃 下 選 染 記 震 
つじ 光史 り の 5 


上 民 上 1 Ri 
に | プ ュ u 


月 の 沙漠 記 菅 像 、 月 の 決 江 


ブル ー ト だ 


1687 年 造営 、 黒 漆 塗 り 権現 造り の 玉 前 
神社 社殿 
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文 ・ 写 真 / 篠 遠 泉 
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の 駅 川 


トー の 生 吉 オリ ン ピ ッ ク リ ー フ ィ ン 
江 に 浮か サー ブ テ ーー の 家 見 


ッ ee 


美しい 夕日 カ N 
晴れ て 空 和泊 ん だ 日 に は 紅色 の 」 
空 に 富士 山 の 速 景 も 期待 で き 0 10Km 


総 国 一 宮 太 前 神社 講 = 請 重 御宿 海岸 月 の 沙漠 記念 像 
か つう ら 5 海中 公園 磯 料 理 あ み も と 誌 王 語 二 道 の 駅 和 
田浦 WA・0 ! 館山 城 消 の 駅 た て や ま 
央 観音 > ゴー ル 富津 館山 道路 富浦 IC 


あう だ シ 
名 導 “ 
っ 9 2 

道 の 駅 和田 清 WA・O ! 3 
本 人 の 小 : カ 
南 房総 市 和田 町 仁 我 清 243 な 一 河 * フ 
宮 0470・47・3100 急 磯 の ェ 
9 時 一 18 時 (施設 に より 異な る ) / 無 休 介 料 海 や 
類 埋 岸 地 

現在 、 日 本 に 4 か 所 し か な い 沿 岸 捕 が あ 前 僚 
鯨 基地 の 一 つ で ある 和田 の 道 の 駅 。 名 み に の 
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| 閣 守 房 シ ティ マネ ー ジ ャ ー、 総務 省 地 域 力 創造 アド バイ ザー、 日 本 地域 創 生 学 会 会 長 、 実 践 総合 農学 会 理事 等 と し て 、 大 


【 学 大 学院 講義 の ほか 、 国内 外 で 講演 や 現地 アド バイ ス を 実施 中 。 NHK 番 組 プ ロフ ェ ッ ショ ナル | 仕事 の 流儀 木村 俊昭 の 


変え る 」「 地 域 創 生 成功 の 方 程 式 」 | 地域 創 生 ・SDGs の 本 性 ] な ど 多 数 。 
交 単 著 地域 創 生 の 真実 一 「 五 感 六 育 sl の 全体 最適 な 「 立 体 的 スト ー リ ー 政 策 」 の 創発 一 


( 農 の 蔵 文 庫 /1980 円 ) 好 評 販売 中 ! 
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性 選 セ くし レ 選 貢 ( 和 所 で 四 
性 ) 呈 eS 失速 娠 圭 虐 
弓 二 つ せ 芽 に 6 台 正 丈二 
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119 


/ 年 F9 


ーー デ 
ュー 


La = 


いこ 


PAMAXS 


は 


王 
馬 


の 2019 年 
1 万 5000 人 の 有料 


アジ サイ 。 コ ロナ 褐 
入山 者 が 訪れ た 


山道 に 咲き 乱れ る 


ーーー 


| 


賠 他 骸 [ 選 思 人 SG っ ゴゴ いい ご 」 


「 怪 思 電 や もっ ゴ い で 」 勾 
の o 素 ご ロー に 忠 己 呈 り 悪 壮 
TO で N9T 

民 還 や もっ ゴ セ " 田上 
選 忠 軍 据 国 思 選 忠 公理 
融 守 相 ( ふ や ハー トド 中 ) 叶 ) 
ロ 交 Ne ト A ま て G 史 計 " 
ヨゴ 6 度 志 抑 し 革 回 
J り St@ 民 出 隔 1 会 " 半 
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旧 | お 5J6 証 赴 pO の 華 
9 蝶 宇 記 唱 暴 I 代 つ し っ te“ 
只 L 代 6 款 層 環 弓 国 
ぬ … 提 っ 尋 「 器 装 周 岬 塊 半 
箇 」" oOQ ロ 着 交 人 G ズ Y 会 扇 
ント ネーA 還 A 詳 pm 
2JFJNQT 人 A れ さ や RTK 
層 己 屋 NOATINTNJDMSNO 
貴明 映 介 つ つ し o 忠 名 
区" 玲 記 中 「 表 暇 素 
ロペ 居 幅 」w 莉 理 革 " 
蘭 困 ゴ 人 の Q 眞 過 で 刀 角 悪 
公 ” 密 皆 団 QG 選 輸 刀 層 さ 
飛 で 如 款 羽 英 衣 「 ペ 必 直 」 
GSE 坊 ロ いっ し" 窟 据 悪筆 
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SEIKY@WSHIMBUN 


王 ノ PJ7ST ェ ーー 参 
の 5 う 33 の IO 
と 
この 夏 に 乗り た い 列 車 
mn] 富良野 . 美 潤 ノロ ッ コ 号 (北海 道 ) 


ラベ ンダ ー 畑 を 眺め て の ん びり と 。 窓 か の ら の 爽やか な 風 を 感じ て _ 


【2】 リゾ ー ト し ら か み (青森 県 ・ 秋 田 県 ) 
自 神山 地 や 日 本 海 の 絶 時 を 補 も 。 還 内 で は 津 経時 線 の 演奏 
【3】 THE ROYAL EXPRESS (神奈 川 県 静岡 県) | 
リッ チ な 空間 で 食 や 文化 を 楽し む 。 ' 雅 や か に 過ごす 伊豆 の 旅 


【4】 HICH RAIL 1375 (長野 県 ・ 山 梨 県 ) 

星空 に 一 歩 近づく 夏 の 旅 。 夜 の 便 で は 途中 下車 し て 星空 観察 も 
【5】 黒部 峡谷 鉄道 トロ ッ コ 電 車 (富山 県 ) 

移 や か な 風 に 当たり な が ら 秘 境 の 地 へ 。 国 内 有数 の V 字 谷 は 圧 遷 
【6】 富士 山 ビ ュー 特急 (山梨 県 ) 

大 月 一 河口 湖 駅 間 を 結び 、 世 界 遺 産 * 富 士 山 の 尊 を 駆け 抜け る 
【7】 偽 後 く nk (R 剖 衣 ) 


【g】 88 の は な し し (HE 県) 
日 本 と 西洋 を つない だ 幕末 の 志士 た ちの 物語 に 思い を は せ て 


| 【9】 伊予 灘 も の が た り ( 愛 媛 県 ) - 
温か な お も て な し を 感じ な が ら 、 瀬 戸 内 海 沿い を 駆け 抜け る 
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【1o】 36 ぷら す 3 (九州 全域 ) 
九州 7 県 の 魅力 を 堪能 。 ク ラシック な 空間 で 楽し む 食 事 も 格別 


fyX 化 JE 民 ( コ 
Sg る 刀 問 の 機関 紙 | 


日 刊 ヨ 刊 | [全力 月 月 ) LO32( む 6A) | リゾ ー ト し ら か み 「 丹後 くる まつ 号 


| ee 全国 の 旅行 好き が 集まる 「 旅 行 の クチ コミ と 比較 
購読 中 込み は 示 半 すま: プ テ ー トラ ベル 」 。 旅行 者 の クチ コミ と 評価 P/ ZH 
還 お 近く の 本 紙 販 売店 きま た は 、 “ | Re の '〔〕「D も bt travel. JP 
| 隊 計 申 じ 込 み 専用 ラリ タイ ヤル まで ia ni ei 


0 ョ 0.20。 235: 239 生 更 


。 つ の Oー ひ の ・O い 〇 O 


〇 良 器 本 所 ほす 中 と 衣 
。W 中 ジ 筑 へ て 師 fc 中 


博物 館 ゾ ー ン と 交流 ゾー ン の 二 つ の エリ ア で 構成 


1』 


問 島 | 豊か な 自然 
時 病 間 まれ た 市 予 地域 


箇 惣 藤 ご 姜 S/ 堀 る 誠 


和枝 8 


に キリル 


「 ぐ る 公選 中 ww 科技 」 悪 講 甘 


| 避 る 訪 民 中 地 役 召 衝 | 
8" 遇 隊 忠岡 選 虹 G 選 中 選 
避 の 民 ( 二 呈 画 人 E" 加 
厳選 素 素 選 " 賠 中 E" 
由 尼 " 取 民 尼 " 穴 世 挟 県 
や 尼 " 再 怪 后 ) じ "Sm 因 m 
むし 台 理 や で レス っ ぃ 9 型 穴 政 
園 (そく ハー て " 


QOc@ 結 6 内 用 補修 公 
Q@ 半 全 W 皿 音 つ 半 也 を 


ご 趣 ・ 遼 ぐつ SU 惨 貴 
弄 補 SQ し じゃ 6 潜 ぶ STN ロ 
2AHN て 中 悪 村 Ne" 

ThLHAHN て 61 束 旭 百 
Ne っ J" 賠 中 選 G 肛 選 如 
妃 醐 吾 加 庶 忠 直 着 凶 日 刺 
Ne 中 IL 上 守 編 立 で 告 組 し 6 
hnhF ト KI ト で へ 心 (和男 赤 ) 茸 負 
和 を ^ 聞 田 監 区 氏 く ぐい ミー 
ハ や 中 得 電 業 突 早 更 泡 
で た 璧 h 必 へ" 関 也 凌 班 加 
_J ト ーー 会 間 く te 件 記 正 
ES 下 じ 6 下 坦 SS3J” 同一 
い ヽ S 王 坦 区 敵 公 著 つ SNe" 

NG 会 トー トー へ TTA 
G 盟 半 を "K て くく KG 県 
や" 普 坦 ・ 恨 坦 瞳 現 穫 ト ー ド 
錯 癌 玉 必 NI ト YK ト G 失 上 記 
2JJpAPim“ 


いで に 7 も よ : エ 51 マ 
貴志 穴 G「 忍 向 を 森 」 


選 区 宗 し せ 還 扱 16 皿 
時 貼 刀 絶 ie 球 加 可 ( 艦 医 
距 ) じ て の C 世 玉 十 明 ン 
札 果 公 [台地 旬 吾 所 5 

Io 忠一 の 叱 会 ハーK ハ “ 
亜 悦 填 左 丈 朋 人 Q つ " 
敵 如 中 し 衣 う お で " 堅 
し セン" レ い 公 H6RN6" 邊 誠 
会 電 ツ 世 公 本 を 公 に 「 枯 例 
し 6 咽 咽 つ 合っ 上 財 地 柄 
SQ し せる 棋 赴 7 

JC 刀 明 革 束 二 | 媒 字 
FACE こと 1 ご 
に mtNe "て 析 さ べし | 蝶 将 
引 り 器 隊 6hN6 路 本 会 だっ 
レ の 選 の の OOE“ 


m っ だ 世 B 刀 了 を 雇 


H 多 つの の ・tO の Qucu(o 〇 “ 


寝 て いる 魚 を そ ー っ と モリ 
で 突い て 仕留め る 


散 ん を 尽 祥 人 攻 更 梓 @ 
由 量 へ へ ふも で や = 


貞 拘 世 隊 瑞 く ( 度 央 
嘘 ) し せ [OH61J っ く へ トル ユ 
へ 必 や で て ふ ミ ]G ト ハー ド K ハ 
6 箇 半 全く ホー て” エキ ぐ 私 
思 S30 六 琶 忠 公 紙 公 
Ne だ し お で て ふつ へ 心 昌 7 
腸 刻 過 軸 局 じ 素麺 唱 灯 つ 
人 SN0" 

HIhWNwa oloio】sMK 
並 定 OO (Y6 避 
1JaJ リ リー の COC 包 ) " 也 下 所 
3oo 屯 上 人 各 Q に 到 吉 し 
國 恒 " 賜 恥 を を 唄 友 交 トー 
し けつ 如 更 生 選 ローK6 崩 
区:pSne" 

記 っ 4 で や や "上 掲 牙 
玉 能 世 語 OGQR の ・ 記 の 


に て“ 


赤い ボディ ー が か わい い 
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「 高 骨 @G 江 会 め や 7 態 必 G 羊 R 更 婁 8 の 」 


$ 紀 き 叱 ' 唱 民 嘘 崩 展 
己 筑 由 は 党 過 つつ 丸 " 貴 農 
HG 講 普 時 六 和 を 記 新 蒼 
融 嘘 総 家 G 農 柚 つ り 
結 'm" 路 瓦 は や 記 怠 
っ N@“ 

[ 恋 由 " 誰 押 人 名 ロト 
よむ ら 弄 胡 意 」G 式 医 つ 
万 NeYO を 「 包 洋 民生 
\」6 ヨ 起 呆 も くら 6 皇 
草 民 っ 心 エ ペー 込 公 幼 
っ うり 昭 っ 6 セ 公 " 胡 層 せ 
貞 直 上 だ で べ ゞ 公 06 


上 4 月 に 鳥取 県 東京 本 部 長 


3 る 心 名 冊 付 
選 つ レレ っ や 人 愉 
EN を ビート こと 
只 記 し や Ne 
で し や 」 の “ 
か T ユ " 

唱 屋 世 
JiSte 由 穫 
過 民 占 趣 じゃ 
OOO 叶 6 
絹 暑 員 個 し 如 
直 並 選 喜 6 
べ 是 会 装 咽 唱 王 寺 " ズ 亜 
忠志 守 装 公 下 人 8 
3 で S 陣 拉 還 人 @ 湯 編 生 
ロン < マ G 忠 応 場 ロ 畠 や 
上 直 筐 だ @ 朴 幸 6 遇 
ょ 陸路 つ 丸 打 副 丈 亜 半 
つ ? 現し せ " 沖 四 号 箕 
昧 除 ポ や 坦 ら だ ちち に" 
「 幅 旬 悪 填 べ 」 トリ ー ミ " 
NGN い いい ン で や で 補 替 上 
ph@S3J「 諾 周 革 さや 
昌 玉 所 


鳥取 砂丘 砂 の 美術 館 。 エ ジ プ ト を テー マ に し た 7 月 か ら の 


新 展示 の 制作 が 進む 


「 炒 語 唱 豆 むし” 也 幼 
くく 陣 普 束 下 信 じ っ 
セ ” 豆 出 喘 ポ H だ や に 
電 桂 層 ざけ や 雷 つ し ゃ で 
民 で 3 | 3) 昌 田 人" ト 叱 
信 の せ | 三 居 褒 四 褒 @ 押 
利 上 」G 販 暑 民 や に ペー 
ィ 吊 人選 7 で 公 QG 帆 紺 
436 AIR を て 選民 や 
な セ っ つら” 陣 で 半 に ボボ 
家 10 唱 磁 層 貴 叶 


me っ“ 


遇 倒さ 叱 の 還 


pa は 7ー の の の 寺 G 己 提 


で 


!JSW 器 代 つ vo 忠 き 還 
. 紺 固 や AM"mー ロ いく と G 皿 人 
AG さい や KA や 静 購 明 
JIN 系 ペー へ TA つ 妨 忠 是 : 


ー の 中 中 7 ケ SA・HR や 


4K 倒 理 も で to" 


トー ドル せ 皿 補 の べら 朗 中 | 


崩 民 ・ 二 世 唱 玖 
Ne 圏 閉 岡 幹 祝 枝 ] 
。( 宏 こく で who べら 6 っ ぃ 6 お 
一 ト ミセ ー ト へ 」 
っ ぬき ロミ JrHENHG 詳 計 
、K 伝 想っ 妨 悦 忠 彫 じ 人 J で 
他 け 則 で 呈 ie 日 骸 全 ES で 


「 押 守り くべ G ふ で て ト ロー や ふ 」 時 


( ふ 〒 ト ロー 心 ) “ 咽 SJFJA や 
nh ト へ ・T 代 GS 《( 到 こ べく で 


へ = モー ミ 民 由 骸 で 違 四 ) 》 
選民 で 選 冗 財 GhFA・T 


公 桂 叶 Ne" 
ーー ャ か ・ ロ ドル ハ 臣 公正 環 
忠 " K 了 て 互 湯 臣 局 着 上 


Ke 虹 出 SS 半 引 名 | 可 は 


mihAR 
当 w 早 棚 情 レー 
時 き AI ト YGallery 
Go 学 ト 一 中 。 
る きき AaMo( 層 展 ・ 層 選 
< 旨 較 ) し o 距 史 m 
る き し 中 版 台 下 革 " 
は 時 て へ 撤 加 名 
AX 朱 昆 展 編 板 吉 
> 條 明 ( 棚 4m 棚 図 ) 
SS KSSmー ら 中 
RNN Qu 弁理" 
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ミー だ 鉛 ゼ 「 現 守 浮 国 」 
うり 寂 KO 各国 遇 祝 令 交 NGT 
G 症 唱 ぬ Sn 性 補 7 上 性 選 記 
翌 選 染 識 IDG「 釣 箱 翌 部 国 」 や セ 
Sk9 役 や 0 親 究 9 上 ン 忠 立 
つり St ぃ 9? 栓 べ 晃 G 玩 守 呈 
叙 ” 翌 人 @ 直 中 半 @ 乱 7 

表 則 家 K 選 RS・ 中 人 A 邊 H 
K・ お る さ 償 中 エキ の) ロイ ミー・N 
ボボ ・ 中 RA 思 ぐ で 統 嘱 暇 ) 
NGO ダミ ーG ト へ Ai トト K 也 写 需 
り 4 瓶 KR へ AS KR さき 梨 職 4 負 5 
だ て だ Q 全 だ で 直 共 左 ネト 
ヾ ト T 移民 en 由記 齋 記 必 
中 間 TINH ロ ロー へ 昌和 ロ ーー へ 


品 L 上 ATRHOPILLA DE OBRAJEROS EIRL 


〇 中 で 凸 パ ご “ 


レ ふ て へ ハト TKRK” 副 NG 菜 


トー・ テ ペー ポー 中 く 選 令 


4 伸 岡 如 く 上 


ぷ 飼 %oo 搬 り 貞 モ り 揚 ン “ 

セ 摘 一 で 過 倫 本 交 軍 計 
特 SWT 伯 実り リル ドス ヘー 電 症 玉 " 
浮 計 0 生 N0S や つつ ピッ 中 細 記 
Am JGI 区 師 も 倒 語 箇 
と ここ がい ks だ こく ル ッ ド 
年 細 副 べり つ 因 塔 り 選 7 
に 擬 G 志 志和 定 ke7 tko ぴの 改 符 
虹 べ 直 巡り る AG ズ 本 で 性 
語 n5 Hm ロ ー 気 下 下り つ 誠 拉 
ゃ 四 O や SW 前 で 公 ぐ で 
ン 各 悪 " やせ 三 @ 叫 鞭 補 ” 時 
穴 導 記 球 起り つじ 経 信 
SKUaJM 7 くく 人 3J ホ hG の 

P へ や ロ G6 心 宮 央 交 や 人 球 
IN 一 " を 衝 HNA 尽 ホー コト で 


SA mAG 革 丁 で G コ 心 宮内 園 居 * 


NR 最 誠二 親 6 最 ぐ 誠 所 
人 訪 吾 届 信 選 ロン る の MG 
つく 当 届 全 シレ あく る 
J 胃 の 胃 じ NR 全 で 療 る 7 
玉 堆 り 個 表 品 選び リン iG 
つぐ y 公 | 翌 賞 訟 固 」 ぐ 滞 
IN で (て 避 諾 四 ) 


パ 
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Se 
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川 琶 tn ら 党 つ Sto 冶 知 層 時 


H 賠 りー コ oo 給 Km 中 


弓 或 記帳 窒 つ や 夫 手 図 題 " 


里 呈 て 親 聞 乗 写 ぐ 購 編 ー 
oo 回 届 S 編 央 更 才 の 完 
Qon に 吐 り 下 ! に つ 羽 や 
S ゞ 涯 曹 叫 紀 言 所 吉 舞 
悪 氷 ロ ゅ ら 且 吐 @ ぐ 時 7 


嘱 振 連 ざ つじ 茎 泡 選 つ 選 


章 当 SG 日 壁 G コ 
凍 忠 仙人 る 療 く " 
ーES 志 守り” ー 敵 
嘱 Q た や いひ 了 ピ 編 (| 二 ー 
)” 失 郊 法 器 音 つ 巡 秋 
眉 S 四 依り 骨 給 前 忠 図 7 


組 忠 トー ペペ 移 編 和 や り る 56 


中 や 介 門 避 北 私 る 87 
ゃ リリ 6 痢 地引 計 還 思 
篤 上 時 りり じ 交 ke? 壮 環 宜 問 
ロ ゥ らら 臣 吐 詞 伯 や 明 る つ 
る 后 区 G 財 凡 や 蝶 編 つり 
貢 選 ” 職 四 や 栖 つ 思 hG7 


ー っ 『 呈 
本 | 
生還 較 


「 線上 道上 Epー カ ル 旨 追憶 の 鉄路 】 工藤 補え ・ 撮 影 北海 首 新 聞 社 / 2750 円 2 


空 ぶ 妃 夫 環 G 決 三 弓 誠 


mooo Gー 羽 吐 り 軍 
当り SO 幸 建 正 G 癌 和 
層 路 講 家 の 更 選 息 徹 明 " 
mon ロ 吐 将 所 つり 
叶 ペ ゴ 染 史 選 T 叶 ^ 環 
ビ や 団交 押 屈 つ ^ 迫 環 皿 
ざ つ ヤレ 陸 区 枢 づつ 祥 り し 

了 K や 詳 * 民 聖 ′ 双 
壁 ^ 龍 違 藻 / 聡 区 壁 < 
2 せ 李 埋 つ 計 る 普 
層 忠 会 mo らら 宮寺 6 
中 信 党 SQ ぐり じ く 56 尾 
uu 較 AIIGSSMUCVlmmd さ 
葉 詞 葵 りや 人 交 k9? 剖 職 7 
遇 師 介 く 公 和 へ 選 提 Ko 剛 部 
選 基 ” 世 く 藤間 息 条 " 志 
吉政 ぐ や ベ ャ 6 細 居 7 
刀 晶 回 ぐ つく 粗 K め 7 
語 弟 選手 ぬり StkG? 

の 守 " 羽 一 呈 慌 トー 


すら パ ー ジ 
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地域 愛 を 育 お 骸 光 繧 本 還 問 


SR be- オ 


「 こ め た の 
あめ おもり み ー つ けた . 


か いな 6 に ん か ぞ く ぐ と 
に ほん の いい も の 地域 の 将 力 を 伝え る 観光 絵本 の 第 1 弾 [こめ た の あお も り み ー つ けた 」。 
た くさ ん みつ ける よ 。 お に ぎり アン テ ナ が つい た 不思議 な 帽 を 持つ 主人 公 「 こ め た 」 と 
だ その 家族 が 書 森 県 の 将 力 を 発見 し ます 。 


raL 1 台 
IPATF すさ ESU ES 


ET 


あお も り み ー つ けた 
イラ スト レー ター : ふく だ の ぞ み 
デザ イン : ゴー ルド フィ ッシュ デザ イン 


15.GCrmx 15.BCPm 1 日 避 ー 


定価 1320 円 絡 ) 


観光 絵本 と は “ 
旅行 読売 出版 社 yk 
PayPay モー ル 店 で 記 記 性 守 
_ 販 売 中 ! ロロ な 


旅行 読売 出版 社 メデ ィ ア プロ モー ショ ン 部 Amazon、 楽天 ブッ フス 、 オ ム ニ 7、 


婦 03.6853:431 1 (平日 8 時 30 分 1 日時 30 分 ) ヨド / で .COTT な どの 、 
〒1CM-4138 東京 都 中 史 区 築地 2-5-3 読売 旅行 本 社 ビ ピル 2F オンライン 書店 で も 購入 で きま 語 


上 
Lt 


あふ くだ の ぞ み 


音 
ね お 
世 


アン ケー ト に 答え て 応募 する と 、 


抽選 で 下記 の プレ ゼン ト が 当たり ます 。 


応募 方 法 は 128 を ご 覧 くだ さい 。 


1 アク アイ クニ ス 仙 台 
ペア 人 治 券 † オ オリ ジ ナ ル 黄 品 セッ ト 


(入浴 券 平 日 750 円 、 辻 口 茶園 各 1520 円 ) 


アク アイ グ ニ ス 仙台 は 、 仙 台 市 若林 区 藤塚 に 
4 月 21 日 オー ブ プン し た 、 癒 や し と 食 が テー マ の 
複合 施設 。 地下 1000 公 の 大 深層 か ら 湧 く 温 泉 を 
中 心 に 、 地元 の 農産 物 を 販売 E す る マル シェ 、 東 
北 初出 店 と な る 猿田 彦 珈 琲 の カフ ェ 、 さ ら に は 
笠原 将弘 氏 、 日 高良 実 氏 が 手掛け る レス トラ ン 、 
辻 口 博 牙 氏 プ ロ デ ュ ー ス の パテ ィ ス リー、 ベ ー 
カリ ー、 シ ョ コラ トリ ー か ら 成 る 。 


温泉 | 藤塚 の 湯 」 は 、 ナ トリ ウム - 塩 化物 ・ 大 酸 
水素 塩 泉 で 肌 が 滑ら か に な る 美肌 の 湯 。 リ ラク ゼ 


ーション 施設 や ライ ブラ リー カフ ェ 、 シ ョ ッ プ を 

併設 する 。 プ レ ゼ ント は 入浴 券 と ロゴ 入り タオ 

ル (非売品 )2 枚 や ヤ や シャンプー など を セッ ト で 。 
問い 合わ せ は 、 同 施設 谷 022・355・2181。 


ら | 滅び ゆく 鉄道 名 場面 」 


(B5 判 ・1923-・2530 円 ) 

雑誌 「 旅 と 鉄道 ] の 版 元 ・ 株 式 会 社 天 夢 人 よ 
り 刊 行 さ れ た 、 懐 か し の 鉄道 シー ン を 集め た 一 
冊 。 ト レイ ンマ ー ク の 交換 や 食堂 車 の スタ ッ フ 、 
保線 区 員 な ど 、 国 鉄 時 代 の 鉄道 員 た ち が 生 き 生 
き と 働 く 姿 を 収録 。 サ ボ 収 納 室 や 硬 券 ホ ル ダ ー、 
ホー ム の 立ち 売り な ど 記 憶 に 残し た い 車 内 や 駅 
の 風景 、 思 い 出 の 列車 な ど 、 読 み 応え 十分 。 
問い 合わ せ は 、 同 社 谷 03・6837・4680。 


「 治す る ・ 食 する ・ 育 む 」 
が コジ シン セプト の アタ アイ 
ダグ ニス 仙 台 


入浴 券 と オリ ジ ナ 此 久 オル 、「 直 口 
茶園 」 の シャ ンプ ブー、 コン ディ ショ 
ナー、 ボ ディ ー ソ ー プ ( 各 5005。・ 吉 ) 
| を | 本 ずつ セッ ト で 


の 立山 玉 殿 の 湧 水 
(500* リ ・z ペ ッ ト ボ トル 24 本 入り ・ 4760 円 ) 
ケー ブル カー や ロー プ ウ ェ イ な ど 様 々 な 乗り 
物 を 乗り 継ぐ 山岳 観光 ルー ト ・ 立 山 黒部 アル ペ 
ン ル ー ト は 今季 の 営業 を スタ ー ト 。 標高 2450 計 
の 室堂 で は 6 月 25 日 まで 雪 の 大 谷 の 絶景 が 楽し 
め る 。 こ の 室堂 で 採取 され る の が 立山 玉 殿 の 湧 
水 。200 年 以上 か け て 立山 の 地層 に 磨 か れ た 軟 
ら か な 名 水 は 、 お 茶 や コー ヒー、 料 理 に ぴっ た り 。 
問い 合わ せ は 、 立 山 貫 光 タ ー ミ ナル 傘 076・464・ 
1828。 Be 
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/ 包 取 県 産 米 「 量 補 舞 」 
「 星 取 県 ] こと 鳥取 県 は 、 全 国 星空 継続 観察 
(環境 省 ) で 、 何 度 も 日 本 一 に 選ば れる な ど 、 美 
し い 星 空 を 誇る 。 県 内 に は 天文 全 が ある 「 さ じ 
アス トロ パー ク ] を は じ め 、 鳥 取 砂丘 、 大 山 山 
麓 、 三 朝 温泉 な ど 星 空 ス ポッ ト が 点 在 する 。 
そん な 美しい 星空 に ちな み 、 2019 年 秋 に 本 格 
デビ ュー し た 鳥取 県 オリ ジ ナ ル 米 が 「 星 空 舞 」。 
鳥取 県 の 澄み きっ た 空気 と 豊か な 自然 に 育ま れ 
た 新 ブ ラン ド 米 だ 。 名 前 の 通り 、" 星 の よう に 輝 
<" 炊き 上 が り の ツヤ が 特徴 で 、 
粒 が 立ち 、 し っ か り と し た 食 感 、 アリ ーー ケッ 
そし て 噛む ほど に 広がる 上 品 な 甘 「 ホ ー ム バー ジ で 
み が 魅 力 。 焼き肉 と の 相性 も 抜群 ' 
だ 。 米 と タレ が 絶妙 に 絡み 合い 、 
互い の 味 を 引き 立て 合う 。 


8 「 ロ イズ タウ ン 駅 」 商 品 セッ ト 


(ロイ ズバ パラ エ ティ 向 [721 系 ]1045 円 、 
[ロイ ズ タ ウ ン 駅 ]1728 円 クリ アフ ァイル 220 円 ) 
この 春 、JR 札 沼 線 (北海 道 ) に 新しく 「 ロ イ 
ズ タ ウ ン 駅 ] が 開業 し た 。 こ れ を 記念 し て チョ 
コレ ー ト メー カー の ロイ ズ が 関連 商品 を 新 発 売 。 
当別 町 に ある 「 ふ と 美 工場 直売 店 」 限定 で 販売 
し て いる 。 人 気 商品 を 詰め 合わ せ た ロ イズ バラ 
エ テ ィ 告 [721 系 ] と [ロイ ズ タ ウ ン 駅 ]、 駅 名 
標 を デザ イン し た クリ アフ ァイル を セッ ト で 。 
問い 合わ せ は 、 同 店 谷 0570・015・612。 


JR 北海 道 商品 化 
許 諸 済 


5 


」 星 
『 の 
1 上 
| 5 
| に 
揮 ビ 
く っ 
フ 
| ラ 壮 し い 鳥取 の 星空 に 
( る ちな ん だ ネー ミン シグ 
米 


「 焼 肉 オ ン ザ ライ ス 」 で 
味わっ て みて ! 


ロリ モコ ン 届 リヒ ンク 灯 軸 スタ ンド 
(4500 円 ) 

ディ ノ ス の クロ コ 調 リビン グ 収 納 シ リー ズ で 
人 気 の 小 物 ス タン ド 。 ア イボ リー と グレ ー の 2 
色 あ り 、 内 側 は 収納 物 に 優し い 起毛 仕様 。 横 長 
スペ ー ス と 小分け の 計 5 か 所 の 収納 スペ ー ス に 、 
ズ スマ ー ド フォ ン や 到 忠 ケー ブル 、 テ レビ の り モ 
コン な ど 普 段 よ く 使う 品々 を まとめ て 整理 で き 
る 。 サ イズ は 幅 19 デ だ 、 奥 行き 14 デ 、 高 さ 14。 
問い 合わ せ は 、 デ ィ ノ ス 画 0120・343・774。 


プレ ゼン ト は 
アイ ポリ ー 
(写真 奥 


5 還 ファ クス の 場合 FAX 03-6853-4312 た 
た ちまき 。 の 場合 は 〒104-8413( 住 所 不要 ) TE 
旅行 読売 出版 社 ア ン ケ ー ト 係 ぉ < 財 5H 


※ イ ンタ ーネット は 下記 URL が か 、 右 の 次元 コー ド を 読み 取る 


加 
窒 
ー よー 本 ーー 本 エー = = コリ 1 し am ド ーー 入内 キー E* 
1 = 


https://forms.office.com/r/czUkkHykM2 TE 


さ トット で キ 人 1 け で いま 。 ※ 応 募 の 締め 切り は 2022 年 6 月 27 日 必着 。 当選 者 の 発表 は 、 黒 品 の 発送 を も っ て か えさ せ 
届 居 | 四 品 に E 抽 朋 自 加 爾 5 で じ た だ だ 寺 ま 馬 。 


(@ 呈 4、53~ の 目次 の 第 1 特集 、 第 2 特集 の 中 か ら 特 に 良かっ た 記事 を 3 つま で 、 

また 興味 が な か つた 記事 が ある 方 は 3 つま で 選ん で 、 そ の ペー ジ 数 を 書い て 下さ い 。 

特に 良かっ た 記事 ( ) ( ) ( ) 興味 が な か っ た 記事 ( ) ( ) ( 
4、5# の 目次 の 下 の 段 、 連載 & 読 み 物 の 中 か ら 特 に 良 か つ た 記事 を 3 つま で 、 

また 興味 が な か つた 記事 が ある 方 は 8 つま で 選ん で 、 そ の ペー ジ 数 を 書い て 下さ い 。 

特に 良かっ た 記事 ( )【 ) 興味 が な か っ た 記事 ( ) ( ) ( 


国内 旅行 で 、 い つか 見 た い 風 景 、 歩 きた い 道 、 泊 まり た い 宿 、 乗 り た い 鉄 道 な ど 、 
"憧れ の 旅 は あり ます か ?【( 自 由 回 答 ) 


(@ で 記 ) これ まで 泊まっ た 宿 で 、 何 度 も 泊まり た く な る よう な 極上 宿 は あり まし た か ? ( 自由 回 答 ) 
宿 名 理由 


本 誌 の 判 型 ( サ イズ ) を 大 きく し て 紙質 を 改良 し た 場合 、 適 正 金 額 は どれ で し ょ うか が ?( 1 つ 選 択 ) 


(①600 円 ②630 円 ③650 円 ④670 円 ⑧⑤680 円 ⑥690 円 ⑦700 円 ⑧720 円 ⑨750 円 ⑩790 円 


D800 円 その ほか ( ) 


(e 計 ) 以下 の 特集 で 読み た いも の は あり ます か ? ( 3 つま で 選択 可 ) 
① ロ マン あふ れる 船旅 ② 工 場 & 巨 大 施設 の 絶景 旅 ③ 道 の 駅 ・SAPA 日 帰り ゲル メド ライ ブ 
④) 1 万 円 台 で 泊まれ る 文化 財 の 宿 ⑤ 新 鮮 お いし ゆい 農産物 直売 所 
⑥ 1 万 円 台 で 泊まれ る 極上 の 駅 チカ ホテ ル ⑦⑰ 路 面 電車 、 途 中 下車 の 旅 ⑧ 今 年 は 伊豆 ・ 鎌 倉 へ 
⑨ ロ ー プ ウェ イ で 山上 さん ほぼ ⑩ 駅 か ら 歩 く 旅 ⑪ 和 夜行 列車 で 行 と 5 
⑫ ア ン テ ナ ショ ッ プ 完全 ガイ ド ⑱⑬ 白 浴 の 秘 湯 そば ・ う どん 麺 紀行 


r ILILHILILII 還 
都 道 
府 県 
年 齢 。 歳 性 別 男 : :| 季 記 時 画 
ー ル アド レス 126 デ ー127 デ の 
| 時 品番 号 


職業 | ① 会 社員 ② 自 営業 ③ 主 婦 ③④ 公務 員 ⑤ 教 員 ⑥ 医 師 ⑦ ア ル バ イ ト ⑧ 学 生 ⑨ 無 職 
⑩ そ の 他 ( 


本 誌 の 購入 頼 度 ① 定 期 購 読 し て いる ② 毎 回 、 書 店 ・ 読 売 新聞 販売 店 で 購入 ③ 年 に 数 回 
(《④ 年 に 1、 婦 ⑤) 今 回 が 初め て 
得 ご 協力 あり が と う ご ざ いま し た 。 当社 か ら メ ー ル な ど で ご 案内 が 届く こと が あり ます 。 
個人 情報 の 取り 扱い は 、 当 社 ホ ー ム ペー ジ (http://www.ryokoyomiuri.co.jp/) を ご 覧 下さ い 。 
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阿波 池田 駅 前 ホテ ルイ レブ ン 


1 目 
= 


hm 


完 情 。 
時 生出 E に OOEET 拉 こよ 語 イ ゴン アダ 
ーネット 接続 {無料 ) 所 可能 。 82 フォ ン . ゴブ 
し ッ ト 端 末 毛 快適 に 詞 利 用 頂け ます 。 


= 上 王 HEF よー ャ ー イ ニュ ー ュー テ ェ 雨季 ピロ ーーー に コーーー デ アテ L 本 1 店 に 
容 持 帯 / ス マー トコ ォ ン ー 夫 電 語 :・ プ ロー ント に て 賃 出 可能 


TUFm| 


KOHGEN GOLF CLUB 
〒779-5301 徳島 県 三好 市 山城 町 大 和 川 652 
唱 ヨ 明 0 に 1 に だ 9 の 10106 い の 

FAX:UBB3-86-3188 


全 レ オマ 高原 ゴル フ 倶 楽 部 


| 男 還 軒 昌 選 旧 還 セ 


- 輸 一 
(EEJs 人 た ms 
証 確 な 旬 計 表示 5 


ョ ニー 7 日 
団体 宿泊 
二宮 族 様 や 人 台 宿 * 三 な ど で の ご 宿泊 に 三 利用 頂け る 38 畳 
の 和室 。 中 央 に レー ル バ ー テ ィ ジ ョ ン を 配 代 し て お り 2 分 割 
す 古 選 と も 可能 本 
ご 宿泊 中 際 に は 階 鞭 間 ジャ ロー 上 ル 一 占 を 詞 使用 材 け ます 。 


本 会 議 室 
合議 ・ 研 必 に 最適 な テー ブル 席 奄 配 置 し た 洋 
バー ティ ジョ ン に より 号 割 可能 。 


と ヽ \v  。 較 
hrgrreg 玉石 ge 万 o7e/ 万 /eve7 


阿 渡 池田 駅 前 ホテ ル 


答 島 県 三好 市 池田 町 サラ タ 
TEL.0U883-72-8115 FAX. 有 8H 


オナ エッ プイ ング 1BiHD 一 チエ ッ ク タデ ロト 10:H6 迄 


因 J 昌 同 渡 所 田 駅 出口 正面 

天 井 川 池田 IC じ より 車 で 日 分 

に も きり に WGP 
(専用 駐車 場 有 】 


ウラ ゴブ ハウ ユ 


ーー で . es 


LU 前 : 玉子 直 人 
ト 記 の 由 押 | 配 暫 a オデ ュ イ ー 放 


こ 埋 示 い た だ く で と 割 け 5 適 研 きれ ます 


器 じ い 操作 は ナシ! 


まる で キャ ディ さん ! 


回 wd. 
に TELT 


ie 間 連 な 1 


PR) 1 中 壮 寺 杉本 代 穫 統 了 


ふ へ 嗣 。 
【 半 時 】 
避 -ING 選 め 組 さ し 天 G 穫 
層 牙 世 お 臣 情 記 
側 「 JG 羽 補 8」 つ の 庫 尽 0 選 画 上 らく 


ゴ 舞 的 SAO PS で OS” 斉一 羽 
NNG 擬 会 代 人 SQ 尺 筑 さ マ 
層 代 人 So 和 9 の 黒 ン だ で 尺 冊 7 
mG 拒 り 窟 9 局所 処 季 
代 際 守 選 
【< 綴 】 _ 
yo 重り 螺 や り 己 骨 須 る だ 
皿 替 嘘 証 性 恒 是 衛 足 中 ハ 
頁 Q 計 GA 題 肌 是 
rmer エ ーーー 
9G 礼 余 畠 品 工 表 識 光 G 
oe 
ヨ G 箱 葉 也 必 据 器 人 る 
民 季 世 時 ヨ 訓 
揚 肖 の 論 喧 油 選 は 4Swo ヨ 
王 ( 持 選 千 )" 半 過 染 上 く ? 


性 掴 人 る で 祈り 宮 り 如 過 り 記 1 4 の 


いこ 


カタ クリ 


計 月 くく 5 暴 W 過 和 昌 
ぶ 飛 選 昌 田 る Q つ 
肖 断り ゃ 皇 愉 1 ゴジ タ むく? 
京 ふ や ふ G 配 罰 獲 余 宮 染 届 7 
窟 で 乱 く 前 つ ン ShG 過 郊 環 釣 二 
Q りく と ? 


移 G 下 暫 褒 入 屋 く 拍 り 肖 
揚 某 世 三貴 
謙 ン ペン うつ 坦 て 息 ぶ 普 天 ” 人 
いい 選 占 ココ つ 間 画 陸 間 可 宮 
僚 避 ” ゴ 6 講 < 認 く る 指先 つ ビレ 
あて 
【 く 中 】 
了 中々 きる 慎 衝 泌 G 過 連 つ 
展 民 其 震 咽 定 御 可 替 田 監 
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/ 越前 岬 - 福井 ん 2 
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五十鈴 川 カフ ェ ( 旅 する 喫茶 店 ) 103 


ト エ ー」 


歩 危 峡 観光 遊覧 有 


『 ゆ うた り と 遊覧 を 楽 じ みな が ら 


船頭 の 案内 に 耳 を 傾け 渓谷 美 を 


〒779-5451 
値 島 県 三好 市 山城 町 西 宇 1520 


門 0883・84・1211 
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rr 


ーー デコ 
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特攻 平和 公園 内 を 
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答 つの 字 つ 四 陣 記 バ 半 切 、G 疾 ぐ " 


4 彫 き 坦 G ロ ーR ド ミ 癌 珂 居 痕 中 KN ド 壮 忌 、“ 
門 陸 を 中 條 き 邊 本 6 る 記 つ 色刷 ke 直 理 醤 称 
拉 つ っ 表 剖 ) 舞 可 じ 拒 環 むつ 6" 

咽 唄 粗 忌 Ne 天 臣 柳 を 穫 8 反 7 

NmG 表 "ロレ つ 到 本 才 ' 避 っ 琵 記 S 葵 く “ 
指 記 GG 張 シン タン he て GK ふ へ Ah か 心 ユ ー" 間 咽 じ ち ? 


ク 


一 躍 - 明 - 選 - Tim 一 


に PP LU 


仙 下 10 漠 で 引 棚 思 に |](ー つ oN ) 芋 掲 富 @ 
陣 古 胃 - 所 紅 @ 長 層 じ |「 服 症 軸 寺 Ne し |] 帆 で で MG 
りつ 配 " 6 や し p?" 軸 つ 十 会 忍 は J@S っ 羽 呈 吾 
ら 1J 舞 世 W" ロ う OO せ うけ 了 硝 宮代 倒 ご 子 下 " as 


LE 
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(GG] 凍 ミー 屯 3DS で 9 ui い し っ 表 3DP に 中 中 則竹 「 此 雷 


pG| し ゃ 1J 補 起り 還 つつ 刀 し つ ゃ 心 会 % 守 性 》 
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お 得 な 年 間 定 期 購読 が お すす めで す ! 


年 間 定期 購読 の ご 案内 


_ な 呈す つ の 特 Ts 


送料 無料 で lm オフ ィ ス に お 古 け し ます 


な ら 2 年 目 以降 は 
9 5500 円 一 6000 円 (2 分 お 得 ) に 


FE 利明 時 時 昌明 時 昌和 邊 和  H 昌 昌和 時  B 昌 時 昌 町 時 時 昌和 時 還 昌 時 昌 時 時 昌利 昌和 時 時 昌 昌 昌 時 昌 8 時 時 Wi 昌和 時 昌和 時 時 還 還 邊 昌 時 時 昌 E 昌 時 時 昌 時 時 き 時 昌和 昌 日 中 NH 年 旧 邊 邊 還 昌利 上 時 」 


/) 8 読 の 方 は 、 当社 発行 の 
臨時 増 刊 書籍 ・ ム ッ ク を 購入 時 、 英 料 無 立 


※ と じ 込 み の 専用 払込 票 で 購入 し た 場合 、 必 ず 娠 名 と 定期 購読 者 番号 を 明記 し て くだ さい 。 


※ 巻 末 に と じ 込 まれ て いる 専用 払込 票 (振込 手数 料 は 当社 負担 ) に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、 最 寄り の 郵便 局 で お 振り 込み くだ さい 。 


※ 年 間 定期 購読 の 途中 で の 解約 は 、 原 則 で きま せん の で 予め ご 了承 くだ さい 。 


旅行 読売 出版 社 PayPay モ ー ル 店 も 


「 旅 行 読売 の 最新 号 や バッ ク ナ ン バー、 臨 時 増刊 、 
ムッ ク ・ 書 籍 、 鉄 印 帳 グ ッ ズ を 送料 無料 で 購入 いた 
だ け ま す 。 


楽天 ブッ クス 、Amazon、 ヨ ド バ シ .com、 オ ム ニ 7 な どの オン ライ ン 書 店 で も 購入 で きま す 。 
※ 一 部 、 送 料 や 手数 料 な ど が か か る 場合 が あり ます 。 詳 細 は それ ぞ れ の ホー ムペ ー ジ で ご 確認 くだ さい 。 


za3 電子 版 | で も [旅行 読売] を お 楽し みい た だ け ます ! ーー 
iOS 版 (iPhone 。 / | 切 ia ya ロ ee 

iPad / iPod) の 方 は 、 ゲド また は ーー 定期 購読 専 『] 

定期 購読 アプ リ " = ン ラ イ ン 書 店 
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鉄 印 帳 幸 場 
フォ トブ ッ ク 
* 女 子 鉄 " と し て 
フォ ト フ お な じみ の 礎 川 あ 


フォ トブ ッ ク 
・ 。 や こさ ん が 、 鉄 印 
帳 の 旅 で 撮影 し た 
写真 を 中 心 に | 冊 
に まとめ た 。 特別 
付録 は 、 ど この ロー 
カル 線 で 鉄 印 が 集 
め ら れる か 、 一 目 で 
わか る 特大 マッ プ 。 


る ンク 
宿 2022 生 上 


馴染 み の 宿 で 中 
る り 。「 自 分 時 間 」 
を 満 也 で きる オー 
プン ・ リ ニュ ー ア 
ル の 宿 を は じ 了 め 、 
人 気 の 露天 風呂 付 
主軸 さ 客 宇 の ある 宿 、 
昌 引 切 風呂 の ある 宿 
な ど 、 全 国 か ら 65 


B5 判 ・I00 ペ ー ジ 
特大 マッ プ 付 き 
定価 |200 円 (税込 ) 


常 診 に し た い 温 
に し た い 。 る 
1 


町 王 天 画 本 下 mm 
LULEHTTESTE 還 EHP に 


A4 判 ・|00 ペ ー ジ 
定価 |000 円 (税込 ) 


鹿 軒 を 厳選 し て 紹介 。 


ひと り 、 ロー カル 線 の 旅 へ 
「 ひ と り 旅 」 達 


SB 
SM 月 部 構成 で 、 話 題 の 

』 財 回 佐 海岸 鉄道 や く 
ま 川 鉄道 な ども ク 
ロー ズ ア ザ 。 巻 
頭 は 、 鉄道 写真 家 ・ 
中 井 精 也 さん の グ 
が 


AA 判 ・100 ペ ー ジ 
定価 |000 円 (税込) 


バッ ク ナ ン バー 


※ 当 社 か ら 直 送 の 場合 は 、 


HH 自 相 9 F 史 や Fn-| 


ロ 6 月 写 

男 定価 600 円 (税込 

参 歴史 と 美 に 包ま れ て 
今 骨 は 文化 財 の 宿 


舌 失っ ちゃ うけ ど 
泉 拒 抜 群 


不思議 な 温泉 へ 


ムル ルル アブ ムビラ ルイ ゴリ 」 あと 相 


お 近く の 書店 も し く は 当社 まで 


本 誌 連 載 中 の 

「 城 葵 旅 」 が | 冊 に 。 
城郭 ライ ター の 著 
者 が 推す 、 城 芝 り 
に お すす ぬ め の 40 城 。 
各 城 の 見 方 ・ 歩 き 
me 方 を 案内 する 。 付 
= 録 は 「 日 本 100 名 
欄 導 唐 語 城 ・ 続 日 本 100 名 
城 MAP」。 


A4 判 ・00 ペ ー ジ _ 
定価 |400 円 (税込 
貞 時 増 
2 
2020 年 |2 月 発刊 
と の 「 ひ と り 泊 歓迎 
り 
泊 159 


城郭 ライ ター 萩原 さち この 4 二 iu 
旅 こ 


の 温泉 宿 」 第 2 弾 。 

fi 。 ひと り 旅 に お すす 
m め の 宿 を 、 温 泉 宿 
を 中 心 に 56 填 厳選 
ot 

mW たい 私 流 ひ と り 旅 」 
「 名 建築 を 愉し む 
極上 宿 」 の 記事 も 。 


吊 軒 


呈 短 な 可 


A4 判 ・I00 ペ ー ジ 
定価 1200 円 (税込 ) 


旅 する 喫茶 店 == 
「 「 歩 きた く な る 町 
上 克 に は 、 い い 了 喫茶 店 
。 | が ある 」。 歴 史 町 、 
喫 港町 、 温 泉 地 な ど 、 
但 。 旅先 で 寄り た い 物 
<5 。 。= 詰 を 感じ る 52 の 喫 
時 | 茶店 。 番 外 編 に 鉄 
vin | 道 駅 の 喫茶 店 も 。 本 
A5 判 ・|36 ペ ー ジ 誌 の 人 気 連載 を | 穫 

定価 1430 円 (税込 ) に まとめ た 。 


ョ 替 5 月 号 

蘭 侍 別 定 価 700 円 (税込) 
層間 但 上 を 向い て 、 前 を 向い て 
a 半 東京 さん ぼ 

り g 重 「 香 り 」 の 旅 

絆 5 生 お 酒 の お と も 


計 ルフ の ホン ト !Z | 半 全 人 人 人 


ゴル フ は 読ん で 
も 面白 い ! 本 誌 連 
載 お よび 過去 の 上 臨 
時 増刊 を 再編 集 し 
た | 天 。 初心 者 に 
うれ し い ワ ン ボ イ 
ント アド バイ ス や 
振り 返り スコ アシ 
ー ト で 、 ス コア ア 
ッ プ 間違い な し ! 


B5 判 ・92 ペ ー ジ 
定価 I0O0 円 ( 税 恐 ) 


書 待 


駅 舎 の ある 風景 
本 誌 連載 駅舎 
の ある 風景 」 か ら 厳 
選 収 録 。 駅 旅 写真 
和 球 が 、 町 の 顔 で あ 
る 駅 を 舞台 に 四季 
折々 に 撮影 し 、 人 
と 時 が 描く 物語 を 
つづ っ て いる 。 碧 年 


馬 和 著 の ある る 購 品 


L"- 量 


叶 


A5 判 ・ 20 ペー ジ 駅 舎 、 絶 景 駅 な ど 
定価 |430 円 (税込 ) テー マヤ 企画 も 収録 。 


回 是 還 開 皿 : 回 = 可 面 下 還 , ま 再 司 本 還 。 


族 行 読売 婦 9 
落 訟 か 1 ロ 2 ヒ リセ 光 生還 


奈 S > 則 の 

1 トー こ = 司 。 rt - 

騰 朗 で 当 人 一緒 に 笑い 、 語 

電 肝 Ce 幸 旅行 を も う - 


* 特 別 付 録 「 
[一 度 は 見 た い 楼 の 量 ] 


器 120・111435 な 03・6853・4311 ( 宇 日 0 時 |8 時 30 分 ) 


| 欄 に つき 130 円 の 別途 送料 が 必要 に な り ま す (4 天 以 上 は 無料 )。 


※ 当 社 の 個人 情報 の 取り 扱い に つい て は 、 ホ ー ム ペー ジ (https:/www.ryokoyomiuri.co.jp/) を ご 覧 くだ さい 。 
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ニー ーー ご ー 
HOEEEHLCCHHH ag [ ai Ma 1 


| 本 je ミー 
ー, | 


立山 ロー プ ウ ェ イ (富山 (写真 提供 / 立 山 黒部 アル ペン ルー ト ) 


リフ ト や ロー プ ウ ェ イ で 


| 還 当 還 還 呈 昌 上 丘 王 人 皮 引 明史 丘 呈 昌明 呈 上 貞昌 所 還 」 


汗 を か き な が ら た どり 着く 絶景 は 、 一 種 の ご ほう び の よう で す 。 と は いえ 、 リ フト 
や ロー プ ウ ェ イ な ど を 使っ て 、 さ ん ば 感覚 で 見 に 行け る 絶景 も あり ます 。 山 頂 や 高原 
の 爽やか な 風 を 受け な が ら 、 和 気軽 に 出合 える 夏 絶 景 へ の 旅 を 、 周 辺 の 温泉 情報 や グル 
メ 情 報 と と も に 案内 し ます 。 


昨夏 、22 年 ぶり に 新 航路 が 誕生 し 、 注 目 を 集め て いる フェ リー。 ここ 数 年 は 各社 が 
こぞって 新造 船 を 導入 し て いま す 。 個室 が 増え 、 展 望 風呂 な どの 施設 も 充実 し 、 ま さ 
こ “洋上 の ホテ ル " へ と 進化 を 遂げ て いま す 。 フ ェ リ ー を 活用 し た 、 旅 情 あ ふれ る 和 
旅 を お 届け し ます 。 


旅行 読売 の ホー ムペ ー ジ 


旅 の 魅力 を 発信 する メデ ィ ア サイ ト 「 た び よ み 」 こ 
https://www.ryokoyomiuri.co.jp/ 


httpns://tabiyomli.yormiulri-ryOkOu.CO.」D/ 


Facebook も 公開 中 
旅行 読売 旅行 読売 出版 社 加 発行 所 旅行 読売 出版 社 〔 メ ディア 編集 ] ほ メ ディア プロ モー ショ ン ] 振替 口座 00I3-6-177575 
(2022 年 7 月 号 ) IO4-8413 代表 者 坂元 隆 渡辺 責 由 福崎 圭介 伊藤 健一 松田 秀 夏 印刷 - 製 本 図書 印刷 株 式 会 社 
2022( 令 和 4) 年 中 央 区 工 地 2-5-3 編集 長 栓 本 浩行 中 文子 高崎 真 規 子 井出 洋 中 野 秀 俊 ei 
5 月 30 日 発行 夫 必 行 本 社 ビ ヒルデ F 内 山 沙希 子 青柳 寛 千 及 孝 裕 * 都合 に より 特集 の 企画 が 変更 に な る 
可 03-6853-43 日 ( 民 ) 場合 が あり ます 。 
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旅 の 魅力 を 発信 する メデ ィ ア サイ ト 


TABI YOMI 


ma 4 し 


「 た び よ み 」 は その 季節 な ら で は の 旅 の 魅力 や 最新 情報 な ど 、 
旅行 を 楽 彩る コン テン ツ を 発信 する メデ ィ ア サイ ト で す 。 
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立ち ど ま ら な い 保 険 。 


三井 住友 光 あ 上 


安心 が ある か ら 、 
旅行 は 楽し い 。 


[受付 時 間 ] 平 日 9:00 一 0:0O 土日 祝日 gi:O00 一 17:00 【 HHHHHHHHHHHHH 


雑誌 09315 一 7 @ 旅 行 読売 出版 社 2022 4910093150727 


お 問い 合わ せ ・ 資 料 請求 先 www.ms-ins.com 0120-632-277 本 衝 則 


